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　序章




　遠くから獣けものの声が聞こえたような気がして、その人ひと影かげはびくりと身をすくませた。

　周囲を、ゆっくり時間をかけて見わたしてから、ふたたび歩きはじめる。

　しかし足取りはおぼつかない。風に吹かれる枝のようにゆらゆらと、一歩、また先の一歩と危なっかしく歩きつづける。

　着用しているのは飛ひ空くう艇てい乗り用のつなぎだ。あちこちが破れていたが、腕の部分の肌が完全に露ろ出しゆつしているのは自分で引き裂いたからだ。それを頭に巻きつけている。布の下からは薄うすく血がにじんでいた。

　自分がどれほどさまよっているのか、時間の感覚すら乏しい。永遠に近い時間を歩きつづけているような気がするし、まだ歩きはじめて一時間も経過していないような気すらする。

　ただ、確かく実じつに暗がりは増していた。

（ということは……もう、十時間以上は）

　ともすればぼんやりと霞かすみがかかってしまいそうになる意い識しきを、かろうじて振り絞って、そんなことを頭の片かた隅すみで考えた。

　確たしか、開戦したのは夜明け直前くらいだった。その戦いを止めようと奔ほん走そうした。しかし力及ばず、結局は国境近くで銃火が交わされることとなった。

　それでもなおあきらめきれなかった。

　飛ひ空くう艇ていを駆かった。敵の意気をくじこうと、体当たりまがいのことまでやってみせた。

　が、反転して距きよ離りを稼かせごうとしたとき、艇の後部に流れ弾が当たった。

　敵を威い嚇かくする必要からさほど高度を取っていなかったのが不幸中の幸いといえた。座席から放り投げだされて宙を浮いたのも一いつ瞬しゆん、すぐに山道の下へと転がり落ちた。

　気がつけば、辺あたりから戦いの喧けん騒そうはきれいさっぱり消きえ失うせていた。辺りは森しん閑かんとした山の風景が広がるばかり。

　飛空艇のもとに戻ろうと、痛む身体からだを引きずって歩きはじめた。上への道を辿たどれば艇があるはずで、そこには地図もコンパスもある。ところが、いくら登っても飛空艇など影かげも形も見えない。戦いくさがあったはずなのに遺い体たいのひとつも発見できなかった。

　どうやら戦場から離はなれていく一方だと気づいたときには、方向感覚をすでに失っていた。

　頭がずきずきと痛む。手をやって、はじめて出血していることに気づいた。服をちぎって頭に巻きつけたものの、見知らぬ土地にひとり投げだされた不安感までは拭ぬぐえない。

　じっとしていると、なにやら胸の底からこみあげてくる感情があった。身が震ふるえ、思わず叫び声をあげたくなる。

　それが、いたずらに足を進ませた。立ち止まっていては、その感情が恐怖と命名されるべきものだということに気づいてしまう。今度は道を下りはじめた。見おろしたときには下り一辺倒の道に思えたのに、おぼつかない足取りで進んでいくうちに、なぜかまた登り勾こう配ばいの道を歩いていた。

　人の気け配はいはない。

　耳を澄すませても、聞こえるのは鳥のさえずりばかりで、剣けん戟げぎや銃火のひびきはいっこうに届いてこない。

　思えば、そのときにまた方角を変えてしまったのがまちがいだった。結局、ますます迷い込む羽は目めになった。

　周囲は徐じよ々じよに暗がりで覆おおわれていく。それを自覚すればこそ、焦あせりも募つのった。

　夜とは、本来、窓の内側から見つめる風景だった。

　だがいまや、その只ただ中なかにある。光が失われ、あたたかさのかけらもない冷れい徹てつな世界を、ひとりきりで歩かされている。

　どこかに灯あかりが見えないものか。

　人の手でおこした火のひとつでも、どこかで瞬またたかぬものか。

　刻一刻と迫りくる夜の訪問から逃げるみたいに、早足で歩いた。しかしこれほど長い距離を歩いた経けい験けんはなかった。体力には自信があったはずだが、身体の節々は重く、すでに息切れも激はげしかった。

　打ちのめされる思いがした。

　こうも自分は無力なのかと思った。胸には誇りを抱いて、まなざしには意志の強さを宿し、いついかなるときでも胸を張って困こん難なんに立ち向かっていける。自分はそのような人物のはずだった。それが、ただ一歩人里を離はなれ、自分を庇ひ護ごしてくれる人間が誰だれもいなくなった途と端たんに、この体ていたらくだ。

　頭痛もひどくなってくる一方。

　気がつけば、足を止めて、近くの木にもたれかかっていた。

　ちょっと息をととのえてからすぐに歩き出すつもりだったが、そのままずるずると腰が落ちていく。

　さっきまで、まだかろうじて明るかったはずなのに、いつしか陽ひが没したのだろうか、木々の茂った辺あたりはすでに夜同然の暗さだ。あたかもその闇やみに誘われるみたいに、瞼まぶたも自然と落ちてくる。

（駄だ目めだ。駄目だ、眠っては駄目だ）

　そうは思うが、しかし身体からだの感覚がもはや遠い。足はまるで他人のものであるかのようにいうことを聞かず、耐えがたいほどだった頭の痛みも次第に遠ざかりつつある。

　代わりに、夜の黒々としたうねりが、意い識しきの内側へと大量に忍び込んできた。疲れきった心身に抗あらがうすべはなく、ついには腰とともに瞼も完全に落ちきって、そのまま動かなくなった。

　また、遠くで獣けものの遠とお吠ぼえが聞こえた。

　闇を満まん遍べんなく届けようというかのように、夜の風が吹きわたる。

　どれほど経たったろう。

　がさがさと下した生ばえを搔かきわける足音が迫ってきた。

　しかし木にもたれかかった人ひと影かげは動かない。完全に意識を失っていた。




　時同じくして。

　メフィウス帝朝帝都ソロンの竜神神殿において。

　ソロン宮殿の誰だれよりも敬けい虔けんな信者として知られるとある女性が、ひとり、祭さい壇だんの前に立ちつくしていた。

　目を閉じ、祈りを捧ささげるかのようにかすかに頭こうべを垂れている。

　皇こう后ごうメリッサ・メフィウス。

　年ねん齢れいにも似ず、少女のように愛らしい顔立ちのなか、血色のよいぽってりとした唇がひときわ目を引く。

　その唇が笑えみの形に動いたかと思うと、誰もいない空間内にとある囁ささやきを発した。

「猟りよう犬けんは放たれた」

　と。










　一章　代償







　　　　１




　朝を迎えてまだ間もないというのに、タウーリアの街路は人の姿でごった返していた。

　広場といわず、路地裏といわず、あちこちでがやがやと騒さわがしい。

　街の一角からは煙も立っている。破は壊かいされた建物が瓦が礫れきとなって近辺に散らばっていた。敵の襲しゆう撃げきではない。砲弾を撃うち込むよう指示したのは、ほかならぬタウーリアで一軍を預かる将軍ボーワン・テドスである。

　無む論ろん、その直前にボーワンは住民を避ひ難なんさせている。人々は有う無むもなく叩たたき起こされた。兵士に手て伝つだわれながら家財道具一式を運び終えるころには砲の準備がととのっていた。間もなく、砲声と着弾の爆ばく音おんとが、その他ほかの区画にいる人々の安眠をも破り捨てた。

「また戦いくさか」

　炎が噴ふきあがるのを遠巻きにしながら、人々は陰いん鬱うつな顔を見あわせた。

　西方で、戦は珍しくない。毎日どこかしらで戦せん闘とうが起こっている。しかしいい加減うんざりだ、という思いが彼らの顔にあらわれていた。タウラン全域を窮きゆう地ちに陥おとしいれたガルダ軍の跳ちよう梁りようは、それほど西方の空気を変えてしまっている。

「ガルダ軍の残党だろうか」

「チェリクが、前にタウーリアを牽けん制せいするみたいに部隊を動かしていたろう。あれじゃないのか」

「いいや」と、宮廷に知りあいがいるという事情通の男がかぶりを振った。「聞いて驚おどろけ。相手はあのメフィウスだというぞ」

「馬ば鹿かな」

　一いつ蹴しゆうする声がすぐにあがったのも、西方が変わった証あかしのひとつといえる。以前からすると、タウーリアにおける対メフィウス感情もだいぶ変わっていた。

　タウーリアの住民たちは、数ヶ月前、領主アークスと馬を並べながら、まさしくこの街路で手を振っていたメフィウス皇太子ギルの姿を覚えていた。

　長年の宿敵とされていた両国が、奇跡的なまでに友好を結んだ瞬しゆん間かんであった。しかし、

「もう、その当のギル皇子がいらっしゃらないのだ」

　ギル皇子は家臣に裏切られて、若い命を散らしている。これも無論、タウーリア中の人々が知っている事実だ。

「きっと、その家臣はタウーリアとの和わ議ぎを快く思わなかったのだろう」

「皇帝自身が命じてやらせた、って話もあるくらいだぜ」

「しかし、ギル皇子が亡くなられたからといって」年配の男が白髪しらが混じりの髭ひげを震ふるわせた。

「もう約束を守る必要がない、ってのも筋ちがいだろう」

「おれに怒られても困る」

「いずれにせよ、長引かなければいいが。外の畑もまた荒らされちまう──」

　と、完全に夜が明けて、陰いん鬱うつと恐れが溜たまった人々の顔を朝あさ陽ひが照らしあげたとき、先触れの兵士が駆かけ込んできて、街のあちこちで、

「凱がい旋せん、凱旋」

「凱旋だ！」

　怒ど鳴なりをあげた。

　瞬しゆん間かん、街によどんでいた暗い空気が、朝陽にきれいさっぱり吹き飛ばされた思いがした。

　正門が開け放たれて、ボーワン・テドスを先頭にしたタウーリア軍が続々馬を進ませてくる。

　規律に満ちた蹄てい鉄てつのひびき、胸をそびやかした兵士たちの姿、掲かかげられた槍やりの勇猛な鋭するどさ。

　先ほどまで不安げな顔を見あわせていた人々も、表情を輝かがやかせるや、歓かん呼この声でこれを迎えた。

　ともかくも、勝ったのだ。ともかくも、タウーリアは──命と財産と家族とは──、守られたのだ。

　ボーワンは手を振りながら、群衆の歓迎に応こたえた。

　若いながら、アークス不在のいま、タウーリア守備を担になう総大将の身である。ラスワン・バズガンが謀む反ほんを起こしたとき、王女エスメナとともにこのタウーリアを守った英えい傑けつとしても名をあげていた。

　ガルダを討うった英雄王アークスと並んで、タウーリア住民の誇りとなっている。

　そのボーワンが、またも非ひ凡ぼんな才を発揮して、戦せん禍かの災さい厄やくからタウーリアを守ったのだ。人々は、ガルダ討とう伐ばつ後の戦勝気分をまだあざやかに記き憶おくしていた。それをまた味わえるとあって、詳しいことも、敵の名前さえも明めい確かくではなかったものの、ひとときの恍こう惚こつに酔いしれた。

　だが、馬上で笑え顔がおを振りまくボーワン・テドス本人の胸中は、決して明るくない。

　彼は、これで戦いが終わったのではなく、むしろはじまったばかりなのだと感じている。一部の人々が噂うわさしていたように、タウーリアを襲おそってきた軍勢の正体は隣りん国ごくメフィウス。国境を接したアプター砦とりでにはいまだ兵力が残っているという情報もある。

　すでにボーワンは援軍を求める声を西方各地に飛ばしていた。しかしそれでこちらの軍容が膨ふくれあがって、なおメフィウスが侵攻をあきらめないとなれば、西方とメフィウスの全面戦争にまで発展する恐れもあった。

　ガルダの跳ちよう梁りようと討伐のために疲ひ弊へいしきった西方に、果たしてそれほど大規模な戦いくさに打ち勝てるほどの体力が残されているかどうか。

（それに──）

　アークス、そしてボーワンが英えい傑けつだとするなら、もうひとり、対ガルダ戦で名をあげた英雄がいる。長々とした行列のなかに、しかし彼の姿はない。

　ボーワン・テドスは、その英雄の身を一いつ瞬しゆんおもんばかって、笑え顔がおに暗いものを混じらせていた。




「気をしっかり持て」

「もうすぐ子供が生まれるんだろう、父親がそんなことでどうする！」

　表通りを、ボーワン率いる兵たちが華やかに行進していく一方──、

　タウーリアの裏路地を、歩けないほどに傷ついた兵たちが、荷車や担架に乗せられ、仲間たちの励ましを受けながら運ばれていた。

　銃弾で腹を射抜かれた者、腕や足を斬きりつけられた者、竜の足に踏まれて骨を折った者──。なかには、もう無事な箇所を探すほうが難むずかしいというくらいに損傷を負った者もある。顔中、自らの黒い血ち溜だまりに埋もれながら、そのうちのひとりが絶息した。

　そして、

「オルバ！」

　荷車のひとつに、そう呼ばれた剣士の姿があった。仮面の剣士オルバとくればガルダを討うった戦士その人にまちがいないが、いまやその象徴たる仮面はおびただしいひび割れを走らせ、左側の上半分などほとんど吹き飛んでいる。しかし素肌の色は見えない。あふれる血のりが覆おおいつくしているのだった。

「オルバ、オルバ。しっかりするんだ。こんなところで倒れるきみじゃないだろう」

　彼の乗せられた荷車と併へい走そうするように、シークとギリアムが裏路地を駆かけている。シークはさっきからしきりにオルバの身体からだに触れ、揺り起こそうとしていた。ギリアムが何べんも、

「いまは触れないほうがいい」

　と押しとどめ、シークもその都つ度ど従うのだが、また数秒も経たたないうちに同じことをくりかえすのだった。

　がはっ、とオルバがそのとき咳せき込んだ。口をまるで糊のりのように固めかけていた血の泡が辺あたりに散る。「オルバ！」となおもシークがその名を呼んだ。

　返事はない。息はあっても、意い識しきが途と絶だえかけているのだろう。激はげしく、しかし時に弱々しく波打つ彼の胸を見て、シークが息を吞のんだ。

　──昨夜、突とつ如じよとして国境を越えてきたメフィウス軍を、タウーリアは都市部に残されたわずかな兵力、そのほぼすべてをもって迎むかえ撃うった。オルバたち傭よう兵へい隊たいも当然参加させられた。それも、ボーワンの判断によって作戦の中ちゆう枢すうともいえる部署を任せられたのだ。

　オルバ隊は見事に任務をやり遂げた。敵の別働隊を待ち伏せして奇き襲しゆう、これを殲せん滅めつしたのちも馬を走らせ、逃走するかに見せかけたボーワン隊にまんまと追いすがってきた敵本隊を、横あいから襲しゆう撃げき。

　この激げき戦せんを勝ち抜き、ようやくのことでメフィウス軍を退しりぞけられたかに見えた直後のことだった。

　オルバは死し骸がいにまぎれて伏せていた敵兵から銃撃を受けた。

　弾は、彼の顔を常から覆おおう仮面に命中。斜め下から頭上へと抜けた。仮面をいわば「撫なでた」形で、頭部そのものに直撃こそしなかったが、衝しよう撃げきたるや凄すさまじく、馬上から叩たたき落とされたオルバは、そのまま昏こん倒とうした。

　仮面の左側上半分も吹き飛んだ。ただしこの場合、残された仮面のほうが厄やつ介かいだった。何条ものひび割れを走らせた仮面は、その欠片かけらごとにオルバの額ひたいに深く喰くい込んで、いまも血のりをあふれさせている。

「ちくしょう」併へい走そうしながら、ギリアムが呻うめいた。「ガルダを討うつときだってぴんぴんしてやがったくせに、同じメフィウス人に殺されるってのか」

「死んじゃいない！」

　シークが叫んだ。平素とは別人のような顔で、

「彼は、こんなところで……死にはしない。彼には、もっともっと」

「ああ、ああ。そうだ。そうだったな。剣けん闘とう士しとして地じ獄ごくを生きてきたおれたちだ。なんべんも死しに神がみには嫌われてる。ことにこいつはな。オルバのほうから押しかけたって、居留守を使われるだろうぜ」

　負傷者たちは、兵舎の庭に運び込まれた。隊長格、もしくはタウーリア貴族の親類ともなると医い療りよう専用の施設に運び入れられるが、それ以外の一兵卒は、庭に出された簡かん易いテントのなかだ。医者の身分を示す白い長衣を血に染めながら、浅黒い肌の医師たちがあちこちを駆かけまわっている。

　テントのなかにも入れない兵が、庭に出したござの上に投げ出されているなか、

「こちらへ」

　兵の数人が駆け寄ってきて、荷車から降ろしたオルバを担架に載せようとした。ボーワンから、特別に医療室へ運ぶよう命令を受けているのだろう。英雄への配はい慮りよである。が、

「待った」シークが鋭するどく遮さえぎった。「いったん、ここで休ませよう。彼はひどく消しよう耗もうしている。オルバ、水は要いるかい？」

　地面に横たわったオルバに、自分の水筒を差し出す。いまだ意い識しきが朦もう朧ろうとしているらしく、反応はない。シークはわずかな水を乾いた唇の上に垂らしてやった。

「おい、急いだほうがいい」

　ギリアムが後ろから急せかすのだが、シークはなぜか腰をあげようとしない。オルバの手を握って、少しでも自分のぬくもりをわけ与えようという風だ。彼の身をそうして母親のように気き遣づかう一方で、シークの胸中には別の懸け念ねんが浮きあがっていた。

（治ち療りようとなると、どうしても仮面を外す必要がある）

　当然、それはオルバの顔を衆しゆう目もくにさらすということだ。

　民たみたちが述じゆつ懐かいしていたように、タウーリア住民の多くがギル・メフィウスの顔を見ている。ただの一度、それもほんの一いつ瞬しゆんだろうから覚えている者がどれほどいるかはわからないが、しかしひとりでも克こく明めいに覚えている者がオルバの素顔を見ればどうなるか。

（くそっ）

　後ろで、またギリアムが何事かいったようだ。気が急せいているのはもちろんシークとて同様だった。一刻も早く治療を受けさせたい。

（こうなれば、馬ば鹿かげた説明だが、よく似た別人だとでもいうしかない）

　皇太子に似ていたからこそ、あれこれと災さい厄やくを招いてしまい、結局、仮面をつけてメフィウスから逃げてきた──、というほかはなかった。

　ようやくシークが腰をあげかけたそのとき、怪け我が人にんたちで埋もれた庭に、意外な人物が姿を見せた。それを見た瞬間、

（こ、これは）

　シークは泡を喰くって身を起こし、その人物とオルバとのあいだに立ちはだかるようにした。『彼女』がギルの素顔をよく知る者のひとりであったからだ。

「ひ、姫。どうしたのです。姫が、なぜこのようなところへ……」

「シーク、といいましたか」

　エスメナ・バズガンだ。

　領主アークス・バズガンの息女エスメナは、両手を腰の前に組んで、あくまでも穏おだやかな挙きよ措そをしながらも、その大きな目を意志の光で燃もえ立たせている。

　兵たちも気づいて、あわてて直立の姿勢をとった。怪我人のなかにさえ、無理してでも起きあがって一礼しようとする者まである。エスメナは彼らを手で制して、

「皆、楽に」とやわらかく声をかけた。「タウーリアを守しゆ護ごした猛も者さたちです。いまは身体からだを休めることのみに気を配ってくださいませ」

　明るくいいはしたものの、エスメナの顔色は青い。片方の目が潰つぶれた兵がいる。銃弾を喰らって筋肉がいびつな形で盛りあがっている半裸の兵もいる。耳や指を削そぎ落とされた兵もいる。エスメナにしてみればはじめて目まの当たりにする地じ獄ごく絵図そのものだ。

　宮廷育ちの淑しゆく女じよならば、ひと目見ただけで気を失ってもおかしくなかったが、

「シーク」

　とメフィウス人の傭よう兵へいに歩み寄ると、

「オルバがいると聞きました」

「えっ？」

「かの英雄が、ここに運ばれたと耳にしました。彼は、いまどこに──」

　まさかタウーリアの王女がじかにオルバを訪ねてくるとは思わなかったシークだから、一いつ瞬しゆんぽかんとなった。その隙すきに、エスメナは彼の肩越しにオルバの姿を発見した。こちらも一瞬、言葉を失った。

　シークが気づいて、身体からだの位置を変えてエスメナの視し線せんを遮さえぎろうとしたが、

「誰だれか。誰かありますか」

　意外なほどに大きな声を出して、エスメナは人を呼んだ。たったいまオルバを運び出そうとしていた兵たちが駆かけ寄ってくる。

「この方を、いつまで地面に寝かしつけているつもりです。早く建物のなかへ」

「た、ただいま。ボーワン将軍より命じられ、オルバ隊長を運び入れるところでした」

　兵が医い療りよう施設の建物を指し示したが、王女はなぜかかぶりを振った。

「西方を救った英えい傑けつです。いわば彼の大事は国の大事。城の離はなれへと移しなさい。宮みや仕づかえの医師を呼びます」

「ひ、姫」

　シークは彼らしくもなく、気が動転してなにもいえない。オルバの身を思えばそれが安全だという気持ちもあれば、ギルの顔をよく知る姫をこれ以上オルバに接近させては危険なのではないかという葛かつ藤とうもある。

　と、

「彼の素顔を、多くの余人にさらすわけにもいきますまい」

　エスメナはまさしくそう口にした。シークがはっとなるのをよそに、

「英雄の意思を無視して、隠していたものを暴あばくほどタウーリアも恩知らずではありません。さあ、シーク。手て伝つだってください」

　そういって、かすかに瞼まぶたを伏せた。シークがある意味でいちばん驚おどろいたのがこのときだった。

（まさか）

　と稲いな妻ずまのような思いが胸中にひらめいた。

（この姫君──、まさか、オルバとギルのことを知っているのか？）

　エスメナはガルダによって囚とらわれの身となっていた。それを救ったのは、ほかならぬオルバだ。

　それに感かん謝しやしてか、タウーリアに戻ってから、オルバひとりを自室に招いたこともあったようだ。そのとき、ふたりのあいだにどのようなやり取りがあったのか。

　シークの心はあれこれと乱れたが、ともあれ、オルバの素顔を多くの人間にさらすわけにはいかないのは確たしかだ。

　オルバを担架に乗せた人間たちに同行した。裏庭を離れ、王宮に通じる廊下へと消えていくその姿を、ギリアムが遠くから見送っていた。

　遅ればせながら、そこへ同じ隊の傭よう兵へいたちも到着した。

　隊長が宮廷で治ち療りようを受けるらしい、と聞かされ、ひとまずは安あん堵どの面おも持もちになった彼らだが、

「戦勝祝い……って気分にゃならねえか」

　タルコットがいった。

「いや、振ふる舞まわれりゃ酒は飲む」ギリアムが髭ひげを揺すりながらいった。「たとえば、おれの図ずう体たいがいうことを聞かなくなったところで、仲間がそんな風に気を遣つかってりゃ、おちおち寝てられん」

「それもそうだ」

　タルコットは左腕をさかんに打ち振っていた。手甲越しに斧おのの一いち撃げきをもらったらしく、痺しびれがあるようだ。

「メフィウスはまた来るかね」

「おそらくな」

「傭兵稼か業ぎようをつづけられそうでなによりだが、よりによってメフィウス相手とは。怪け我がとは別に、あの隊長、まずいことにならなけりゃいいが」

　若いながら、タルコットは海かい賊ぞくに遊牧民に傭兵に、とあれこれ鞍くら替がえしていて世よ慣なれている。その言葉は半ば予言じみていて、さしものギリアムも一いち抹まつの不安を感じずにはいられなかった。




　宮廷の離はなれへ到着すると、エスメナはいったん場を離れ、侍じ女じよたちに知りあいの医師を呼びにいかせた。古くから知っている医師で、宮廷医務官の先代長官。すでに高こう齢れいだが、外げ科か手術の技術は確たしかだ。名をファイサルという。

　エスメナが彼を選んだのは、当然、人ひと柄がらやその才に信頼がおけるからだが、もうひとつ、大きな理由があった。

　以前、ギル・メフィウスが友好の使者としてタウーリアに来た際、ファイサルは自身が病気をして寝込んでいる。ギル歓かん迎げいの宴うたげが終わったあと、エスメナ自らが見み舞まいに赴おもむいたのでそれを覚えていた。つまり、ファイサルはギルの顔を知らない。

　朝早い時間にもかかわらず、ファイサルはエスメナの申し出を快かい諾だくしてくれた。

「ほう、あのちっこい姫さま、わたしをじきじきにご指名くださったか」

　なにしろエスメナは過か保ほ護ごに育てられてきた。彼女がいまよりずっと幼いときなど、やれエスメナが風か邪ぜを引いた、やれ外で転んだ、といっては、アークスはファイサルを呼びつけた。真夜中だろうと、ほかの患者を診みている最中であろうと、ところ構わずだ。

　すでに六十代にはなろうという医師だ。が、いまだに意い気き軒けん昂こう。ラバン・ドウともつきあいが長く、現在、負傷した彼の容態も診ている。

　兵の案内で、オルバが寝かしつけられている部へ屋やへと入った。

　と、おかしな光景を目撃した。

　横になった患者に、女のような顔をした男が上から覆おおいかぶさっている。どさくさ紛まぎれに負傷者から身ぐるみ剝はいでるように見えた。

「なにをしてる！」

　怒ど鳴なったが、相手は驚おどろくそぶりも見せない。顔中汗を光らせながら、どうやらその患者の上半身に真新しい包帯を巻きつけているようだ。

「あとのことは、わたしがやる。素人しろうとは引っ込んでいろ」

　一見、細身で穏おだやかな容よう貌ぼうをしたファイサルだが、こと医い療りようの現場となると猛将じみた迫力がある。そんなファイサル相手に、

「近づくな！」

　女のような顔をした男──当然、シークだ──が怒鳴り返した。正気を失っているのかとも思えたが、こちらを見返した目は案外理知的な光を宿していて、おっという風にファイサルも足を止めた。

　シークは包帯を巻き終えると、そのまま静かにオルバを横たえた。見ると、胸から腹部にかけて余すところなく包帯がぐるぐる巻きにされている。寝台から飛び降りたシークは、ファイサルのもとに近づくなり、

「メフィウス風のまじないです」

　口く調ちようをあらため、ファイサルに説明した。

「負傷した人間に、近しい人間が真心を込めて包帯を巻く。たとえ負傷した箇所でなくてもね。彼本人が目覚めたあと、許可なくしてこれを取らないでください。でないとあなたは呪のろいで命を落とします」

　あたかも憤ふん怒ぬを堪こらえているかのような表情だった。約束をたがえれば、「呪いで」というより、この男自身が殺意の刃やいばを向けてきかねない。

　しばしファイサルはシークのそんな表情を見つめていたが、

「わかったよ」頭を搔かき搔かき、首しゆ肯こうした。「呪いや魔ま術じゆつなんてのは、女房の説教と同じくらい嫌いだ」

　シークはあとを託すかのように一礼して、部へ屋やを辞した。

　包帯を巻いたのは、オルバの背中に刻まれた奴ど隷れいの烙らく印いんを隠すためだ。オルバが元剣奴隷であることはタウーリアの人間も知っているのだが、この先、なにがあるかわからない。あるいはギル・メフィウスであることが知られた場合に備えてのことだ。

　シークは、自分でやれることはすべてやったつもりだった。この地上で信仰されるどのような神への信仰心もないシークだから、祈ることはない。あとはオルバ自身の運と生命力とに賭かけるしかなかった。

　壁かべにもたれかかっていると、昨さく夜やからずっと酷こく使しされてきた肉体が悲鳴をあげているのが聞こえてくるかのようだ。と、

（同じメフィウス人に殺されるのか）

　先ほどギリアムのつぶやいた言葉が、ふと脳のう裏りをよぎった。

（メフィウス人？　そうか、同じメフィウス人か）

　ギリアムとて、ことさらに自分がメフィウス人だとは意い識しきしていなかったはずだ。しかし西方に来て、人種のちがいをどうしても意識せざるを得なくなっている。シークも同様だった。

（オルバも──メフィウス人だ。否定しようがないくらいに）

　陽ひが高くなりかけている。城の離はなれから庭に通じる回廊を歩いていくと、側面から熱ねつを含んだ風が吹いてきた。

　青みを増した空を見あげる。この向こうに、目には見えぬ国こつ境きよう線せんを隔へだててメフィウスがある。現在の敵であり、故国でもあるメフィウスが。
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　そのメフィウス。

　最西端の地アプターにおいても、朝早い時間にかかわらず、往おう来らいにたくさんの人出があった。

　タウーリアの住民と同様、彼らの顔には不安とおびえの色がある。明け方近くになって轟とどろいた砲声は、人々の安眠を妨げるのに十分だった。

　陽が完全にのぼりきったあとになって、ナバール率いる一軍が帰着した。

　これはタウーリアと異なり、『凱がい旋せん』ではない。馬上の兵たちはいずれも甲かつ冑ちゆうが重そうに見えた。手傷を負った者たちの姿も目立つ。誰だれがどう見ても、尾お羽は打ち枯らした敗残兵の群れであった。

　先頭のナバール・メッティも、その顔に拭ぬぐいがたい疲れと屈くつ辱じよくとをこびりつかせていたが、それでも総大将の身、せいぜい胸を張っている。しかしそれも門をくぐったあとになってからのことだ。

　ユノス川を越えるまでは、馬を乗りつぶさんばかりの勢いでひたすら逃げることに集中していた。背後からパーシルがぴったりくっついて、その背中を守っているという態度を取っていなければ、ますます醜しゆう態たいをさらしていたところであろう。

　ナバールとて数々の戦果を誇る将である。しかし出陣前、彼は今回の戦いくさに負けはないと見ていた。タウーリアに兵力はほとんど残されていないという情報を握っていたし、さらに、敵の残った兵力をナバール自身が国境近くにひきつけた上で、別働隊がタウーリアに奇き襲しゆうをかけるという作戦まで取った。

　万が一読みが外れても、多少時間がかかりこそすれ、敗北などあり得ない。

　実際、ナバールは戦場で九割方勝利を確かく信しんした。そしてその局面から一気に逆転された。挟はさみ撃うちにあったのはタウーリアではなく、ナバール本隊のほうだった。おそらく別働隊として動かしていたダレンの隊は全滅したであろう。ナバール本隊で副隊長をつとめていたツェーザルの姿も消えている。

　惨ざん敗ぱいだ。

　ナバール・メッティの、いつもは馬上でふくよかに揺れる頰ほおの肉が、ここ数時間でごっそり削そげ落ちたように見えた。

　しかし、アプターの街路をいく彼の顔はあくまで無表情である。

　彼はまるで遠乗りにでも出かけていたかのような態度で馬を飛び降り、従者に轡くつわを取らせたあとは、誰だれが呼び止める声にも耳を貸さず、アプター城じよう館かんの最上部にある部へ屋や──かつてギル皇子が寝泊まりしていた部屋でもある──に大おお股またで戻っていった。

　ドアを閉めるや否いなや、ナバールは荒れた。入り口付近に飾られた花か瓶びんを腕のひと振りで叩たたき落とすと、剣を抜き、テーブルや椅い子すに斬きりつけて、その破片を思いきり蹴け飛とばした。

　ナバールの帰き還かんを知らされたローグ、そしてオーダインが駆かけつけたときには、彼らに出す椅子すら残されていなかった。二将の来訪を告げられたナバールは、よほど、

「追い返せ」

　とわめきたい思いがしたが、さすがに幾ぶんかは冷静さを取り戻して、肩で息をしながらも、部屋を大急ぎで片づけるよう侍じ従じゆうたちに命じた。

　控えの部屋から長テーブルを出させて、その上に、いかにも作戦を吟ぎん味みしていたかのようにアプター周辺の地図を広げる。

　ナバールの許可を得て、暁ぎよう光こう翼よく団だん将軍ローグ・サイアン、そして銀ぎん斧ぷ団だん将軍オーダイン・ロルゴが入室した。

　いずれも、タウーリア征せい伐ばつを命じられてアプター入りした身である。しかしナバールが「自分の兵だけでやる」と息巻いたため、彼らはこのアプターで防ぼう衛えい線せんを張るに留とどめていた。

　タウーリア侵略に乗り気でなかった二将ではあったものの、さすがにナバールが撃げき退たいされて帰ってきたとなると、表情からは驚おどろきを隠せない。

「タウーリアには、それほどの兵力があったか」

「こちらを倍するほどには。ああ……いや、予想以上ではあったが、そ、それほどでも」

　ナバールの歯切れは悪い。寡か兵へいに敗北を喫きつしたとあっては自身の恥。しかし兵力が予想を上まわっていたというのも、これまた作戦を立てた自身の読みが浅かったということになる。おまけに、ナバールは出陣前、ご丁てい寧ねいに今回の作戦が「皇帝陛下とともに練りあげた」ものだと断言していた。

　ローグ・サイアンは急に、この男が哀れに思えた。

「戦いくさは生きものだ。どれだけ綿密に作戦を立てようとも、気まぐれにころころ局面が変わる。それに加えて時の運。今回はタウーリアにその運が味方したのだろう」

　同情するかのようにいったのだが、その態度が逆にナバールに火を注いだ。

「いいや！」突然、声を荒げて肉厚の拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。「わたしも神ならぬ人の身、運命だというなら受け入れてもみせようが、こたびのことは、運のひと言で片づけられる類たぐいのものではない。卑ひ劣れつな裏切りによるものだ！」

「裏切り？」

「そう、ガーベラ国王女ビリーナ・アウエル。あの女めが、タウーリアに密告していたのですよ」

「まさか」

　二将は声を揃そろえた。あまりに予想外の名前が出てきたもので、ひょっとして眼がん前ぜんのこの男は敗戦のショックをまだ受け止めきれず、正気を失っているのではないかと疑ったのだ。

　そしてそれは半ば以上正しかった。

　王女が密告したのは事実にせよ、ナバールはそれを聞かされた時点では、戦局が覆くつがえることになろうとは思いもしなかった。国こつ境きよう線せんに敵をひきつけねばならない立場上、ビリーナの密告はより敵を焦あせらせることになってむしろ好こう都つ合ごうだと踏んでいたほどである。

　だが、敗戦の衝しよう撃げきと痛手から立ちなおるのに、ナバールは強いきっかけを欲した。幾たびも前線に立った身ではあるものの、彼は総大将の座に慣なれておらず、すべての責任を背負うのに耐えきれなかった。

　ビリーナの密告、というのはナバールが飛びつくのに格好の材料だった。ローグとオーダインに、彼女がいかにも英雄気取りで振ふる舞まい、自分に対しても尊大に「陣を引け」と申しつけた場面を語っているうちに、

（あの女め狐ぎつねめ。ガーベラからメフィウスに毒どく牙がを打ち込むべく派は遣けんされたにちがいない）

　ナバール自身の心の内側でも、それがまごうことなき真実であるかのように思われはじめた。

　オーダインは扉とびらの前で待たい機きさせていた自身の部下を呼び、王女が城じよう砦さい内ないに現在いるかどうか確たしかめにいかせた。

　返事はすぐにあった。なにしろ、昨日きのうの日暮れから王女が帰ってきていないというので、王女づきの侍じ女じよが騒さわいでいたというのだ。

「なぜ、すぐ知らせに来なかった」

「な、なにぶん、戦いくさがはじまろうかという時分でしたので。申しわけありません」

　オーダインは舌打ちした。とともに、隣となりにいた老将ローグと視線を交わしあった。互いの表情に、自身と似かよう感情がよぎらぬものかと期待するように。そして予想どおりになった。

（王女は、行動なされたのだ）

　ローグもオーダインも、ビリーナ王女本人とさほど面めん識しきが深いわけではないにせよ、しかしナバールがいうような「ただの考えなしの小娘」であろうとも思わない。もちろん、彼女にもわかっていたはずだ。自分の行動がなにを引き起こすか。メフィウスに、西方に、そして母国ガーベラに。

「王女の裏切りに関しては、これ以上ぐだぐだと話しても仕方ない」

　自分で長々と語っておきながら、ナバールはそういい、すぐさま軍を再さい編へんして、タウーリアに二の矢を放つべきだと意気込んだ。

「敵の待ち伏せにあったのは事実にせよ、こちらもタウーリアを目前とするところまで迫った。命からがらこの第一戦を終えたのはむしろ敵方であろう。こちらを退しりぞけられたと慢まん心しんしていようし、ここは時置かずして攻め込む手だ。今度はおふた方も尽じん力りよくしていただけましょうな」

　二将の目を見つめ、半ば脅きよう迫はくするかのようにいう。

　が、ふたりは堅けん固こに反対した。ナバールはまだ戦いくさの興こう奮ふんから冷めていない。あるいはまたも敵に引き込まれ、痛手を被こうむる可能性のほうが高かった。

「怖おじ気けづかれたか」

　と目を三角にするナバールに向かい、

「そなたが陛下より命を授かったときとは事情が異なった。まずはソロンへ伝令を。それとも、何度退けられようと殲せん滅めつ戦せんをやれ、というのが陛下のご命令であったのか？」

　ローグが丸め込んだ。ナバールにしてみれば、皇帝から失敗をとがめられるのも、皇帝の命令をたがえるのも同じくらいに恐怖がある。出陣前は神をも恐れぬ心境であったのが、その後うしろ盾だてを取り払われると薄うすっぺらかった。

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、ナバールはこの案を吞のんだ。冷静さを欠いているといっても、さすがに半はん壊かいしかかった自分の兵力だけでタウーリアに再度攻めあがろうとは思わない。

　ソロンへ伝令が発たち、返事を待つあいだ、今度はローグ、オーダイン両将に協力を仰あおいでアプター防ぼう衛えい線せんを強化した。いまのところタウーリアに動きはない。こちらへ攻め込んでくる様よう子すも使者が来る様子もなかったものの、ただ急速に援軍が集まりつつあるという情報だけがあった。

　ナバールは日に日に焦あせりを募つのらせていった。




　同じく、ローグ・サイアンも見張りに立った兵から逐ちく一いち報告を受けていた。

　西方がひとまとめになってメフィウスに対しようという動きがある。こうとなれば、どちらかが国境を越えたその瞬しゆん間かんから大戦になりかねない。皇帝グール・メフィウスといえど容易には動けないはずだが、

（いまの陛下ならば）

　あるいは、力ずくで西方を恭きよう順じゆんさせようとするかもしれない。

　タウーリアを奪うばい取ろうと決断した時点で、グール・メフィウスにさしたる大義名分はない。ナバールに聞いたところ、タウーリアの手の者によって皇太子ギルが暗殺されたということだが、いわゆる皇帝派の人々──おそらくはナバールも含めて──とて、それが真実などとは信じてはいまい。

（もし、陛下がなお進しん撃げきの命を下されるとあれば）

　自分はいかにするべきか、という迷いが、ローグの胸に渦うず巻まいていた。

　憎むべき敵に対して華はな々ばなしく戦って死ね、という命ならば、いまさら首を横に振りはしないローグだ。家族に書状のひとつもしたためれば、あとは未練もない。先祖代々受け継がれてきた甲かつ冑ちゆうを身にまとって、剣を手に、喜んで最後の戦いくさ場ばに向かうであろう。

　しかしローグは、西方に恨うらみはない。かの皇太子ギルが友好を決めた地でもある。いかに主君の命令とはいえ、義のかけらもないこの戦いに部下を駆かり立て、「死ね」と命じることが自分にできるかどうか。

（この歳としになって、惑まどいが消えぬ）

　ローグは一日たりとて欠かしたことがない朝夕の鍛たん錬れんのあいだにも、眉み間けんの皺しわを消すことができなかった。
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　聞けば、アプター住民の気持ちも二分されているという。

　皇子とは縁えんの深い土地だけに、タウーリアを滅ぼして皇子の敵かたき討うちをすべきだと息巻く声もあれば、過日、タウーリアから友好の使者が直接訪れていることもあって、これはなにかのまちがいではないかと冷静にたしなめる声もある。

　タウーリアの人々が皇子ギルを覚えていたというなら、アプターの人々はエスメナ姫の姿を覚えていたのである。

　なにより、また戦いくさとなれば、アプターが戦場になりかねない、という現実的な問題があった。皇子ギルがタウーリアの総そう攻こう撃げきを跳はね返すべく、自ら爆ばく撃げきした城じよう砦さいもようやくのことで復ふつ興こうのめどが立ちつつある状況だっただけに、住民たちの憂ゆう慮りよは深い。

　そうした声が耳に届けば、ローグとてますます迷いは深くなる。が、彼は根っからの武人だった。己おのれの信念や、民たみの気持ちを思うのとはまた別の部分で、この戦を見つめてもいる。

　戦火を交えることが避けられぬのならば、いかに戦うべきか、という視点。

　ローグはすでに、ナバールとともに参陣したパーシルという兵士から戦の詳細を耳にしている。元近この衛え兵へいであるが、剣けん闘とう大会準じゆん優ゆう勝しよう者しやとしての腕前を欲したからか、あるいは部隊に箔はくをつけるためにか、ナバールが強引に編へん入にゆうさせた兵士だった。

　それによると、ナバールも決して無策で敵の只ただ中なかへ突入したわけではない。天然の要害ともいえるベルガナ連山にあえて兵を進ませて奇き襲しゆうを試みる──、という、ローグの歳としでは思いもつかない大胆な手法を用いてもいる。あらかじめ地形を丹念に調しらべあげた上での進軍であろう。ただの奇策にあらず、用意周到でもあった。

　にもかかわらず、タウーリアはナバールの部隊を寡か兵へいで退しりぞけた。

（地の利があり、またガーベラの王女が密告したからとて、それがすべての原因になろうとも思えん）

（王女。そう、王女か──）

　いかに戦うことも念頭に置くべきだとは思っても、老将の胸に、迷いが絶えることはない。ガーベラ王女の行動を思うとき、そしてその行方ゆくえを案じるとき、ローグはその都つ度ど、自分の頰ほおを何者かに張られるような、そんな錯さつ覚かくを抱いていた。




　一方のナバール。

　敗戦を喫きつしたとはいえ、アプターの総大将は依然ナバール・メッティである。彼の許可がなければ、ローグもオーダインも一兵たりとて動かせない。そのふたりにせっつかれる形で、ナバールは防ぼう衛えい陣じんとは別に隊を組そ織しきせねばならなくなった。

　王女の捜索隊である。

　タウーリアとの一戦以降、ビリーナ王女は行方知れずとなっている。

（ふん）

　ナバールは面おも白しろくもない心境で鼻息を吹いた。

　ローグもオーダインも、いまだ王女の行動が信じられぬ様よう子すだったが、ナバールはその目でタウーリアへ向かった王女をじかに見、その耳で密告の事実を聞いている。それどころか、戦場においてすら、こちらを邪じや魔ましようと飛ひ空くう艇ていを駆かっていたのを目まの当あたりにしているのだ。

「行方知れずだと？　どうせ、タウーリアに舞まい戻ったにちがいない。いまごろは物語のヒロイン気取りで、メフィウスの悪口をいいふらしては、タウーリアの士気をあおっているのだろうさ」

　いっこうに乗り気でなかったナバールだったが、このとき意外な訪問者を迎えた。

　ソロンからの遣つかいであるという。皇帝からどのような叱しつ責せきを受けるかびくびくしていたナバールは顔がん面めん蒼そう白はくになった。が、よくよく考えてみると、敗戦の報に対しての返事にしては早すぎる。

　それに加えて、訪問者の姿はあまりに不自然だった。バーダイン教徒なのか、頭に巻きつけた布で顔かたちもよくわからないほどだ。ならば竜神信仰を国教にしようかというグール・メフィウスとは直接の関かかわりのない人物かとも思われたのだが、差し出されたのは、まちがいなくメフィウス皇族の署名が記された書状である。

　緊きん張ちようを強しいられたナバールだったが、

「ガーベラの姫君を？」

　訪問者は、予想外の目的を携たずさえていた。

「左さ様よう」若いのかそうでないのかよくわからぬ、さびを含んだ声で男はいった。「ネダインいきは陛下が許可されたことですが、まさか勝手にわが国の飛空船を奪うばってアプターまで赴おもむこうとは、さすがに客人のわがままにしてもいきすぎた行為。これ以上王女を自由にするわけにいかぬ、ということになり、責任をもってわたしどもがソロンに送り届けることとあいなり申した」

「し、しかし姫は」

「承知しております。それゆえ、兵をお貸し願ねがいたい。われらが捜索に赴おもむきましょう」

　キリルと名乗ったその男の返事によどみはない。王女が敵国に密告し、なおかつその敵地で行方ゆくえ知れずになっている──などという事態をまさか予想できたはずもないが、態度は冷静そのものだった。

「あ、あなたが？」

「わたしのほうが、捜索に都つ合ごうのよい面もあろうかと」

　キリルは顔の左右にかかっていた布を指で開いた。「あっ」とナバールが無ぶ作さ法ほうにも声を出しそうになったのは、そこにあらわれたのがゼルド人の顔つきだったからだ。まるで狐きつねにつままれたような思いのしたナバールだが、しかし考えてみれば皇帝がここ最近つきあいを深めている長老衆はゼルド人以外の何者でもない。

　同じゼルド人を、彼は三十名ほども連れてきたらしい。捜索隊としてはそれで十分かとも思われたが、

「なにしろ国境近くを捜し歩くこととなります。敵と鉢はちあわせになる可能性もありますれば」

　という。

　ナバールは少しのあいだ無口になった。

　改まってキリルの顔を見ても、若いのかそうでないのかよくわからぬ面めん相そうだ。間かん隔かくの離はなれた瞳ひとみは丸々とし、頰ほおは小刀で削り取ったようにこけている。背せ丈たけはさほどあるほうではないのに、机の上に投げ出した両腕は驚おどろくほどに長かった。

　なんとはなしに不気味なものを感じたナバールは、結局キリルに二十名ほどの兵をつけてやった。これでローグやオーダインにせっつかれずに済むなら安いものだったが、

（しかし、解げせぬ）

　ナバールは、さっそく彼らがアプターを発たったという報告を耳にしたあと、キリルから手渡された書状をしげしげと見やった。

　そこに、皇こう后ごうメリッサの名前がある。

　じきじきに長老衆にかけあって、このような人員を派は遣けんするに至ったらしい。

（皇后さまがそれほどガーベラの娘を気にかけていたとも思えんが）

（ふん、まあ、どういう形であろうと構わんか）

　王女の不義が明るみに出れば、ナバール敗戦の痛手も少しは癒いえようし、周囲の評判も変わってくる。なにより、対ガーベラとの交渉でこちらが上うわ手てに出られる材料を提供できる、とあれば、陛下の覚えもいま以上にめでたくなるかもしれない。

　そうは思うナバールだったが、捜索隊が出たあとも、焦あせりの色はいっこうに引かなかった。いまの本ほん音ねとしては、

（王女の件だけでは、まだ足りん）

　というところだった。要するに、自分の失策を塗ぬり隠すためにはまだいくつかの材料が必要だと感じていたのだ。

　ナバールも傭よう兵へいあがりの兵たちを抱えていた立場から、十二将のひとりに抜ばつ擢てきされるという異例の大出世を遂げた身である。が、それもこれも皇帝の意向があればこそ。いいかえるなら、ほんの気まぐれひとつで、今度は地の底にまで地位を貶おとしめられかねない恐怖がある。なまじ天にも昇るような心持ちだっただけに、いまはひとつでも材料を増やして責任から逃のがれたい気持ちが強かった。

「近この衛え兵へいたちは、いかがいたしましょう？」

　そんなナバールの悩みを悟って、囁ささやいてきたのは、昔からの家臣のひとりで、名をガレス。ベルガナ連山で戦死した副長ダレンの弟分に当たる。

「なに。近衛兵？」

「皇子が抜擢した、元奴ど隷れい風ふ情ぜい。皇子の死の真相を知りながら、オーバリー・ビラン将軍にその罪をなすりつけた疑いもあります」

　一いつ瞬しゆん、ガレスの語ご調ちようの強さに驚おどろいたナバールだったが、なるほど、グール皇帝にしてみれば、皇子を殺したのは西方の仕し業わざだと公言した以上、近衛隊の証言が邪じや魔まになる。そのため、ナバールにも彼らの身み柄がらをいったん拘こう束そくするよう命じたのだ。

「王女ともつながりがあった様よう子す。あるいは、メフィウスに残りながら、タウーリアに通じて前もって情報を流していたという可能性もあるのでは？」

「十分、考えられることだな」

　しかつめらしくナバールは太い首を引いた。こういうあたり、ガレスはいわば皇帝グールに対するコーライン・イスファーンのごとき役割を負っている。上の者の感情を機き敏びんに読み取り、接近しては、その思いをもっともらしく代弁するのである。

「でなければ、あれほどの敗北はあり得ぬ」

「左さ様よう。また情報が流れるとあれば、士気にも影えい響きようしましょう。近この衛え兵へいの数名は、のちのち陛下にお渡しして真実を吐と露ろさせねばなりますまいが、見せしめのため何人かを処刑するのは構わぬのではないかと」

「ふうむ」

　ナバールはこれまた太い腕を組んだ。夜ともなればソロンよりいくらか涼しくなるアプターでも、真昼は暑い。ナバールの額ひたいからふくよかな頰ほおにかけて汗が浮いていた。

　ガレスのいうように、元近衛兵たちを裏切り者として処刑するのは悪くない手だ。今回の敗戦で傷ついているのは部下たちも同様であり、自分たちの無力さを誰だれかのせいにできれば、気分がまぎれて士気を取り戻せるだろう。

　ナバールの隊は半数が傭よう兵へいであるが、半数は、やはり傭兵であった時分からともに同じ釜かまの飯を喰くらってきた仲である。十二将になったからには、彼らにいい目を見させてやりたいという気持ちもある。

　であれば、ここでふたたび意気を取り戻させるべきだった。今後、いかなる援軍がソロンから駆かけつけてこようとも、タウーリアを討うつのはあくまでもナバール・メッティの隊でなければならない。

（とはいえ）

　処刑をするには、ややタイミングが悪い。敗戦からすでに七日が過ぎている。なにかきっかけが欲しかった。

　ややあってから、ナバールは組んでいた腕を解ほどいた。

「近衛隊のなかに、確たしか女がいたな」

「は？　ああ、あの、竜りゆう丁ていの仕事を任されていたという」

「そう。あの女、確か西方出身者だったな」

　ナバールの眼光から、やや焦あせりの色が薄うすらぎ、代わりに残忍な光が浮きあがっていた。




　元近衛兵二十名ほどは、兵舎の地下にある広間に軟禁状態にあった。

　ゴーウェンやホゥ・ラン、飛ひ空くう艇てい隊隊長だったニール・トンソンや、剣けん闘とう大会でオルバとも戦ったミゲル・テス、それに皇子のもとで操そう船せんを担当していたクラウの姿がある。

　ナバールとともにタウーリア戦を戦ったパーシルも、ここへ連れ戻されていた。

　もとより口数の多い男ではないが、戻って以来、ほとんど口を利かない。閉じ込められて苛いら立だっているミゲルなどは、戦いくさの話を聞こうにも邪じや険けんにされて、あわや大おお喧げん嘩かになりかかった。

　その喧嘩をいさめたのはゴーウェンだが、こうしてなにをするでもなく時間を過ごしている最中、パーシルと時折目があった。その目がなにかを訴えかけているように見えたので、ゴーウェンが近づこうとすると、ふいっと視し線せんを外す。

　この、心身ともに鋼はがねのような男に似あわず、表情には迷いの色があった。

（まさか脱走を考えているわけでもないだろうが）

　ゴーウェンはいぶかしんだ。が、先の見通しが立たない状況下にあって、ゴーウェンも例に漏れず、苛立ちを募つのらせている。

　ギル皇子暗殺の首しゆ謀ぼう者しやはタウーリアの手の者である、と皇帝が断言した以上、自分たちがどのように処されるか、あるていどの想像はつく。メフィウスに見切りをつけて、それこそ本格的に脱走の計画を練るべきときかもしれない。

　と、広間にナバール配下の兵士たちがあらわれた。案じていたまさにそのとき、処刑のときが来たのかと身構えかかったが、彼らはホゥ・ランひとりを呼び出した。

「彼女になんの用だ？」

　ランの養父でもあるゴーウェンが聞くと、

「竜たちがおとなしくならんのだ」兵は、ぞんざいな口く調ちようで説明した。「ほかの竜りゆう丁ていたちに聞けば、この女の命令しか聞かないという。だからいったん外に出させてやる。ただし竜の世話をするだけで、自由を許すわけではない」

　ランは口を挟まなかった。もともと起きている時間の大半を竜と過ごす娘だ。異存はないだろうが、

（ラン）

　ゴーウェンはその強い視し線せんで釘くぎを刺した。

（妙なことは考えるな。しばらくはおとなしく従っていろ）

　という意味だ。表情の変化に乏とぼしい娘であっても、ゴーウェンは多少彼女の考えていることがわかるようになっている。彼らのもとにもビリーナ王女が行方ゆくえ知れずになっているという情報は入っていた。閉じ込められているあいだ、ランが気に病やむそぶりを見せていたのだ。

　ランはかすかに微笑ほほえんで、

（わかっている）

　という風にゴーウェンの肩を叩たたいて、兵士に連れられるまま広間を出ていった。

　数分後には、兵たちが監かん視しするなか、ホゥ・ランが竜の世話をはじめていた。アプターの竜のみならず、ネダインからサイアン将軍が船に乗せてきた竜たちも含まれている。つまりは彼女の古くからの「顔見知り」たちだ。

　檻おりのなかに単身飛び込んで、竜の鱗うろこに触れたり、直接跨またがって誘ゆう導どうしていったりするランの姿に、兵たちも驚きよう嘆たんを隠せない。

　が、それも最初のうちだけだった。

「竜の扱いには手て馴なれてるようだな。男もそれで手なずけてきたかよ？」

「剣けん奴ど隷れいたちの世話もしてたって話だぜ」

「おれたちの面めん倒どうも見てやってくれねえか。竜に劣らず、暴あばれん坊ぼうでよ」

　口々に卑ひ猥わいな声を投げかける。

　が、ランはそれらを無視して──というより、はなから彼らの言葉など耳に入っていないかのように、作業をつづけている。表情など活いき活いきとしていた。

　そのうちからかうのも飽あきて兵たちは口を閉ざしたが、しかし監かん視しはその後もずっとつづけられた。言葉がなくなった代わりに、彼らの視し線せんはあからさまな欲望の火を灯ともして、ホゥ・ランの肢し体たいを見み据すえつづけていたのである。
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　メフィウス帝朝帝都ソロン。

　皇帝グール・メフィウスは、午前中、謁えつ見けんの予定をいくつか切りあげて、赤い衣い装しようの近この衛え隊たいが掲かかげる槍やりの林に守られながら、豪ごう壮そうな馬車で街路をいき、竜神教神殿へと訪れていた。

　内部の、奥まった場所にある部へ屋やで長老衆が待っていた。

　がらんとした簡かん素そな部屋だが、中央には水晶の長大なテーブルがある。通常、『水晶』とは、原始惑わく星せい・地球における水晶そのものではなく、あくまでもそれと似た外がい観かん、硬度を持つ、この惑星で採掘される独自の鉱物のことを指すが、噓うそかまことか、神殿にある調ちよう度ど品ひんはすべて移民宇宙船に積つまれていた原始惑星の水晶そのものであるという。

　部屋の隅すみ々ずみに灯ともされた火をあらゆる角度から反射させており、長老衆それぞれの顔をいびつに浮きあがらせていた。

　上かみ座ざはない。皇帝と、神殿を住まいとする長老衆のあいだに身分差は存在しないということになっている。だから皇帝が入室してきてもわざわざ立ちあがって迎える者も、長々とした挨あい拶さつの言葉を述べる者もなかったのだが、

「そなたらの見立てが誤ったのははじめてだな」

　グール・メフィウスの口調は極きわめてぞんざいだった。

「タウーリアはここ数日でものともせずにわが手に落ちるはずではなかったか。現在、タウーリアには西方各地から兵が集まっているとも聞く。数日どころか、これでは半年、いやさ一年はかかるかもしれん。多くのメフィウス人の命を道づれにしてな」

　長老衆は顔を見あわせた。いずれもグールより十か二十は歳としを経た大変な老人揃ぞろいだが、誰だれも答える言葉を持たない。視線も逃げがちになった。グールはその笑えみに暗い満足感を漂わせながら、

「わしも、少し早まったかもしれん。そなたらのいうことが絶対だと過信しすぎておった。ここは時間をおいてでも計画の見なおしが必要なのではないかな」

「待たれよ、皇帝陛下」

　と、長老たちのなかでただひとり、グールと視し線せんをかちあわせる人物があった。

「われらの見立ては確かく実じつに訪れるであろう未来の予知とはちがう。あくまで可能性の問題だ。この世にあまたと息づく人々、それぞれの眼前に千も万も引かれた道筋。それらを人ひとりの視界に収まるていどに狭せばめるのが見立てというものだ。何度もくりかえし申したとおり、時を動かすは人であり、人を動かすはそなたぞ」

　長老衆のなかでも比較的若い。しかし表情は無に近かった。それもある種の哲学的境地に至った宗教者特有の無表情ではなく、生まれ落ちたときにたまたま感情というものを母の胎たい内ないに置き忘れてきてしまったというような、どこか空くう虚きよな表情だった。

　今度は、皇帝のほうが口を閉ざした。

　ややあってから、

「宗教家は便利よな。人を煙に巻くのに、そなたらほど長じた者もあるまいよ」

　ほとんどひとり言のようにいった。

　グール・メフィウスは元来、国の古い慣かん習しゆうをさほど重要視する人物ではなかった。それが、かつての竜神教信仰を復活させようとするほど、むしろかび臭くさいしきたりを重んじる為い政せい者しやへと変へん貌ぼうしている。

　長老衆とのつきあいが深まるきっかけとなったのは、およそ三年前。

　当時メフィウスはガーベラとの戦いくさの真まっ只ただ中なかにあった。それも、先ゆきの見通しが双方立たぬ、泥沼化の様相を呈ていしていた。

　グールはそのさらに二年前には、皇こう后ごうラーナを病やまいで亡くしている。長引く戦によって、古い時代からグールを支えてきた将士の多くも命を落としていた。グールは国内でも弱気な論ろんが囁ささやかれはじめていたこともあって、自らを含め、メフィウス全体を奮ふるい立たせようとしたのだろう、帝都ソロンの中央にそびえる黒の塔、その地下にあった竜神廟びようにおいて、グールとしてははじめてとなる『宣せん託たく』をおこなった。

　奴ど隷れいのなかでもっとも美しい女性を生いけ贄にえとして、グールは、打ちあがったばかりでいまにも炎を滴したたり落とすのではないかというほどに真新しい剣を振るって、この首を刎はねた。

　炎ならぬ鮮せん血けつがぽたぽたと石の床ゆかに滴っていくなか、

「ガーベラ王の首がわが目前に差し出されるまで、決して抜いた剣はおさめぬ」

　と宣言。

　竜神の末まつ裔えいたる皇帝が、先祖の神しん霊れいとのあいだに交わす、音声による誓約のことを『宣託』という。

　同時期、皇帝は評ひよう議ぎ会かいから権限を奪うばい取る形で、ほぼ一方的に皇室の権力を強化している。宣せん託たくの際、儀ぎ式しきの数々を取り仕切るために招き寄せた長老衆からの助言によるところが大きい、と貴族たちの大半はそう見ていた。

　このときからグールと長老衆との関係は深まっていった。誓約そのものはメリッサとの婚礼を経た一年前、ガーベラとの和平を決定したことによって破られているが、グールの長老衆への信頼は以前にも増して、このような大だい伽が藍らんをソロンに建けん築ちくするまでにいたっている。

「グール皇帝。そなたの宿しゆく願がんを果たすにはわれらの力が不可欠だと思うておる」

　ひとり、グールと真正面から顔を向きあわせた長老が淡たん々たんと語った。

「この三国関係を打破し、大陸中央に覇はを唱となえるというそなたの宿願。それがかなってこそ、そなたは歴史に名を残す強き皇帝となろう。ガーベラとの泥沼的な戦いくさはいったん終わりを告げて、いまやまた膠こう着ちやく状態に陥おちいりつつある。しかしどの国も決して小さくはない火種を抱えているのは承知のとおりだ。ひとつ手段を誤れば、メフィウスはその火種に招かれた大火災に吞のまれよう。しかしひとつひとつ、小さなことをなし遂げ、積つみ重ねていけば、今度こそメフィウスは大帝朝にふさわしき版はん図とを得て、そなたの威い容ようも、竜神の教えも、大陸にあまねくいきわたることになるであろう」

「──」

　皇帝は重たげな瞼まぶたの下から、じっとこの老人を眺めている。親しき友を見つめる目でも、信頼深き家臣を見つめる目でもない。さりとて、敵を見る目でもなかった。ある種、メフィウス皇帝もまた、虚うつろに近い表情を仮面のごとくまとわりつかせていた。

「『強く』あれ、グール・メフィウス」浅黒い肌の老人は、谷間を渡る風のごとき声でいった。「そうあろうとした日の理想を、感情を忘れてはならぬ。それらを失ったとき、そなたは平凡な、ただの老人になり果てるであろう。数えるのも億おつ劫くうなほど、ほぼすべての人間がそうであるような。そなたは『強く』あらねばならぬ。今回、確たしかに見立てどおりにことは運ばなかったが、焦あせることもあわてることもない。われらがある限り、時の流れは常にそなたの味方ぞ。西方を手に入れ、ガーベラ、エンデを吞み込むほどの力が近いうちに必ずやそなたの手に得られるであろう──」




　グールが去ったあと、水晶の座に居並んでいた老人たちのうち、ひとりがやおら椅い子すから転げ落ちそうになった。

　例の、グールを諭さとしていた老人である。はっ──とほかの長老たちが、年ねん齢れいに似あわぬ速度で、また平素の飄ひよう々ひようとした挙きよ措そが噓うそのように狼ろう狽ばいもあらわにして、彼のもとへと駆かけ寄った。

　差し伸べられた手を、例の老人はうるさそうに追い払った。

「この身も限界に近い」

　しわがれた声で、彼はつぶやいた。見た限り、その身体からだは確かに瘦やせこけている。しかしその目は精力的な光を鬼おに火びのごとく宿していた。

「そろそろ『次』を考えねばならん時期だ。……が、グールにいうたとおりよ。時が惜しい。バルバロイでも近いうちに動きがあろう。その前に──アークス・バズガン。奴やつめが多少邪じや魔まになってきた」

　取り巻く長老たちに声はない。それでも意思は疎そ通つうできているのか、老人は気にしたそぶりもなく、その場によろよろと立ちあがった。

「本来ならば、直接的な手段は避けたいところだが、やむを得まい。いつまでもこの身を遠ざけているわけにもいかぬ。タヒーに伝言を。多少魔素エーテルを使っても構わん、アークスを討うち果たせ──と、そう伝えろ」

「グールのほうは、いかがなさいます？」

　あきらかに老人より歳とし上うえと思おぼしき長老が聞いた。老人は鼻で笑い、

「放っておいても、あとはわれらが思うように動いてくれよう。奴はもう逃のがれられん。強くあろうとする心や虚きよ勢せい。これらが皮ひ膚ふの形をした仮面のごとく貼はりついて、すでに肉体を操あやつっておるのよ」

　そう断言する。

　と、老人はすぐに嘲ちよう弄ろうの表情を消して、グールと対していたときのような虚無を顔にまとわりつかせた。

「ここに来て、われの編あんだ運命の図案が乱れかかっておる。わかっているとも。これが何者の仕し業わざによるものなのかもな。そもそも、グールが現在エンデと接近し、三国関係の打破を狙ねらっておるのも、当初の計画とは異なるものだ。が、われとてたったひとつのほころびですべての道筋に狂いが生じるような、そんなたやすい図案を描いたわけではない。『風』よ。道筋にちがいが生じれば、たちまちのうちに『風』が起こってそれを自動的に軌道修正する、それが本来の運命というものよ。何者にも崩させはせぬよ。バルバロイであ奴が目を覚ますそのときまで、われはあくまで人間としてのこの世界を守り抜かねばならぬ」




　侍じ従じゆうの足音に気づいて、シモンは抽斗ひきだしを強く閉めた。

　一礼して部へ屋やに入ってきた侍従は、シモンが頼んでおいた書物をいつもどおり部屋の片かた隅すみに積つみ重ねてから去っていく。

　シモンはいちばん上の本を手に取って、立ったままぱらぱらと眺めてから、ふと部屋が翳かげったのに気づいて、窓に近づき、カーテンを開けた。

　窓にぽつりと雨滴が跳はねた。たちまちのうちに窓いっぱいに滴しずくが散りはじめる。

「弔とむらい合がつ戦せんとはな、グール」

　雨に煙る庭園の向こう、いくつかの丘きゆう陵りようを隔へだてた先にそびえる主宮殿のほうを見やりながら、シモン・ロドルームはひと声囁ささやいた。

　半月ほど前にビリーナ王女が訪ねてきて以降、この家に来客はない。

　だが、情報は当然入ってくる。皇帝グールは兵をアプターに派は遣けんし、そこでタウーリアと一戦交えたという。戦いくさの詳細はわかりようもないが、グールが家臣たちに向けて「皇太子の弔とむらい合がつ戦せん」と意気を煽あおったところからして、成果は芳かんばしくなかったのだろう。第二、第三の軍がアプターへの出しゆつ立たつ準備を整ととのえている真っ最中だそうだ。

　これでは大戦は避けられない。さらにもうひとつ、シモンには気がかりな情報もあった。

（王女がソロンに帰き還かんしたという知らせがない）

　ネダインへ赴おもむいたきり、その後の詳細が知れない。確たしか一週間の滞在予定だったはずだが、あれからもう半月は経たとう。嫌いやな予感がした。

　いまとなれば、皇帝は最初から、西方との戦をにらんでビリーナ王女の帰国を遅らせていたような気がする。だからあえて皇太子の葬そう儀ぎも執りおこなわなかった。ガーベラからの介入を避けるためと、皇帝のよきタイミングで、皇太子暗殺は西方の仕し業わざだと発表する必要があったからだ。

（ご子息の死を、そうまで利用しようとするか）

　シモンは、評ひよう議ぎ会かいが有名無実となってからは、皇子のお目つけ役のような任を自ら負っていた。グールが嫡ちやく子しであるギルにさほど愛情をかけていないのは傍はたから見てもあきらかだったからで、それならば、と、ギル・メフィウスを立派な後継者に仕立てようと思い立ったのだ。

　しかし、それも道半ばに終わった。

　かつて肩を並べて戦場へ挑いどみ、ともに笑いながら酒を酌くみ交わした旧友が変わっていくのをどうしようもなかったように、その息子むすこギルに対しても、自分はさほど影えい響きよう力りよくを行使できなかったという思いがある。

（わたしは、友としても、教育係としても、人を導みちびくのことのできぬ男のようだ）

　思えば、グール・メフィウスも決して両親の愛に恵まれた男ではなかった。

　グールがまだ十歳前後のとき、母親が死亡。それも、グールの目の前で竜に喰くい殺された。当時はまだ国をあげて、余よ興きようとしての竜狩りがおこなわれていた時期で、その竜狩りのさなか、兵士たちが目を離はなした隙すきに、母子揃そろって敷しき地ちの外へ散歩に出たときのことだった。

　加えて、そこに何者かの陰いん謀ぼう論ろんが浮上してきた。

　とある有力貴族が、自分の娘を皇帝の後のち添ぞえに据すえようと、部下を使って母子を言葉巧たくみに竜の前へ導いたのだという。

　当時の皇帝、すなわちグールの父は、いまのシモンが思い返すに、決断力に乏とぼしい人物であった。この陰謀論を否定もせず、さりとて名前のあがった有力貴族を弾だん劾がいするようなこともせず──、結果として、国が揺れた。

　身辺が危あやういというので、グールは半年ものあいだ、ほとんど宮廷から一歩も外へ出ることができなかったほどだ。

　当時から側そばに仕えていたシモンは、そのときのグールの言葉を覚えている。

（あのような父だから、母も守れなかったのだ。そうだ、シモン、母を殺したのはあの男も同然だよ）

　暗い目をして、吐き捨てるようにそうつぶやいていた。

「──」

　シモンが見る間に、窓は雨あま雫しずくをいっぱいに散らして、外の風景を霞かすませていく。

　もう一度、机の前に戻って、抽斗ひきだしを開けた。

　そこに、黒光りする拳けん銃じゆうが収められていた。










　二章　焦熱
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　商売品を抱えたゼルド人の商人たちが、ふと山道で休きゆう憩けいしていたとき、地ひびきにも似た揺れと物音を感じて立ちあがった。

　彼らがこれから向かう先の街道に土煙が舞まっている。

　馬や竜の群れ、そしてそれらに跨またがる武者たちの姿が、煙にまぎれて見え隠れしていた。

　そのとき西方の各地で、同じ光景が多数目もく撃げきされていた。遊牧民たちが羊を追う作業を休んで一服していたとき、都市に住まうゼルド人が外がい壁へきの近くで田畑を耕しているとき、地平の向こうに、丘からのぞむ眼下の地形に、土煙が舞いあがって、馬ば蹄ていのひびき、そして竜の荒々しい足音が聞こえてくる。

　以前までなら、

（ああ、またどこかの都市が戦いくさをはじめたのだ）

　と彼らは半ばあきらめにも似た気持ちでそう思ったことだろう。しかしいまはちがう。彼らは作業の手を、そして旅する足をいったん止めて、腕を振りあげ、足を踏み鳴らして、口々にゼルド人戦士の勇猛さをたたえた。




　カダインには、双竜と称されるふたりの猛将がいる。

　兄の赤竜モロドフ、そして弟の青竜ニルギフ。

　いずれも馬上にあって槍やりをかざせば、西方の武人誰だれもが震ふるえあがるというほどの剛ごうの者だ。

　彼らのもとに知らせが届いたのは夜半も過ぎたころあいである。

　ふたりは膝ひざをつきあわせ、飲み比べをしていた真っ最中だった。

　カダインは長らくガルダ軍の支配下に落ちており、また、爆ばく撃げきを受けたこともあって、西方のなかでも被こうむった打撃がひときわ大きい。猛将といえど、昼間は都市の復ふつ興こう作業に従事していた。汗水垂らして街中に散った瓦が礫れきを運び出しては、普ふ請しんの手て伝つだいをする。また、爆撃で大勢の人間が怪け我がをしており、それを治ち癒ゆする医師の数が足りないというので、ニルギフなどは自じ慢まんの馬を駆かって、エイメンまで何往復もして医師を運んだ。

　昼間、大忙しなだけに、夜ともなると兄弟は好みの馬ば乳にゆう酒しゆを酌くみ交わしあう。ふたりとも、国家復興のためとあれば、爪つめに火を灯ともすような生活をも耐えられる性しよう分ぶんではあるものの、こと酒となると、倹約だの清貧に甘んずるだのといってはいられない。

　カダインの姫君リマ・カダイーンもそのことは十分承知していて、

「街中の酒さか蔵ぐらに残されたお酒すべては、双竜のためのものだと思いなさい」

　と家臣たちにいいつけていたほどである。

　そのふたりが、『本気』になった。お互いに品物を賭かけての飲み比べだ。モロドフは自じ慢まんの工芸品のコレクションを賭けるといい、ニルギフは父から譲ゆずり受けた名馬を賭けるといった。こうなると止まらない。

　ふたりの馳ち走そうにあずかれば酒が飲めるというのでつきあっていた武人たちも、ふたりが『本気』と知ると、

「明日あしたもあるので」

「おや、向こうでうちのかかあが呼んでいる」

　などと言いい訳わけを口にしながら、すごすごと退散していった。

　モロドフ、ニルギフが『本気』となると朝まで終わらない。時間だけでなく、飲むペースももともと半はん端ぱではなかった。ふたりのペースに追いつこうとすれば、どんな酒豪も一時間ともたずにぶっ倒れる。

　さて、そんな双竜が、互いに眼がん光こうを白々とさせながら、兄弟に負けじとぐいぐい酒をあおっていたとき、リマから緊きん急きゆうの呼び出しがあった。

　リマ・カダイーンを除く王族はすべてガルダ軍に処刑されている。残された、齢よわい十八の彼女こそが、ふたりの現主君にして、唯一の王位継けい承しよう権けん保持者である。

　命令をたがえるわけにはいかない。モロドフはすばやく、そしてニルギフは酒さか樽だるに似た身体からだを重そうにしながら立ちあがった。

　いかに強いとはいえ、尋じん常じようでない量の酒を流し込んだ直後だ。ニルギフは歩くのも億おつ劫くうそうにしていた。

「明日あしたにならぬものかなあ」

「だらしないぞ、ニルギフ。日ごろの鍛たん錬れんが足りぬ証あかしだ。主君じきじきの呼び出しを、なんと心得て……」

　弟を叱しかりつけるモロドフの身体もふらついて、なんとか倒れまいと近くの柱を摑つかんで一回転する有あり様さまである。それをニルギフがあまりに面おも白しろそうに笑うものだから、モロドフの頭にもかっと血がのぼった。

　数十分後。

　馳はせ参じた双竜を前に、リマ・カダイーンは、

「まあ」

　と口を開いた。

　ふたりとも顔のあちこちを腫はらしている。

「このカダインに、双竜を傷つけられる者がありましょうか」

「賊ぞくが忍び込んでおったのです。やたらと手ごわい賊でした」ニルギフがいった。「きっとガルダ軍の生き残りが忍び込んでおったのでしょう。なあ兄者？」

「う、うむ」

　モロドフはしきりに頷うなずいたが、リマはきっぱりと、

「双竜を傷つけられる者など、当の双竜以外に誰だれがおりましょう。モロドフ、あなたももう孫を抱こうかというお歳とし。お酒を飲むなとはいいませんが、少し自じ重ちようなさい」

　そういった。昔から、その洞どう察さつ力りよくには鋭するどいところがある。十八歳の少女を前に、ふたりとも巨体を縮ちぢみ込ませるしかなかったのだが、

「たったいま、タウーリアから使者がいらっしゃいました」

　リマが本題を切り出すと、兄弟ははっとわれに返った。カダイーン王家の象徴たる緋ひ色いろの衣ころもをまとった王女が使者から伝えられたことを話していく途中、

「な、なんと」

「メフィウス侵攻とは」

　ふたりとも目を丸くしていた。

　いうまでもなく、タウーリアとメフィウスは和わ議ぎを結んでいたはずだ。であればこそ、タウーリアも後こう顧この憂うれいなく、太たい守しゆアークス自らが出で張ばってガルダ軍に総力戦を挑いどめたのである。

　しかし国こつ境きよう線せんはたやすく越えられた。いうまでもなく、あとは武具を撃うちあわせた戦いくさになるしかない。

「ガルダが終わったと思えば、次はメフィウスか」

「悪あく辣らつさではガルダに劣らぬ。これは、われらの槍やりの出番のようだな、兄者」

　酒となると自制心の利かなくなる彼らを正気に立ち返らせるものがあるとするなら、それこそ主君リマの存在と、戦場から吹きつける峻しゆん烈れつな風そのものであったろう。ふたりともきれいさっぱり酔いの覚めた顔をしている。

　リマは双竜の顔をかわるがわる眺め、

「参さん謀ぼうと話しあった結果、カダインの騎き馬ば、騎竜兵力あわせて五百ほどをタウーリアに派は遣けんすることとなりました。カダインに残された兵力の大半です。タウーリアがもし陥かん落らくの憂うき目めにあえば、そこからなし崩し的に西方の崩ほう壊かいがはじまりましょう。赤竜、青竜、ともに軍を率いて直ただちに発たちなさい」

「はっ」

　ふたりとも頭こうべを垂れる。
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　すぐさま準備に向かおうとしたふたりのうち、

「モロドフ」

　リマはそっと兄のほうを呼び止めた。

「は」

「ガルダを討うたれたあの方も、タウーリアにおりましょう」

「オルバとか申していたわっぱ……、いや武人ですな」

「あの方は、メフィウス人です」

「は」

「いろいろ不都合なこともあるかもしれません。今度は、こちらがかの方をお救いする番ですよ」

「承知いたしております」

　モロドフはもう一度頭こうべを垂れ、それからリマの前を辞した。

　足早に廊下をいきながら、大だい音おん声じようで部下たちを呼び集めるモロドフは、すでに心の大半が戦場に赴おもむきつつある。

（そうか、また戦いくさか）

　獅し子しにも劣らぬ体たい軀くに甲かつ冑ちゆうを着込んで、手ずれでくすんだ革かわ鞘ざやに剣を入れ、愛用の槍やりを二、三本選んで鞍くらに結びつけている間、モロドフはふと思った。

　歳としを経てなおぶ厚く息づく筋肉の内側から、ふつふつと熱あつい血がこみあげてくる一方で、さすがに憂ゆう慮りよする部分もある。

（早く終わればよいが。いまのタウランで、果たしてどれほど長き戦ができるものか）

　髭ひげに埋もれた口は、しかし笑えみを刻んでいる。

「そうか、あのわっぱめ、今度は味方か」愛馬の首筋を撫なでながら、モロドフはつぶやくようにいった。「敵となると小憎らしい奴やつだが、味方にすればこれほど力強い奴もない……といいたいところだが。味方なればこそ、なにを考えておるかわからず、不気味この上もないかもしれんな」




　一方、カダインから東、ソーマ湖を隔へだててはるかな距きよ離りに、ヘリオの都市がある。

　ガルダ侵攻の際、謀む反ほんや反乱が相次いで何度も支配者の名が変わった国家だ。混乱が長引けば当然民衆の心痛は大きくなる。武人や貴族たちのみならず、民たみたちのなかからさえ新たな火種が起こってもおかしくなかったが、そこはヘリオ王家の正統たるハードロスが孫のロージィ・ヘリオとともに簒さん奪だつ者しやから支配権を奪うばい返したため、むしろ西方にあまねく国家のなかでも民たちの結束は強く固められている。

　カダインの英雄が赤竜青竜ならば、ヘリオの英雄はラスビウス。

　騎き竜りゆう隊たい隊長として、ガルダ戦役以前にも広く名を知られていた男だ。西方に絶対的な力をもって覇はを唱となえかけていたガルダへ、最初の一矢を放ったのも、彼率いるヘリオの正規兵たちである。

　それゆえに、ヘリオの人々は自分たちこそがガルダを退しりぞけたのだという自負が強く、騎竜隊隊長の勇名はいや増す一方。

　そのラスビウスはガルダ戦後も長くエイメンにとどまって諸侯たちとの会合をつづけていたが、このたびヘリオに帰き還かんしたばかりだった。

　当然、部下や仲間たち、それにヘリオの民たみから大だい歓かん迎げいを受けた。

　ロージィ・ヘリオももちろんラスビウスの帰還を喜んだ。前王エラーゴンの遺い児じで、王位継けい承しよう権けんは一位にある。カダインのリマ姫も十八と若いが、こちらはさらに歳とし幼く、いまだ九つ。現在は、いったん玉ぎよく座ざを退ひいたはずのハードロスが名みよう代だいとなって老骨に鞭むち打うっている。近いうちに摂せつ政しようを選ぶつもりだと公言していた。

　そのハードロスが、ヘリオに帰還してまだ日も浅いラスビウスを急きゆう遽きよ呼び出した。

「メフィウスでありますか」

　ラスビウスは細ほそ面おもてに緊きん張ちようをたたえた。ハードロスはひとつ顎あごを引いて、

「いままたタウランを戦雲に巻き込むわけにはいかぬ。なんとしてでもタウーリアに強固な防ぼう衛えい線せんを敷しかねばならない。こちらで準備できる軍はおよそ六百。率いてくれるな」

「ははっ」

　剣けん電でん弾だん雨うの只ただ中なかにあっても冷静さを欠くということがほとんどない男だ。ベルガナ山さん嶺れいに潜せん伏ぷくしていた時期から、さらにその傾向は強まっていた。

　ただ一隊を率いて戦ってきたというばかりでなく、ガルダ戦役にあっては、ヘリオ代表としてタウーリア領主アークスや、チェリク国主ヤムカ二世と何度となく会合をおこなっている。そうした経けい験けんもよき糧かてとなったのだろう。

　後日、出陣式がおこなわれた。

　ハードロスの計らいで、式を取り仕切る役目は齢よわい九つのロージィ・ヘリオが選ばれた。

　武装した大勢の男たちを前に、さすがに緊張の色を隠せなかったロージィだが、元来物もの怖おじしない性格だ。すぐに慣なれて、皆に檄げきを飛ばした。

（よき資質がある）

　ラスビウスは微笑した。

　式も終わった直後、そのロージィがとことこと近づいてきた。軽く頭を下げてかしこまったラスビウスに、

「まだ髭ひげは生はやさんのか？」

　と聞いてきた。一いつ瞬しゆん目を丸くしかけたラスビウスだったが、

「いまだ未み熟じゆく者ものの身。戒いましめは済んでおりませんので」

　と返した。ラスビウスは自分の細面を気にして、将としての威い厳げんを保つために髭をたくわえていたのだが、ヘリオを内乱の火から救えなかった悔かい恨こんから、毎朝髭を剃そり、自身への戒めとしてきたのである。

「そうかな？」ロージィはにっと笑って、「家臣たちが、きっとラスビウスは好きな女ができて、その女から、『いまの隊長のほうが素す敵てき』と持ちあげられたからもう髭は生やさぬつもりだろう、といっている」

「それをいっているのは、どこのどなたです」

　ラスビウスは不快な色を面上にのぼらせた。自分がもの笑いの種にされることが我が慢まんならない性た質ちだ。ロージィはなおも笑って、

「これも家臣のいうとおりだな。ラスビウスは冗じよう談だんが好きじゃない」

「──」

　ラスビウスはうっかり笑い返しそうになって、目を伏せた。そのヘリオ切っての名将に、ロージィはつと顔を寄せて、

「あの男、いまはタウーリアにいるだろうか」

　と聞いてきた。若き王族の口にした『あの男』というニュアンスを汲くみ取って、ラスビウスは「おそらく」と頷うなずいた。

「ガルダを討うったと聞いたときは驚おどろいた。でも、あの男ならやるだろうと思った」

「わたくしもであります」

「すべて終わったら、ぜひヘリオに遊びに来てほしい、と伝えてくれ」

「必ずや」

　今度こそ、ラスビウスはその薄うすい唇に笑えみを浮かべた。




　西方各都市から軍馬が進発するなか、当然、エイメンに詰めていたアークス・バズガンも自軍の兵力千を率いて街道を飛ばしていた。

「メフィウスめ！」

　知らせを受けたとき、アークスは部へ屋やに飾られていた銘めいのある槍やりを、その剛ごう剣けんで真っ二つに斬きり落としていた。ここがタウーリアの執務室などではなく、他国からあてがわれた一室だということも忘れ果てていたのである。

　いまやタウーリア領主のみならず、西方連合軍盟主の肩書きを持つアークスだ。

　有う無むもなく馬を飛ばし、味方にはついてくるに任せて、遅れた者はあとで激はげしく叱しつ責せきする──といつものように振ふる舞まうわけにもいかない。エイメンに集つどっていた各国諸しよ侯こうや武人たちにもメフィウス来攻を告げて、その場で救援を約束させた。

　したがってエイメンを出しゆつ立たつしたのは、知らせを受けた翌日の夜半。

　数日後、コルドリン丘きゆう陵りようを南に下り、街道沿いの宿場町でひとまず身を休めていたところに、母国タウーリアからの使者がやってきた。

　書状を受けたアークスは甲かつ冑ちゆうを着込んでいる。すでに陽ひは暮れていたが、小休止ののちに再出発する腹だった。が、タウーリアの軍師ラバン・ドウからのその書状をひろげて、アークスは奇怪な表情を浮かべた。

　まずはよい知らせだ。国境を侵して進軍してきたメフィウスの第一陣を、ボーワン・テドス将軍率いる防ぼう衛えい隊たいが撃げき退たいに成功している。

（ほう、あの男。やるものだ）

　先日、タウーリア謀む反ほん劇げきにて命を散らした大公ヒルゴ・テドスの養子である。アークスにとって、父の代から仕えてくれたヒルゴは、その死を伝えられても実感がともなわぬほど存在の大きい人物だったが、ボーワンも養父に劣らぬ人物へと着実に成長を遂げていると思えた。

　勝利の報告はアークスを笑え顔がおにさせたが、問題は書状の後半部だ。

『殿とのには、クルアーンの川を越え、ヘリオの北にある遊牧民部族の土地へ向かっていただきたい』

　とある。

　タウーリア領主、それも西方の連合軍を指揮する力のあるアークスでありながら、そのアークスがタウーリア入りするのは最後でよい、とも書き添えていた。

『もう少しメフィウスの出方をうかがいたく存じます。なるほど殿が駆かけつければ、邪じや悪あくな魔ま道どう士しを撃うち滅ぼした西方軍の栄光よふたたび、となって士気もこの上なく高まるでしょうが、それだけに歯止めが利かなくなる事態も想定される上、メフィウスがアプターに兵力を集中させれば長期間のにらみあいにもなりかねません。タウーリアは、他国からの兵をそう長々と留とどめておけぬ現状にあります』

「なに？」

　思わず声に出してアークスは唸うなった。

　書状は、ヘリオの北方に点在する遊牧民部族に檄げきを飛ばしてほしい、とつづいた。

『なかには、ガルダ討とう伐ばつ軍ぐんに加わらなかった部族もありますが、あらかじめすべての部族に伝令を走らせてあります。アークス・バズガンさまがじきじきにいらっしゃるとあれば、彼らも一堂に会することでしょう。彼らの軍を編へん成せいしたら、いましばらくそこか、ヘリオか、いずれかにお留まりいただきたい』

「あの爺じじい」

　思わず口汚く罵ののしって、アークスは書状を投げ捨てた。

　慇いん懃ぎんな言こと葉ば遣づかいでなにをいうかと思えば、要するに、

『いまのおまえは邪魔になりかねないので、つかず離はなれずの距きよ離りで味方の士気を煽あおりつつも敵を煽らずにいろ。あと、おれがお膳ぜん立だてしておいたから、ついでに味方を増やせ』

　というわけだ。

　メフィウスと事を構える事態になりはしたが、これが初戦で終わるのか、はたまた長期戦の様相を呈ていするのか、ラバンにも読みがたいのだろう。

　ここで下へ手たにアークスが西方すべての軍を率いる形に祭りあげられれば──まさしくガルダと対したときのように──あと戻りできなくなる恐れがあった。

　西方一の英雄と称たたえられているアークスだ。ガルダを討うって間もない。つまりは過剰な期待がかかっている。総大将として軍配を振りあげたが最後、一定以上の戦果がなければむしろアークスの信頼が一気に失しつ墜ついすることも考えられた。

　だから、ラバンはいったんアークスをタウーリアから遠ざけることを考えた。ヘリオからは、軍を東に動かせばアプターとは別の国こつ境きよう線せんを越えてメフィウス領に入ることができる。無む論ろん、点在する国境砦とりでとの戦せん闘とうは避けられないものの、ラバンとてそこまで想定しているわけではない。

　重要なのは、西方連合の盟主となったアークスが、敵国を攻こう撃げき可能な位置に陣を構えていることである。

　またメフィウスにしてみれば、タウーリア領主がヘリオに軍をおいていることで、戦いくさの相手がタウーリアのみならず、西方全土であると認にん識しきせざるを得なくなろう。

「ふん、ラバンめ。すっかり体たい調ちようはいいようだな」

　アークスは身の周りの世話をさせている奴ど隷れいに書状を燃もやさせると、強行軍の予定を変更、そのまま宿泊し、翌朝にはヘリオへと向かった。

　そこから、兵の半分をタウーリアに向かわせ、残り半分を率いて北へ進路を変える。

　アークスとともにエイメンから進発してきた部隊のなかには、同じ地域の遊牧民から編へん成せいされた一隊があったので、彼らの案内に従った。

　連合盟主アークスの一軍とあって、途中途中で立ち寄った村や都市から、「隊に加えてほしい」と懇こん願がんする傭よう兵へいや若者たちも多かった。それに限らず、この隊は「金になる」というので、娼しよう婦ふや行商人の群れも同行してきた。

　食しよく糧りようや酒を売りつけようとするばかりでなく、戦場から搔かき集めたと見られる甲かつ冑ちゆうや武具、それに馬を売りさばこうと商しよう魂こんたくましい者も多い。

　そのなかに、やや変り種の商人がいた。見た目、小こ柄がらな中年男で、鳥の羽根を差したターバンを巻いており、先がくるりと曲がった靴を履はいている。芸人の類たぐいかとも思わせたが、三頭の小型竜を率いていた。

　よくメフィウスや西方人が馬代わりに扱うテンゴに似ているが、それよりもやや背せ丈たけが低く、代わりに足腰がたくましい。頭に、とさかに似た黒っぽい毛が生はえていた。性質はほかのどの竜よりもおとなしく、この商人が跨またがっている一頭以外も、両りよう隣どなりを従順に併へい走そうしている。

　小休止や村に泊まるときなど、商人はこの竜の鞍くらの上で寝そべって、ぐうぐう寝息を立てる。気が向けば、同じく竜に寝そべったまま手品まがいの芸当をすることもあって、ことに娼婦や、彼女たちと同行している子供たちに人気があった。

　ひとり、気をそそられたアークス配下の兵士が、

「珍しい竜だな。アークスさまに売りつける気か？」

　と聞くと、

「いえ」商人は妙に色いろ艶つやのいい頰ほおをつるりと撫なでて、「わたしを、道どう化けとして雇っていただけないかと思いまして」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおでそういう。

　当然、アークスへの面会などは断られた。それでもあきらめず、結局、ヘリオの北、遊牧民たちが天てん幕まくを張ってアークスとの会合を準備している地点にいちばん近い村まで同行してきた。

　気の早い部族の長おさらがひと足先にアークスに挨あい拶さつしようとしてか、すでにこの村の近くにも天幕がいくつか張られ、村は活気づいている。

　それを、村でもっとも高い場所から見わたしながら、

「臭におう、臭うぞ」

　例の商人が鼻をすぼめてつぶやいていた。

「よこしまな臭いだ。これは、ただでは済まんぞ。ただでは」




　　　　２




　第五兵団の兵舎で、傭よう兵へいたちは昼食の最中だった。

　戦勝に貢献したというので、普ふ段だんより豪ごう勢せいなものを振ふる舞まわれている。まだ昼にもかかわらず酒も出ていた。もっとも、量も質も到とう底てい満足できるものでもない。

　タルコットが沿岸国の海軍時代に習い覚えたという船乗りの歌を歌っていた。タルコットのいう『海軍』というのは十中八九海かい賊ぞくのことだろう、と隊の誰だれしもが思っている。それは下品な隠いん喩ゆがあちこちに潜ひそんでいる戯ざれ歌うたで、ことに酒しゆ宴えんの際には盛りあがった。

　そんななか、ギリアムは珍しくタルコットの冗じよう談だんにもつきあわず、ひとり、テーブルに頰ほお杖づえを突いていた。肉をしゃぶりつくしたあとの骨を咥くわえている。

　皆、ギリアムの心情をおもんばかって、無理にこの盛りあがりにつきあわせようとはしなかった。

　彼らが戦った敵はメフィウスだ。そして当然ギリアムはメフィウス人であるから複雑な心境にあるのだろうし、また、隊長オルバとはつきあいも長かったはずで、その身を案じているにちがいない、と皆が想像していたからだ。

　オルバのことを考えていた──という意味では彼らの想像も的中していた。しかし、ただその安あん否ぴを気き遣づかっていたわけではない。このときギリアムが考えていたのは、ほかの傭兵には思いもよらないことだった。

（シークのいっていたことも、あながち噓うそじゃないのかもしれないな）

　オルバとはタルカス剣けん闘とう商会にいたときからのつきあいだが、親密に会話をするような仲ではなかった。売り言葉に買い言葉で、喧けん嘩かになりそうになったことも多い。ただそのときから、

（妙に目め端はしの利く奴やつだ）

　というくらいの印象はあったが、一介の剣闘士である以上、問われるのはその肉体的な強さのみであり、そういう意味では、ひょっとしたらいずれは戦わねばならぬ相手として、やや警けい戒かい心しんを抱かせるだけの存在だった。

　だから、しばらくぶりに会ったとき、シークから、

「彼はメフィウス帝朝の皇太子として采さい配はいを振るっていたのだ」

　と聞かされたところで、くだらない冗じよう談だんのようにしか受け取れなかった。あの、無口で、剣の技わざばかりが冴さえる男が、どうして影かげ武む者しやとはいえ国の皇子としてやっていけるだろう。場ば末すえの芝しば居い小屋で『皇子』の役をやらせたところで、配役のミスだと客から不ふ興きようを買うのは目に見えている。

（だが）

　ここ西方タウラン地方で傭よう兵へいとしてともに戦っていくうちに、その印象も徐じよ々じよに変化してきた。

　目め端はしが利く、どころではない。戦場においては、ただ突進して斧おのを振るうだけが取り得のギリアムと異なって、オルバは一いつ瞬しゆんごとに変わる戦いくさの状況をつぶさに観かん察さつし、独特の嗅きゆう覚かくでその行方ゆくえを嗅かぎ取っていた。

　いつしかギリアム自身を含んだ隊を率いる身分となり、そしてこれもいつしか、西方中に名を轟とどろかせる英雄となった。

　ただ幸運に味方されただけだ、とはギリアムも断定できなくなっている。オルバにはそういう力が備わっている、と認めざるを得ない。であるなら、

（皇太子としていくらかの武ぶ勲くんを挙げた、というのも）

　ただの法ほ螺ら話ばなしとして笑い飛ばすわけにはいかなくなってきた。剣けん闘とう士しをやめたいまになってさえ、オルバが執しつ拗ように顔を隠してきた理由もわかる気もする。しかしそれを認めるとなると、ギリアムはまたちがった印象を抱くこととなる。オルバ個人に対して、というより、今回の戦に関してだ。

（あいつは、そのメフィウスと戦った──）

　と、食堂へシークが駆かけ込んできた。

　あまりに切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すで走ってきたので、兵たちは、すわ、またメフィウスの侵攻か、と心身を緊きん張ちようさせた。タルコットですら歌うのをやめた瞬間、

「オルバが目覚めたそうだ！」

　その声に、いままで以上に場がわっと沸いた。




　どろどろとした泥土のなかにオルバはうずくまっていた。

　土は奇妙に赤黒く、そして血の臭においがした。

　全身がずっしりと重い。

　不満の唸うなり声ごえをあげて、オルバはなんとか脱出しようと身体からだ中に力を込めるのだが、先ほどからまったく動けない。首まで浸つかっているため、顔を動かすのも困こん難なんなほどだ。

　と、オルバがようよう首をあげた先に、ひとりの女性が歩いていく姿が目に映った。

　手に縄なわを打たれている。背後にいる、武装した兵士らしき男に槍やりで小突かれて、よろめきながらも前へ前へと歩かされていた。

（マリレーヌ）

　胸中で、オルバはその名を呼んだ。あの光景に覚えがある。ヘリオ国王おう妃ひマリレーヌは、自らが嫁とついだヘリオ王家を守らんがため、あえて汚名を着、そして民たみに処刑される道を選んだのだ。

　記き憶おくのなかにある光景が、夢のなかで再生されているかに見えた。が、マリレーヌと見えた人ひと影かげは、オルバが目を凝こらしているうち、徐じよ々じよに別人の姿となって浮きあがってきた。

　ビリーナ・アウエル。

　十四歳の少女だった。彼女もまた、他国から嫁いできた身だった。

　そのビリーナが、罪人のごとき姿で歩かされていく。オルバは思わず身を立ちあげ、追いかけようとした。しかし相変わらず泥土に全身を束そく縛ばくされており、その場をぴくりとも動けない。

（待て）

　オルバが叫び声をあげそうになった矢先、

「売ばい国こく奴ど！」

　近くで、ビリーナを罵ののしる声がした。オルバがぎょっとする間もなく、立てつづけに、

「メフィウスを売ったな」

「ガーベラを、裏切ったな」

　呪じゆ詛そのごとき声がした。いつしかオルバの近くから赤黒い土がぬうとばかりに盛りあがり、人間の四し肢しらしき姿を備えた泥人形と化して、口々に怒ど鳴なり声ごえをあげているのだった。

「処刑しろ」

　と、オルバの前面で盛りあがった土くれがいった。

「国を裏切り、敵についた女の首を刎はねろ」

　オルバの側面。そして、

「殺せ」

「殺せ」

「殺せ！」

　オルバを取り囲むかのように、八方から同時にひびいた。

　とともに、ビリーナが足を止めた。今度は彼女の前面にある地面が音を立てて盛りあがりはじめる。なおも背中から槍で小突かれ、ビリーナは階段状になった地面をふたたび歩かされた。

　血の色で赤黒くぬめるその頂上で、ひざまずかされる。

（やめろ）

　とある予感に促うながされ、オルバは必死でもがいた。無理な姿勢で身をよじるあまりに、手足の骨がきしみ、皮ひ膚ふが裂けそうになる。

（やめろ）

　開いた口からは声すら出ず、ただひゅうひゅうと空気の洩もれる空むなしい音がするばかり。

　ひざまずかされたビリーナの背後で、兵士が小さく身じろぎした。すると、手にあった槍やりがこれも土くれのように変化するや、巨大な斧おのへと転じた。

　無む造ぞう作さに振りあげられた。

　オルバの抱いた予感どおりに。

　空中でぴたりと静止したのも一いつ瞬しゆん、大量の風を道づれにしながら勢いよく振りおろされた。

「やめろ！」

　やっとのことで声が出た──、と思ったときには、オルバは、寝台の上にいた。

　シークが知らせを受けて喜びに躍おどりあがる一時間ほど前のことである。

　宮廷内にある、貴人専用の医務室だった。

　真っ白い、清せい潔けつ感かんに満ちた部へ屋やをひと目見て、オルバはてっきり自分がとうに命を失い、竜神のもとに召されて、メフィウスの伝承にあるところの戦いくさ人びとの列に加わったのかとも思ったが、

（おれが、神に好かれるタマなものか）

　と思いなおした。なにより、全身に強い痛みがある。とりわけ額ひたいや首の負傷が激はげしい。痛みは、戦の記き憶おくとも直結した。

　狙そ撃げきされ、そのまま落馬した際の記憶が脳のう裏りを鋭するどくひらめく。オルバは軽く自分の両腕両脚を動かしてみた。胸や背中に痛みがあったが、骨が折れている様よう子すはない。

（剣は取れる）

　まず真っ先にそのことを確かく認にんしたのは、剣けん闘とう士しの習性というべきものだ。その日の戦いを生き抜いてたとて、剣が取れぬほどに負傷してしまったのでは、翌日の戦いで確実に命を落としてしまう。

　見ると、寝台の傍かたわらには仮面が置かれてあった。銃弾で割られたはずのそれが、真新しい鉄の輝かがやきを放っている。

　はっ──とオルバは自身の顔を撫なでた。額から鼻の上半分にかけて包帯が厚く巻かれてある。しかし残る部分は当然素肌のままだ。ちょうど、「昔、伝染病にやられた」と周囲を誤ご魔ま化かして包帯を巻いていた姿と酷こく似じしている。

　そこへ、白衣姿の男が入ってきた。オルバは、あたかも肉にく食しよく獣じゆうが狩ったばかりの獲え物ものを他ほかの獣けものに横取りされまい、というような仕し草ぐさで、さっと仮面をもぎ取って、それを顔に押しはめた。

「おお、いま目覚めたか」

　老年の男は別段、そんなオルバの様子を見とがめた風もなく、感心するようにいった。無作法なくらい至し近きん距きよ離りまで近づいてきて、眼前で手を振る。

「目は見えているか？　なにか体たい調ちように変化は。吐き気がするとか、めまいがするとか」

　オルバはしばし自身と相そう談だんするかのように無言を貫つらぬいた。ややあって、頭を左右に振る。強しいていうなら、猛烈に空腹を感じているくらいだ。「そうか」と男はにっと笑って、

「激はげしい衝しよう撃げきで一時的な昏こん睡すい状態にあったんだ。これが三日もつづけば、命も危あやぶまれたが──人の脳というのは案外もろいものだからね──、さすがに英えい傑けつだな。強きよう靭じんな肉体と運に感かん謝しやすることだ。これからは少なくとも一ヶ月、日をおかずに寺院に足を運ぶといい。……ああ、ただ、額ひたいに仮面の欠片かけらが深く喰くい込んでいたのでね、もちろんすべて取り除いたが、傷跡は一生残ると覚悟したほうがいい。まあ、戦士にとっては勲くん章しようのようなものか。それに、仮面姿ではそれを表にさらす機き会かいも少なかろう」

　男は医師のファイサルだと名乗った。

　自分がここに運び込まれた経けい緯いを聞かされたオルバは、エスメナが、自分の正体を気け取どられまいと最大限の努力をしてくれたことを知った。新しい仮面も、王女の計らいだという。

　ファイサルも、当然オルバにある種の事情があることは見抜いていただろうが、あえて口にはしなかった。

「おまえさんを見み舞まいたいと大勢の人間が列をつくっていた。姫さまの命令どおり、すべて追い払わねばならなかったが。おかげでおまえさんが瀕ひん死しの重態だという噂うわさが立つ始末だ。目覚めたはいいが、挨あい拶さつまわりやらなんやらで、このあと苦労するよ」

「メフィウスは」

「ん？」

　オルバは上半身を起こした。裸の身体からだにも包帯が巻かれてある。首から下に手傷はないはずで、これもおそらく王女か事情を知っているシークの計らいだと思えた。

「メフィウスは動いたのか。おれは、どれくらいここで眠っていた」

「英雄ってのは難なん儀ぎだな。おまえさん、ずっと意い識しきを失ってたんだぞ。命の危険はもちろん、後こう遺い症しようのひとつが残っていたって不ふ思し議ぎじゃない。それが、目が覚めてすぐ戦いくさの話かい」

　そうはいいながらも、ファイサルは、オルバが昏睡してから二日近くが経たつこと、その間メフィウス側に目立った動きはないことを教えてくれた。

　それから、いち早く知らせを受けたのだろう、部へ屋やにはボーワン・テドス将軍が訪ねてきた。

「さっそく来なさった」立ち去る際、ファイサルはこっそり囁ささやいた。「この二日が至し極ごく平へい穏おんで幸せな眠りであったと思い知るだろうよ」

　ファイサルがいなくなったあと、オルバは頭を下げた。

「将軍自ら──申しわけない。下へ手たを打った」

「気にするな。無事なようでなによりだ。それに、おまえがおれの身を守ろうとしてくれたことはわかっている。敵の存在に少しも気づかなかったおれのほうにこそ落ち度がある」

　胸を撫なでおろすボーワンは武装した姿のままだ。いつ敵の来らい襲しゆうがあるかわからぬ状況にあるのには変わりないようだった。

「しばし身を休ませろ。なに、案ずることはない。ここタウーリアにもそろそろ援軍が駆かけつける頃ころあいだ。早馬の知らせによれば、真っ先にヘリオのラスビウス騎き竜りゆう隊長が来られることになっている」

「ラスビウスが」

「かの御ご仁じんにはおれも恩がある。今度は肩を並べて戦えるかもしれん。まあ──戦いくさなど、起こらぬに越したことはないが」

　ボーワンは、コルドリン丘きゆう陵りようでの戦いで傭よう兵へい隊長グレイガンの裏切りにあい、深手を負わされた。その後、ベルガナ山さん嶺れいに潜せん伏ぷくしていたラスビウス隊のもとに身を寄せ、治ち療りようを受けていたことがある。

（ひとまず）

　窮きゆう地ちを脱したという思いもあるだろう、ボーワンの表情はまだ油断を失ってないとはいえ、いくらかあかるさがある。

　しかし、一部の西方人やメフィウス人が危き惧ぐしているように、このまま互いに軍容が膨ふくれあがれば、引く道がなくなる危険性もある。この期ごに及んでの長期戦はボーワンも避けたいところだった。

　それとは別に、ボーワンと会話をはじめる前から、オルバの念頭から離はなれないある事こと柄がらがあった。

「ガルダ戦から働きづめだろう。あまり他国人に活かつ躍やくされてはゼルド武人の立たつ瀬せもない。しばらくは骨休めしておくことだ」

　そういって笑い、立ち去ろうとしたボーワンに、オルバはついに我が慢まんしきれず、

「ガーベラの姫は」口を開いていた。「し、使者にあらわれたという、ガーベラの姫は、いまいずこに？」

「──」

　ボーワンは笑え顔がおを消して黙だまりこくった。無む意い識しきのうちにか、窓のほうへと目を向ける。

　外は、中天からやや陽ひが下りかけている。曇どん天てん模様。砲ほう撃げき訓練をしているのだろう、遠方から砲声が一、二度轟とどろいたが、ボーワンにあわてる様よう子すはない。

（タウーリアに密告にあらわれたのは、メフィウス人ではない。ガーベラ国王女ビリーナ・アウエルだ）

　オルバにそう告げたのはボーワン自身だ。瞬しゆん間かん、オルバは死し骸がいの下にひそんでいた敵兵の銃撃を受けた。

「将軍」

「姫は──」ややためらったのち、ボーワンは窓から外を眺めたままいった。「現在、行方ゆくえが知れぬ」

「え？」

「行方ゆくえがわからぬのだ。使者として来られた姫は、その後、『アプターへ戻る』といわれた。だが、すでにそのとき敵は国境を越えていたのだろう。姫はまたタウーリア領へと舞まい戻り、同じく進軍していたわれらと合流した」

　当然ボーワンは驚おどろいたが、しかしすぐに敵をひきつけるための作戦行動に入らねばならなかった。作戦を立案したのはほかならぬオルバだ。タイミングがなにより重要になるため、ボーワンも王女にあまり構えなかった。

　そして、

「王女はそのとき飛ひ空くう艇ていを駆かって、敵の追い足を止めた──と兵が証言している。まったく、とんでもない姫君だ。追いすがってくる敵騎き馬ばに真っ向から艇を飛ばすなど、われらゼルド武人ですら尻しり込ごみするだろうよ」

（あれか）

　オルバは息を吞のんで、戦場を思い出していた。

　敵の総大将ナバールが予想以上に早くこちらの銃兵を無効化したため、オルバが援軍に駆けつけるより早く、追つい撃げきの手がボーワン本隊の尻にまで喰くらいつこうとしていた。その寸前、敵めがけて真っ向から飛んでいった飛空艇があった。オルバが思わず感かん嘆たんするほどの胆たん力りよくであり、操そう縦じゆう技術だった。

　その突撃があったため、わずかとはいえナバールによる追撃の足が乱れた。あれがなければ、こちらも相応の犠ぎ牲せいを支払っていたであろう。

（ビリーナ）

　オルバは知らず、下唇を強く嚙かみしめていた。

　メフィウス進撃をタウーリアに密告したこと自体、彼女の立場からすれば考えられないことだ。いかに他国から預かった客人の身分とはいえ、メフィウスとて王女を無罪放免するというわけにはいくまい。姫の母国ガーベラとの関係が急きゆう激げきに悪化することも考えられる。

（なぜ、そんな馬ば鹿かげたことを）

　と思いかけたオルバだったが、しかし答えなどとうにわかりきっていた。ほかでもない、

（ビリーナだからだ）

　ビリーナだから、いったん和平を結んだ相手に通告もなしに攻め入ることが許せなかった。ビリーナだから、たとえわが身が危あやうくなろうと、たとえメフィウスや母国から裏切り者のそしりを受けることになろうと、看かん過かすることができなかった。

　ぞっとする思いがした。

　いましがた悪夢で見た光景が、生々しく脳のう裏りに焼きついて離はなれない。

　ボーワンの目はなおも外を向いている。

「メフィウスに戻られている可能性もなくはないが、しかしなにせ戦せん闘とうのさなかにお姿が見えなくなっているのでな」ボーワンが小さくため息をついた。「現在は、もちろん人を出してタウーリア周辺を捜索に当たらせている。だがいかんせん戦時下であり、また王女のことを表向きにもできないため、あまり数を動員できぬ状況にある。われらとて、タウーリア全住民の恩人である姫をなんとか保ほ護ごしたいところだが──」




「オルバ！」

　真っ先に部へ屋やへと飛び込んだシークは、満面に浮かべていた笑え顔がおを一いつ瞬しゆんで消した。

　寝台の上で横になっているべき男は、そのとき革の胴衣を着、仮面をつけて、身み支じ度たくをととのえている最中だった。

「ちょ、ちょっとオルバ」あわててシークは彼のもとへと駆かけ込んだ。「きみはいつも唐とう突とつに過ぎて、ぼくを驚おどろかすためにわざわざ手て間ま暇ひまをかけているんじゃないか、って時々疑いたくなるくらいさ。休んでいたまえよ。なにも焦あせることなんてひとつもない」

「捜しにいく」

「え？」

「知らないはずはないだろう。ビリーナが行方ゆくえ知れずになっている」

[image: ]

　オルバは、横目でシークをにらんだ。まるで敵を見るような目つきだ。シークは一瞬啞あ然ぜんとしたが、はっとなり、つづいて部屋に入ろうとしかけていたギリアムたちのところへ大急ぎで舞まい戻った。

「おい、どうした？　なにをあわてていやがる」

「面めん会かい謝しや絶ぜつだ」

「なに？」

「頼む、皆を外に」

　シークの形ぎよう相そうはただごとではない。彼の肩越しに、オルバの姿が見える。なにか不ふ都つ合ごうなことでもあるのか、と問いかけたが、はたとギリアムも感じるものがあった。先ほど考えていたとおり、もしオルバが皇太子の影かげ武む者しやをやっていたという話が事実なれば、確たしかにほかの誰だれの耳にも入れたくない話のひとつやふたつあるだろう。

（ちっ）

　蚊か帳やの外に放られた気分で、ギリアムはその巨体を反転させた。部へ屋やに足を踏み入れかけていたタルコットが鼻の頭をぶ厚い胸板にぶつけた。

「痛っ、なんだよ、でかぶつ」

「今日きようのところは帰るぜ」ギリアムは面おも白しろくもなさそうにいった。「ひとまず、隊長さんは無事に目覚めた。いまはそっとしといてやろう」

　抗あらがうタルコットの首根っこを摑つかんで引きずる勢いで、皆を外へと連れ出した。ギリアム本人も室外へ出て、扉とびらが閉まるのを確かく認にんしてから、

「オルバ」

　改めてシークは、オルバのほうを見た。

「王女が行方ゆくえ不明、ってどういうことだい？　ぼくは本当になにも聞かされていないんだよ」

　ブーツまで履はいて、オルバはいますぐにでも捜索に出かけようとしている。それをなだめすかして、シークはなんとか事情を説明させた。

　耳にして、思わずシークも言葉を失った。

　ガーベラ国王女ビリーナに、シークは近この衛え兵へい時代から不ふ思し議ぎと肩入れしていた。その彼女の身が危あやういと聞かされれば、当然、平静ではいられない。

　しかし、目の前にもっと平常心を失いかけている男がいた。一見、ふてぶてしいまでに落ち着き払っているいつものオルバのようだが、シークからすれば、焦あせりや恐れが、鉄仮面を透すかしてありありと浮きあがっているかのようにも見える。

「駄だ目めだ、オルバ。いまきみがいってはいけない」

「なにが駄目だ」

「いまのタウーリアは戦時下にある。将兵であるきみが勝手に動きまわるわけにはいかない。先ほどボーワン将軍が来られていたようだが、彼に許可を取ったわけじゃないだろう」

「関係──」

「あるさ。きみは目立ちすぎる。いまの西方タウランじゃ、どこも同じ。きみの姿をひと目見て放っておいてくれる人間など誰だれもいやしまい」シークは、先ほどのオルバがそうしたように、まさしく敵を射抜くような眼まな差ざしを当てながら、「きみが動けば、あれこれと勘かんぐられる。捜索どころの話じゃない」

「話にならねえ。そこをどけ、シーク」

　オルバは声を荒らげ、シークの肩を突き飛ばそうとしたが、

「どかないさ。忘れたか、オルバ。きみはメフィウス人だ。そして、いまタウーリアが戦っている敵もメフィウスなんだ」

　その指摘に、オルバは身動きを止めた。

「そんな時勢に、きみが勝手に動けばどうなる。メフィウスと通じていたのかと疑われる。きみだけじゃない、ぼくたち全員──きみにつきしたがって、きみの命令どおりに動いて、きみの盾たてとなり、槍やりとなった隊の者全員──が、裏切り者呼ばわりされて、投とう獄ごくされるかもしれないんだ」

「──」

「王女のことは、いまはボーワン将軍に任せるしかない。ぼくも情報収集してみる。もしなにか手がかりのひとつでも得られたら、報告に来るからそれまで……」

「うるせえ」

　オルバは怒ど鳴なり声ごえをあげるなり、腕を振りあげていた。そのまま彼の頰ほおげたを殴りつけるかと思われたが、拳こぶしはシークの顔ではなく、側面の壁かべへと叩たたきつけられていた。

「出ていけ！」

　シークは真顔でオルバと、その拳とを代わる代わる見つめたが、当のオルバがさっさと背を翻ひるがえし、寝台のほうへと戻っていくのを見届けると、懐ふところからなにかを取り出した。それを寝台脇わきの水差しなどがある棚の上へと置いて、あとは室内を静かに辞していった。

　扉とびらの開閉する音がしてから、数十秒。

「くそっ」

　もう一度、強くオルバは部へ屋やの壁を殴りつけていた。

　シークのいわんとしていることなど、百も承知だ。オルバの憤いきどおりは、この現状に対してというより、それをわかっていながら、感情を抑よく制せいする術すべを失っている自分自身に対してであった。

　そもそもから、怪け我がを負い、二日ものあいだ意い識しき不明に陥おちいる羽は目めになったのも、同じ理由によるものだ。

　戦いくさにあって、己おのれを忘れた。

　剣けん闘とう場じようにせよ、戦場にせよ、死地にあっては、自らを律することのできない人間から順番に死んでいく。そうした場面を数限りなく見てきたオルバだった。

（二日。二日か）

　自分の体ていたらくで、時間を無む駄だにしてしまった。

　王女がもしメフィウスに戻っていなければ、その危険は飛ひ躍やく的てきに上昇する。下へ手たをすれば──という思いは、考えまいとしてもオルバの胸中を強く絞めつけた。

（遅すぎたのか）

　ふと、そんな思いが浮きあがってきた。

　そしてその思いが、心底オルバの心身を凍いてつかせた。『遅すぎた』という悔かい恨こんを、以前もオルバは抱いたことがある。アプター砦とりでで、兄ロアンの墓を見たときだった。あのときも、アプターへ赴おもむくのが、すなわち自分自身の行動が遅すぎたように思われて、オルバは膝ひざを折って泣きじゃくったのだ。

「遅すぎるものか」

　オルバは奥歯を嚙かみしめて、そう口にした。

　時間を浪費したというならば、それを取り戻すほどの勢いですばやく動けばいい。

　もはや考えていられる間もなかった。

　しばらく経たって、寝台の脇わきにある棚の上に、シークが置いていったものに気づいた。

　一片の紙切れだ。正式にタウーリアの軍に編へん入にゆうさせられた際、オルバ以下数名の兵に、下士官級の待たい遇ぐうで、いくらか高級な日常用品が配られている。紙かみ束たばはそのうちのひとつだった。

　紙の白さに目を奪うばわれたように、オルバは手に取り、まじまじと眺めた。




　オルバが目覚めたという知らせを受け取ったのは、ボーワンやシークたちだけではなかった。

　ただしこちらは、医師を通じて正式な伝令が来たわけではない。

　周辺を探らせていた部下から、「医務室をボーワン将軍がお訪ねになられた」という報告があり、それをもって、オルバが目を覚ましたことがわかったのである。

　報告を受けた人物はというと、第六兵団長ナトーク。

　浅黒い肌に、鷹たかのような細ほそ面おもて。ゼルド人の典型ともいえる容姿をした武人で、アプターへ襲しゆう撃げきをかけた際は、第一陣の指揮官を任じられたほどアークスからの信頼もあつい。

「見張りを強化しろ」

　とナトークは命じた。

「オルバだけではない。彼の部下にいるメフィウス人それぞれにもだ。細かいことでもいい、彼らの行動を逐ちく一いち報告するのだ。……どうした」

　と聞いたのは、命令を与えた部下の表情が浮かぬものであったからだ。部下は非礼を詫わびるように面おもてを下げた。ナトークは鋭するどい顔つきになって、

「わかっている。西方を救った英雄だ。このような真ま似ねはできるならば、おれもしたくない。しかし何事もなければ、彼がメフィウス人だからとて、もはや疑う必要もなくなる。そのための任務だ。わかるな？」

「はっ」

　部下は直立した。

　去っていく彼らを見届けたナトークは、ひとりきりになると、先ほどの部下と同様、やはり複雑な顔になった。

　そのナトークが、部下から新たな報告を受けたのは、翌日になって、夜も更ふけてからのことである。

　第六兵団の兵舎が、にわかに騒さわがしくなった。




　　　　３




　真夜中、シークはオルバに呼び出された。

　医い療りよう室しつではなく、第五兵舎の隊長用にあてがわれた個室だ。どうやら無理をいって治療を強引に終わらせたらしい。

（目覚めたばかりだというのに）

　王女のことやら対メフィウス戦のことやらで気持ちが落ち着かないのはわかるものの、いまに無理がたたって取り返しのつかないことになりかねない。

　また口こう論ろんになるのも嫌いやだったが、シークは小言のひとつもいってやろうと決めて、ドアを開けた。

（お）

　しかし、室内に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、用意していた言葉が搔かき消えた。室内にはオルバひとりきりだ。が、前に医務室で顔をあわせたときとはあきらかに雰囲気がちがう。

　オルバは、前置きもなしに一通の書状を机の前に出した。

　それを、

「アプター砦に届けてほしい」

　という。

　シークはぽかんとなった。アプターは当然メフィウス領であり、そしていまさらくりかえすまでもなく、メフィウスとはいまや敵地である。

「なかを読んでも？」

「ああ」

　オルバはそっぽを向いたまま許可を出した。夜中に呼びつけた部下相手に視し線せんをあわせようともしない。シークはその理由に気づいて、思わずくすりと笑いかけたが、

（これは──）

　中身をひと目見て、茶ちや化かしたいような気分は一発で吹き飛んだ。

　いったん読み終えたあと、もう一度、シークは文書の頭に戻った。待たされているオルバが苛いら々いらとしたように足を組み替えたり、辺あたりをきょろきょろしたりしているのはわかったが、あえて時間をかけて読み返す。そして、

「とんでもない内容だね、これは」

「ああ。それを、アプターにいる──」

「ローグ・サイアン将軍に届けろというんだね？」

（そうだ）

　というように、オルバは無言で顎あごを引いた。

　アプターに、ローグ・サイアン将軍がいる。その情報をオルバにもたらしたのは、ほかでもないシーク自身だ。

　オルバが昏こん睡すいしているあいだ、シークはシークでメフィウス側の情報を探っていた。タウーリアに、あのビラクの豪ごう商しようザジ・ハーマンの遣つかいである商人が宿泊していて、

「突然の交戦によって容易には帰れなくなった」

　と酒場で愚ぐ痴ちをこぼしていた。ローグ、そしてオーダイン将軍がアプターに来ている、という情報はこの商人に酒を奢おごって得たものだ。シークは紙にいったん情報をまとめておいて、口頭で説明するつもりだったのだが、オルバが聞く耳を貸しそうになかったので書きつけそのものを置いてきたのだった。

　シークは、もう一度、オルバから渡された書状の中身にざっと目を通した。

　送り主である『オルバ』の名は、そこにはない。あるのは、

『皇太子ギル・メフィウス』

　の名だ。

　それが意味することはただひとつ。

　オルバが葬ほうむったはずの『ギル・メフィウス』を復活させるということだ。

　書状は、そのギルがタウーリアにて生存している事実を告げた上で、

『オーバリー将軍が自分を暗殺しようとしている企たくらみがあるのを知ったため、あえて自ら姿を消し、タウーリアに身を寄せていた』

　としている。

　つまりは、ギルを暗殺したのはタウーリアである、と宣言した皇帝の大義名分などでっちあげに過ぎない、と文書はつづく。

『メフィウス武人の誰だれが、いまタウーリアと戦いくさになることなど望んでいよう。望んでいるのはただひとり、わが父、グール・メフィウスのみだ。そのほうらも心に逆さからうような真ま似ねをすることはない。真にメフィウスを愛し、民たみ草くさを守るべき武将ならば、やるべきこともわかるはずだ』

　といっても無む論ろん、書状ただひとつでローグたちが皇子ギルの生存を信じるはずもない。そのため、オルバは、この書状が届いた三日後に、自らがアプターに姿をあらわすという約束で文書を締しめくくっていた。

「三日──」

　シークが小声でいった。

　三日の猶ゆう予よは、ローグやオーダインに与えた、決断への猶予でもある。皇子ギルが本当に生きているのかどうか、それを確たしかめる瞬しゆん間かんをひたすらに待っている時間は、すなわち、ギルが生きていたとき、自分たちがどう行動すべきかを考える時間であった。

　皇帝グール・メフィウスの命令を無視し、歯向かうということは、すなわち国家への反逆。

　いかに家臣たちが皇帝の言動を好ましく思っていないとはいえ、たやすく決断できることではない。

　しかし、同じく皇族の血を正しく受け継ぐ皇太子の存在が背後にあるとしたならば。

「オルバ」

「ああ」

　そこではじめて、オルバはシークと視し線せんをあわせた。シークが口にしたかった百のことは、見つめあう、ただその一瞬で氷解させられた。

　ギルとしてアプターに赴おもむくということは、西方の英雄として称たたえられている現在の地位を捨て去るに等しい。

　ギルとしてあらわれるということは、わざわざ偽ぎ装そうした死の事実をも捨て去って、ふたたび歴史の表おもて舞ぶ台たい、その大きく、いびつなうねりのなかに身を投じるということでもある。

「後悔しないんだね」

「ああ」

　シークは、また長々と言葉をつむぎたい衝しよう動どうに駆かられた。これは、両国の戦争を止める──ただそれだけの結果を導みちびくような、そんな単純な決断ではない。やや大げさに表現するなら、歴史の分ぶん岐き点てんとさえいえたろう。

　だが、

「なにか、言葉が足りないんじゃないかな、オルバ」

　シークは胸中に思っているのとは別のことをいった。

「言葉が？」

「きみとぼくとは喧けん嘩かしているような状態にあるんだよ。おや、忘れたかね。正当な指摘をしたぼくに『出ていけ』なんて怒ど鳴なったのはどこのどちらさまだったかな。そんな相手に、都つ合ごうのいいときだけまた呼び出して、頭ごなしに命令しようだなんて、まさかそんな薄はく情じような皇子さまを演じたいわけじゃあるまい」

　仮面をしていても、その向こうで、オルバがなんともいえないような表情をしているのが、手に取るようにわかる。ただそれだけでシークは満足した。噴ふき出して、「冗じよう談だんだよ」といいそうになったとき、

「すまなかった」

　オルバはいった。泡を喰くったのはシークのほうだ。オルバは重ねて、

「これは、おまえにしか頼めないことだ。シーク、頼む。この書状をアプターへ」

「わ、わかった。わかったとも」

　シークは自分の狼ろう狽ばいぶりを隠すために、わざと勝ち誇ったように笑った。

「どうせ、いますぐ発たてというんだろう？　わかったよ、このシークさまが、すべていいようにしてやる。きみは、ぼくなしじゃなあんにもできやしないんだからね」




　シークが去ったあと、オルバは自室の灯あかりを消した。

　寝台に潜もぐり込みはしたが、目は閉ざさない。

　暗くら闇やみのなかに自らを置いた。

　じっと闇に目を凝こらしていると、そこにぼうと、なにか亡ぼう霊れいめいた姿が浮きあがって見えてくる。

（いや、まさに、亡霊そのものか）

　自分と同じ姿をした人間──ギル・メフィウス。

　一度は、ほかの誰だれでもない、自分自身の手で葬ほうむったはずの人間である。その亡霊を、今度もまた自らの手で墓の下からよみがえらせようとしている。

　無む論ろん、その決意に至るには様々な道があった。

　シークにいったように、自分は決して後こう悔かいしまいと思えるほどの意志はある。

　ただ、なんというのだろう、本来その決意に至るはずのいくつかの道を、自分はすっ飛ばしてしまったのではないかという、つまりは思い描いていた未来に辿たどり着くためには決定的になにかが欠けているのではないかという、不ふ可か思し議ぎな頼りなさが胸中にはある。

（馬ば鹿かな）

　オルバは青白い姿をしたギル・メフィウスの顔をにらみつけた。その背後に、グール・メフィウスの影かげが、そして、西方一帯を取り巻いた戦火の炎が、青白く点滅しながら新たに浮きあがった。

　何事にも遅すぎたということはない。

　だから、早すぎるということもないはずだった。

　オルバは一度、目を閉じた。完全な闇に吞のまれるのもわずか数秒。

　窓の下から、獣けものの遠とお吠ぼえのごとき音が轟とどろいた。

（銃声）

　はっとオルバの目がこじ開けられる。

　この一いつ瞬しゆんで去来したのは、戦場で撃うたれたまさにあの瞬間。

　あのときも、オルバは戦場においてわれを忘れた。

　いままたわれを失って、寄よる辺べのない、迷いにも似た感情を『敵』に見み透すかされて、今度こそ脳天を撃うたれたような思いが、オルバにはした。




　一方のシークは、オルバの部へ屋やを出てから一時間後には、馬上の人となっていた。

　兵舎で振ふる舞まわれたわずかばかりの酒を、厩きゆう舎しやの見張りをしていた老兵に「差し入れ」と称して与え、長々と戦いくさの手て柄がら話ばなしをしてやった。

　彼が油断し、壁かべに身を預けるようにしてうたた寝をはじめると、シークはそっとその場を離はなれて、自分の馬を選んだ。

　鞍くらの上へと身を投げ出し、しんと静まり返る兵舎の敷しき地ち内を馬で進んでいく。

　兵舎から城門に至るまでの道に立つ歩ほ哨しよう兵へいには、当たり前のように手を振ってやった。

（やあ、オルバ隊のシークだ）

　厩番から一転、こちらの兵たちには若さが目立つ。憧あこがれの眼まな差ざしをこの元剣けん闘とう士しに当てていた。

　城門を出た。

　シークの掲かかげるランプの火が、闇やみを薄うすく照らすなか、不安げにしている馬の首筋を叩たたいてやりながら、東への道を辿たどりはじめる。タウーリアを無事抜けることができて、シークもほっとひと息ついた。

（しかし、驚おどろいたな）

　オルバが素直に謝しや罪ざいをしたことである。何度かその場面を脳内で反はん芻すうした。心底愉ゆ快かいな心境かといわれれば、実のところそうではない。

（彼らしくもない。もっとごねたり、悪態をついたりするほうがかわいげがあってていい。まあ、素直な彼もかわいいのは認めるが）

　懐ふところには、当然、オルバがしたためた直筆の手紙がある。生せい来らい、筆のまずいオルバではあるが、以前、まだ影かげ武む者しやになりたてのころ、手近にあったギル・メフィウスの覚え書きを参考にして、その筆跡を真ま似ねたことがある。シークたち元剣闘士たちを自分の近この衛え隊たいに編へん入にゆうする、という旨むねの書状を記したときである。

　そのときの筆跡を必死に思い出しながら書いたであろうオルバのことを思うと、シークはこれもかわいくて仕方ない。

　そんなオルバが、また歴史の表おもて舞ぶ台たいに立とうとしている。

　シークはあえてそのことで深くは追及しなかった。復ふく讐しゆうから解き放たれて以降、素顔が徐じよ々じよに透すけて見えるようだったオルバが、またギルとしての『仮面』を身にまとうのを、果たして自分が望んでいたのかどうか、それもわからない。

　王おう侯こう貴族の世界とは、すなわち修しゆ羅らの世界だ。あらゆる形の、あらゆる種類の欲望が、笑え顔がおと美び辞じ麗れい句くの列、その背後にわだかまっている。シークもその奥深いところまでは知る由よしもないが、実のところ、その一端には触れていた。そしてただその一端のみで、シークの心には消えようもない傷跡が烙らく印いんとなって刻まれている。

（あれは、ラスケイドの炎だ）

　古い伝承を思い出し、シークは馬上で身み震ぶるいする思いがした。

　と、

「待て」

　進行方向から声がかかった。いや、背後からも同様だ。

　はっとシークが視し線せんを巡らせたときには、すでに囲まれていた。

　前後左右に差し向けたランプの灯あかりが、ゼルド人の顔をいくつも照らしあげる。

　その手に、剣と銃とが油断なく構えられていた。










　三章　戦の残り火
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「待たれよ」

　口く調ちようを改め、ひとりがシークの面前へと進み出てきた。武装からして、まちがいなくタウーリア兵だ。

「どちらへいかれる、シークどの？　貴殿の隊には今宵こよい、なんの命令も下っていなかったはずだ」

　相手の数は七、八人。その手からいっせいに松たい明まつが火を放った。火にあぶり出される格好となったシークは、内心の動揺を必死で押し殺した。

　わざわざ火を消して隠れ忍んでいた状況からして、タウーリアから追ってきたのではあるまい。最初から待ち伏せしていたのだ。ということは、かねてよりオルバの周辺に警けい戒かいの目が光っていたと見ていい。

　ここで捕まり、懐ふところの密書を見られてしまえば、当然、事態は最悪の方向に転がる。オルバもただでは済むまい。シークはあえて笑え顔がおをつくって、

「やあ、お仕事ご苦労さま。でも、いささか度を越していないか？　ぼくはきみたちの味方だよ。たとえメフィウス人であろうともね」

「それを、証明していただきたい。こちらへおいでいただけるかな」

　シークを取り囲んだのは、第六兵団長ナトーク配下の兵たちだった。

　彼らにオルバの監かん視しを命じたのは、アークス・バズガン──タウーリア領主その人である。

　アークスは、オルバがいち早くエイメンの地を離はなれたことから、その正体を怪あやしんだ。別段、裏切りの気け配はいがあろうと嗅かぎ取ったわけではない。ただ現在のオルバが、一傭よう兵へいとして捨ておける存在でなくなっていたのは確たしかだ。

　だからアークスは配下のナトークに、オルバを追わせた。見張りをつけて動向を監視するよう命じたのである。この人選は偶ぐう然ぜんでしかなかったが、しかしナトークはこの命を受けたとき、胸に思うものがあった。

　というのも、そのときちょうどナトークの部下たちのあいだで、ある噂うわさが立っていた。ガルダを討うった、かの英雄オルバに対してである。

　ナトークの隊は、以前、アプター攻こう撃げきの先陣を切っている。タウーリアの別働隊が敵の背後を衝つくまでのあいだ、敵の注意を一身にひきつける役目を担になっていたのだが、そのときメフィウスの罠わなにかかって、むしろ彼らのほうが待ち伏せにあった。

　その待ち伏せの隊を率いていたのが、鉄仮面の剣士だった。

　彼自身が『オルバ』と名乗ったわけではない。ただ、メフィウスといったん講こう和わを結んでからは、それまで近くとも遠い距きよ離りにあるようだった隣りん国ごくの情報が一気に入り込んできた。

　アークスの隊を退しりぞけて、なおかつ和平を取り決めたギル・メフィウスが、ここ半年足らずであげた英雄的活かつ躍やくの数々はもちろん、情報のなかには、ギルの部下にして、仮面をつけている謎なぞめいた剣士の逸いつ話わも含まれていたのである。ガーベラの猛将リュカオンを討ち、その後メフィウス帝都ソロンでおこなわれた剣けん闘とう大会で見事優ゆう勝しよう。

　名を、オルバというらしかった。

　この噂がナトークの配下のあいだに広まった。それがナトークの耳にまで入ってきたのは、ガルダが討たれた直後のこと。同じ名前をした、仮面の剣士。ナトークはそのどちらもひと目見たきりだったが、確かに背格好も同じに見えた。

（偶然か、否か）

　ふとした疑念を抱いたまさにそのときに、アークスからオルバを監視するよう命令を受けたのだ。

　必然として、ほかの誰だれが命じられてもこれほどやるまい、というほどナトークは監視の目を徹てつ底てい的てきに強化した。

　そして、その監視の網あみにシークがかかった格好だ。

「まるでぼくが敵のようじゃないか」シークは、冷や汗を意い識しきしながらも、ふてくされた表情を浮かべた。「ガルダを討うったのはぼくらの隊だ。まさか、ぼくがガルダやメフィウスからよこされた間かん者じやだと疑ってるんじゃあるまいね」

「それを証明していただきたい、と申している。身の潔けつ白ぱくが証明されれば、非礼を詫わび、馳ち走そうのひとつもしよう。こんな夜深い時間だ。お互いにさっぱりした心持ちで杯さかずきを交わそうではないか」

「知るものか。こんな土地に来るんじゃなかったな。オルバに、すぐに隊を引き払うよういってこようか」

　そっぽを向く振りをしながらも、シークはあちこちに視し線せんを飛ばしている。

（いったん引き返すか）

　とも思ったが、兵たちの様よう子すからして、たとえ踵きびすを返したところで、取とり調しらべは避けられまい。ならば、

「くそっ、もう馬ば鹿か馬ば鹿かしい。タウーリアの傭よう兵へいなんてやめだやめだ。おれはメフィウスに帰るぞ。仮面の御ご仁じんによろしく伝えておいてくれ。今度会ったときは敵味方。縁えんが薄うすいものとあきらめてくれ。ただしこっちも容よう赦しやはしねえぞ、ってね」

　隙すきを見て馬を飛ばすしかなかった。網あみを張っていた以上、当然オルバも追及されるだろうが、密書の存在さえ明るみに出なければ、なにしろ西方を救った彼のこと、なんとか切り抜けられるはずだ。あとはオルバが自分のことを『脱走兵』として処理してくれればいい。

　シークの包ほう囲い網もうが一段と狭せばまった。先頭のひとりが銃に手をかけている。馬を飛ばすにしても勝算は五分五分。シークの足が、馬の脇わき腹ばらを強く蹴けろうとしたとき、

「うわっ」

「痛っ、な、なんだ」

　兵たちの輪わが一いつ瞬しゆん乱れた。遠くから石を投げつけられたのだ。

「ようよう、ゼルドの兵隊さんよ。うちの隊員になんの因いん縁ねんをつけていやがる」

　兵士があわてて差し向けた火に照らされて、ぬっとばかりに巨きよ影えいがあらわれた。

「ギリアム！」

　シークが叫んだとおり、姿を見せたのは巨漢の傭よう兵へいギリアムだ。鬣たてがみにも似た髪や髭ひげを震ふるわせて、にっと凄すごみのある笑えみを浮かべると、

「こんな内うち輪わ揉もめしてるあいだに、またメフィウスが攻めてきたらどうするつもりだよ。いきたい奴やつはいかせりゃいい。土ど壇たん場ばで逃げようとする兵なんて、どうせはなから使いものになりゃしねえんだ」

「待て、ギリアムどの。われわれはなにも──あいたっ」

　抗こう弁べんしかけた兵の鼻っぱしに、ギリアムの投げつけた石が命中した。メフィウス人は、酒にでも酔っているかのようにへらへらしながら、

「おい、シーク。おまえとも長いつきあいだったが、これでおさらばだな。どこへなりと、とっとといきやがれ。ただし戦場で会ったら容よう赦しやしねえ、ってのはこっちの台詞せりふだ。前からいけ好かない奴やつだと思ってたからな、おまえの姿を見つけたら、真っ先に首をもらいにいくぜ」

「望むところさ」

　シークは朗ほがらかに笑った。

「待て。貴様ら、勝手なことを──」

　兵の数人がギリアムのほうへと向かった。石を投げつけられながらも、距きよ離りを縮ちぢめて、一気に取り押さえにかかろうとする。しかしギリアムは突進してきた兵を軽々と担ぎあげると、その場に叩たたき落とした。

（いまだ）

　注意が乱れたその一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて、シークは馬の脇わき腹ばらに強い蹴けりをくれた。いななきとともに馬が疾しつ走そうをはじめる。

「ま、待てっ」

　あわててタウーリア兵が馬の首根っこやら、シークの足やらを摑つかもうとしたが、いずれの手も空から振ぶりした。

　シークの姿が馬に運ばれ、火の届かない闇やみへと消えていこうとする。

「ちいっ」

　兵たちは、ナトークから厳げん命めいを受けている。ひとりが、引き抜いたままだった銃を掲かかげた。馬に狙ねらいをつけようとしたが、すでにその姿は闇に吞のまれかけている。照準が定まらないなか、引き金を引いた。

　銃声。

　とともに、一瞬、馬上の影かげがぐらりとよろめいたようにも見えたが、かすっただけなのか、ただ単に銃声に驚おどろいただけなのか、すぐに姿勢を改めると、そのまま消えていった。

　残されたギリアムは、快活に笑い声をあげている。そのうち、兵たち総出でたかられて、身動きが取れなくなってもなお笑っていた。

（ふん）

　内心では、いまの自分自身をもあざ笑っている。

（手て柄がらをあげて、やっと剣けん闘とう士しのときからすりゃ、比べものにならない待たい遇ぐうを得たと思ったんだがな）

　ギリアムとて、シークやオルバの狙いがすべてわかった上で行動を起こしたわけではない。ただ、シークが医務室でオルバとふたりきりになったあと、ひとりでこそこそと動いているのが気に喰くわなかった。本当に『いけ好かない』のは、あのなにを考えているやらわからない仮面の小僧のほうだ。

　だが、

（あいつは、いつも勝つために動いている）

　その部分は確たしかに認めていた。

　そしてそのために必要とあれば、自分も力を貸せるだろう、と思った。あの小僧の近くで斧おのを振るっていれば、あるいはそれ以上のなにかが見えるかもしれない、とも思った。

（なにせ、メフィウスの皇太子さまで、西方の英雄さまだからな。こんな面おも白しろい奴やつは、世間にふたりといやしない）

　ギリアムはかつて一兵士としてとある陣営に与くみした過去があった。その戦いに敗れ、奴ど隷れいの身分となり、剣けん闘とう士しとして剣や斧を振るった。いまはといえば、傭よう兵へいとして名をあげかけている最中だ。が、傭兵としての地位がなんになるだろう。どうせ鋼はがねを振るうしか脳のない人生なら、より面白い選せん択たくをしたほうがいい。

　ギリアムは酒に酔った真ま似ねをつづけて、こちらを縛しばりつけてこようとした兵に唾つばを吐いた。兵がひるむと、大声で笑った。その腹部を強烈に殴おう打だされても、ギリアムはなにも感じなかった。




　そして間もおかずして、ナトーク配下の兵は、オルバのいる第五兵団兵舎にまで迫った。

　扉とびらを強引に蹴け破やぶられたとき、オルバは寝台の上で身を起こしていた。

　仮面をつけている。

　が、剣や銃やらで武装はしていなかった。手にしているのは書物だ。

「真夜中に何用だ」

　オルバは問うた。表情こそわからないが、仮面越しに目がぎらついた光を放っている。

　屈くつ強きようなゼルド人兵士もいったん気を吞のまれかけた。手近に武器はないとはいえ、いまにも素手で摑つかみかかってきそうな、そんな鬼き気き迫るものを感じたためである。

　このときオルバは確かに底知れぬ怒りを抱いていた。銃声を耳にした瞬しゆん間かんからのことだったが、ただしそれは彼らに対してではない。

　兵のひとりが、気を取りなおしていった。

「申しわけないが、われらに同行してもらう。身の回りのもので必要なものがあれば、いますぐ準備していただきたい」

　兵たちも銃剣で装備していたが、それを差し向けようとはしなかった。

「なにも」オルバは肩をすくめた。「必要なものなどなにもない。そちらに従おう。ああ、ただし」

「ただし？」

　夜よ目めにも剣けん吞のんにきらめいたオルバの眼光に、一瞬またも気を吞まれて兵たちが身構えかけたが、

「おれの仮面に触れるな。エスメナ姫からの贈おくり物ものだ。なんぴとにも指一本触れさせはせん」

　とオルバはいった。
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　ヘリオの北に二日半ほど馬で駆かけた距きよ離りに、比較的大きな村があった。

　主に遊牧民との交易で栄えており、住民の先祖は、西にあるクルアーン湖を聖地と定め、その聖地を守る意味をこめてこの村を拓ひらいたという。

　アークスと、主だった遊牧民の長おさたちとの会合は、ここから東に十数キロ地点でおこなわれることとなっている。

　村は、アークスと彼が自然と率いた形になった大勢の人々とでにわかに活気づいた。

　ここに至る道中、どこでもアークスは歓かん迎げいを受けた。都市や村に近づくにつれて、彼の姿をひと目見ようと街道の左右は大勢の人でひしめきあっていた。

　アークスの名が何度も連れん呼こされた。彼を見つめる目は稀き代たいの王を見つめる目そのものであった。馬上で、アークスは得意の絶頂にあった。ようやくのことでバズガン家の威光を、ほかならぬ自分が取り戻せたという感かん慨がいも深かった。

（ガルダに感かん謝しやせねばならんかもな）

　そんなことすらちらりと思う。

　あの魔ま道どう士しが猛威を振るい、西方共通の『敵』となったからこそ、自分のような英雄が存分に力を発揮することのできる土ど壌じようができあがったといっていい。

（神話でも物語でも、悪あく辣らつな『敵』などというのは、しょせん英雄を活かつ躍やくさせ、英雄を引き立たせるだけの存在に過ぎん。ふむ、これは新生ゼル・タウラン、その建国の神話にすらなるかもしれんぞ）

　アークス・バズガンは子供っぽい妄想に浮かれた。

　この村でも、歓迎の宴うたげがすぐさま催もよおされることとなった。村の名士たちがひっきりなしに挨あい拶さつしてくる。また、この村からも、何人かの若者が兵士としてガルダ討とう伐ばつ軍ぐんに入っていたらしい。そのうちひとりが生き残って、村の小英雄と化しており、アークスはじきじきにその功こう績せきを称たたえてやった。

　若者の頰ほおは上気し、目は熱ねつに浮かされたように黒く潤うるんだ。いまこの場でアークスが、

（おれのために死ね）

　と命じれば、すぐさま剣でおのが喉のどを突いて果てかねない。

　ラバン・ドウが、アークスの名声をある意味で『敵』以上に警けい戒かいしているのも無理はなかったが、当のアークスは微笑ほほえましい気持ちで若者の有う頂ちよう天てんぶりを見つめるのみである。

　村長宅にて、タウラン名物の踊り子の舞まいがはじまった。

　とはいえ、タウランでは田舎いなかに属する村のこと、踊り子たちの容よう貌ぼうも、舞いも、どこか垢あか抜ぬけない。

（ジャイナの舞まいが懐なつかしい）

　アークスは表向き、これに満足する振りをしながら、内心では元踊り子の妻を思い出していた。

　笛の曲きよく調ちようが変わると、踊り子たちが、新しい一団と入れ替わった。その大半はアークスの印象を覆くつがえすことはなかったが、

（ほう。鄙ひなにはまれな）

　ひとり、アークスの目をひきつけるほどの美女がいた。身の動作も軽かろやかで、なんというのか、髪のなびき方ひとつ、指先一本に至るまで、その動きに艶つやがある。

　アークスはいたく気に入って、全員の舞いが終わったあとも、ただひとりその美女を残して、面前で舞わせたほどだった。

　酒も進んだ。珍しく、酩めい酊ていした。酒にも体力にも自信のあったアークスではあるが、

（さすがに）

　タウーリアを発たってガルダを討うち、それからエイメンで会かい議ぎの連続。直後、身を休める暇いとまもなくここまで足を延ばしてきた。いく先々で西方一の英雄と持ちあげられれば気分はよいが、その分、一挙手一投足に注目が集まっている気もして、いささか神経もすり減らし気味だ。

　酒と、美女の舞いとが身に染みるようだった。

　夜も更ふけて、アークスは宿やどにあてがわれた部へ屋やに、その美女を招いた。

　精力旺おう盛せいなアークスであっても、ジャイナを娶めとったあと、いわゆる恋の浮き名を流したことはない。側室も取らなかった。

　アークスは自分でも意外な思いがしながらも、

「そなた。名は」

　と聞いた。酌しやくをする手を一いつ瞬しゆん止めて、

「タヒーと申します」

　黒々とした目をランプの灯あかりに照てり輝かがやかせて、女は名乗った。

　もう一度、アークスはタヒーを舞わせた。

　こうしてただひとりきり、薄うす闇やみを衣ころものごとく羽は織おったタヒーが舞っている姿を眺めていると、夢幻境に陥おちいるような思いがする。

　ごく自然な流れのうちに、床とこをともにすることとなった。

　この間も、アークスは夢ゆめ心地ごこちにあった。

　タヒーの熱あつい肌、柔らかな唇、しなやかな手足が、鎖くさりとなってアークスの心身から自由を奪うばっていく。それが不ふ思し議ぎと心地よかった。自らの一切を他人に預けて、そのまま眠りにつきたいという欲望が、性のそれとはまたちがった領域からあふれ出してくるようである。

　だから、いつしかタヒーがアークスの胸を跨またぐ格好で馬乗りになり、その手に懐ふところ刀がたなをひらめかせても、あたかも舞ぶ台たい劇げきのひと幕を見ているようであり、命にかかわる脅きよう威いとしてとらえることができなかった。

　タヒーのやや厚い唇が笑えみを刻み、刀が風を巻いてアークスの胸に降りかかった。

[image: ]

　瞬しゆん間かん、宿所の外からけたたましい騒そう音おんが起こった。

　数千にもおよぶ軍ぐん靴かのひびきとも、雷が間近に落ちた音とも聞こえたそれは、幾いく重えにも重なりあった竜の咆ほう哮こうである。

　アークスの心身から、目には見えぬ鎖くさりが引きちぎられた。

　次の瞬間、アークスはランプの灯あかりを浴びてオレンジ色に輝かがやいた刃やいばが降りかかるのを目もく撃げきし、あわてて身を転がせた。

「貴様──！」

　剣に手を伸ばそうとするも、いついかなるときでも枕まくらもとに置いてあるはずのそれがない。

（女の色いろ香かなどにたぶらかされて）

　アークスが強い悔かい恨こんに身を焼くあいだ、タヒーも舌打ちしていた。しかしすぐさま剣を腰だめに構え、突きかかってくる。二度ほどかわしたアークスだが、身体からだが重い。頭も異物が入り込んだかのように鈍にぶく、

「誰だれか。誰か出会え」

　と叫んだつもりでも、しゃがれた、老人じみた声が洩もれ出るばかり。

　タヒーが三度目に躍おどりかかってきたとき、アークスは自らの足に蹴けつまずいて倒れかかった。

　西方の王者、と各地で呼びならわされた男が、寝しん所じよに招いた女の毒どく牙がにかかってついには命を断たれる──、

　かと思われたそのとき、刃やいばとアークスの心しん臓ぞう、その中央に割って入るかのように、またも竜の吠ほえ声ごえがした。先ほどより近い。と、タヒーは見えない矢を射かけられたかのようによろめいた。

「どうしてここに竜がいる！」

　叫んだのはタヒーではなく、宿しゆく所じよの外にいる兵たちだ。

「追い払え」

「貴様、ここをどこだと──うわあっ」

　寝室のドアが開いたかと思うと、そこに姿を見せたのは屈くつ強きような兵士たちでも、タヒーの招いた新たな刺客でもなく、一見、ごくごく平凡な、小こ柄がらな中年男であった。

　アークスが、タヒーが、そして後ろから追いすがってきた兵士たちがその目に動揺と驚おどろきを浮かべるなかにあって、

「ガルダの残のこり香がに誘われてきてみれば。やはり」

　ひとり、したり顔で中年男は頷うなずいた。

「わたしを邪じや魔ましたのは貴様か」

　タヒーが毒づいた。憎悪に引ひき歪ゆがんだ表情は、アークスの眼前で舞まっていたときとはまるで別人のようだ。

「わたしなどではない。わたしのかわいい子供たちさ」

　アークスに見覚えはなかったが、この男、竜たちをつれ歩いていた商人である。子供たち相手に手品をするときそのままの笑え顔がおで、

「あの子らの声は、魔素エーテルを撹かく拌はんする。おとなしくお縄なわにつけ。おまえはもう自由に身動きすら取れまい」

「このタヒーを、よくぞ見くびったわ」

　タヒーはいうなり、床ゆかを蹴けった。ひと飛びに商人の眼前へと迫る。三み度たび、竜の咆ほう哮こうがした。庭に残してきたらしい。

　ぐらっとタヒーの身が傾かしいだ。

　商人はそれこそ手品のように懐ふところから長い縄を取り出すと、無む造ぞう作さに放った。彼が人前で見せていた芸のひとつで、そのときは遠く離はなれた竜の首根っこを投げ縄で捕まえていたのだが、いまもまた、過あやまたずタヒーの首に絡みつくや、肉感的な肢し体たいに幾いく重えにも巻きついて身動きを封じた。

　見るも鮮あざやかな手腕。しかし、

「ぬっ」

　とタヒーがひと声発するや、縄なわは空中で断ち切られて、そのしなやかな肢し体たいは高く高く跳ちよう躍やくしていた。

　商人の後ろに位置したタヒーは、そのまま呆あつ気けに取られた兵たちの脇わきをすり抜けるようにして姿を消した。

「ほっ」商人は、彼女の駆かけ去った方向を振り返りながら、笑いともため息ともつかない声を出した。「こいつは驚おどろいた。ただの魔ま道どう士しならば、魔素エーテルを撹かく拌はんさせられては術のひとつも使えないはず。これはもしかすると、われらと無関係でないかもしれぬ」

　そこへ、ようやくわれに返った兵たちが商人を左右から挟んだ。

「き、貴様！」

「そこを動くなっ」

　それをアークスは「待て」と手で制した。

　普ふ段だんならば、怪あやしい輩やからをむざむざ身辺に近づけさせた兵たちに怒ど号ごうのひとつも放つところだが、なにしろ寝しん所じよに毒蛇を招いたのはアークス自身である。

　いまだ働きの鈍にぶい頭を手で押さえつつ、

「ガルダといっていたか。あの女、何者だ。そのほうは？」

「重々、気をつけなされ、アークス・バズガンどの」

　商人はアークスの質問を無視するような形で、羽根つきのターバンを巻いた頭をぴょこんと下げた。それも、手品師が客前でよくやるような仕し草ぐさだった。

「魔道士たちも、そなたを無視できなくなったようだ。もっとも、西方にある限り、われらとてむざむざ手出しはさせぬ。いまアークスどのを失えば、われらとて痛手。ただしそれはいまこの一いつ瞬しゆんであって、果たして一年後も同じかどうか、もっというなら明日あしたすらもそうなのかはお約束しかねるが」

「魔道士だと。ではやはり、あの女はガルダ配下の生き残りか」

「半分は正しいが、半分は誤りだ。ガルダは滅びておらぬゆえ」

「なにっ」

「おっと、余計な知ち識しきを与えすぎてはならぬと厳げん命めいされていた。人は人、魔は魔の進むべき道がある。あまり互いの領域に入り込みすぎると運命の黄金率も乱れようというもの。これにて失礼する、アークスどの。西方の王者よ」

「待て──」

　アークスは今度こそ兵に号令をかけ、この男を捕まえさせようとした。しかし持ちあげたその手が奇妙にのろい。またも、タウーリア太守は魔術の罠わなにかかったような思いがした。

「これだけは覚えておいてくれるがいい」

　すでに遠ざかりつつある商人の声が、いんいんとした反はん響きようをともなって聞こえてくる。

「わたしが何者かとお聞きになられたが、わたし自身の名前に意味などない。ただ、わたしはバルバロイの里より来た。いまは、それだけを覚えてくださればよい」

　アークスがはっと周囲を見わたしたときには、同じくわれに返った様よう子すの兵たちがいるばかりで、商人の姿は消えていた。

　兵たちを数多く動員させて周囲を探索させたが、あの中年男も、彼がつれていた奇妙な小型竜も、そしてもちろんタヒーと名乗っていたあの踊り子も見つからなかった。

　やがて陽ひがのぼりはじめた。

　山やまの端はを鋭するどく輝かがやかせる陽を浴びたアークスは、闇やみが駆く逐ちくされていくなかにあって、この一夜の出来事がすべて幻のような思いすら抱きはじめていた。

　が、

（ガルダに──バルバロイだと）

　アークスは肌はだ身み離はなさず身につけている軍ぐん配ぱいを握りしめた。

　ガルダの名はいまさら説明に及ばない。一方のバルバロイとは、聖地クルアーンの周辺にあるとされる里の名だ。かつて人類に追い払われた、惑わく星せいの先住民である竜人族がいまも住まうという、いわば伝説の地である。

　ガルダを名乗る魔ま道どう士しの跳ちよう梁りようも、突然のメフィウス侵攻も、なにか、得え体たいも知れぬつながりを持っているような思いにとらわれた。が、

「ふん」

　アークスは太い鼻息を噴ふいた。

「この世の裏でどのような企たくらみごとがあろうと、すべては、このおれアークスに、西方全体を治めさせるためのお膳ぜん立だてに過ぎぬ。ガルダ自身がそうだったようにな。この西方の荒野、バズガン家の威光で余すところなく照らしあげるまでは、なにがあっても死ねぬ。それだけは確たしかだ。それだけを念じていればいい」

　それからアークスは、

（この場にラバンがいなくてよかった）

　と思った。女を招いて殺されかかるなど、恥ち辱じよく以外の何物でもない。直接叱しかられるならばいいが、ラバンのこと、きっと皮肉混じりにねちねちといつまでも嫌いや味みをいうことだろう。が、同時に、

（ラバンがいれば、そもそもこのような事態になどなってはおるまい）

　とも思えて、アークスは、自分が命を狙ねらわれたのとは別の理由で不快な気持ちになった。




　　　　３




　山菜採りから帰ってきたローンは、自宅周辺に人だかりを見つけて、苦にが笑わらいした。

　が、そこは気持ちを抑おさえて、

「こらっ」

　大声で怒ど鳴なりつけた。

　途と端たんに、わっとばかりに人だかりが散って、方々に逃げはじめる。大半が十代の若者だ。

「人さらいのメフィウス人だ」

　ひとりがはやし立てるように叫んだ。すると次のひとりがつづいて、

「また人を山からさらってきた」

「今度はうちの兄にいさんにふさわしい嫁よめを見つけてくれよ！」

　褐かつ色しよくの肌をした彼らがわあわあと口々に騒さわいでいるのは、照れ隠しの意味もあったろう。無理もない。国境沿いにあるこの村は比較的大きいが、それでも人口は千人にはなるまい。辺あたりには山と荒野がひろがるばかりで、若者たちは刺し激げきに飢うえている。

　しかしローンはこの村を気に入っていた。まだ村に辿たどり着いて三ヶ月と経たっていない上に、ここはユノス川を越えて西。すなわちタウランの領域であったが、メフィウス人である自分たちを村人はあたたかく迎えてくれている。妻も、以前は都会暮らしを懐なつかしがっていたが、いまでは歳としの近い婦人方とも仲よくなって、畑を耕す姿も段だん々だん馴な染じんできた。この前は、

「やっと手の豆が硬くなって、つぶれなくなったわ」

　と自じ慢まんげにローンに見せびらかしていた。

　裕福な暮らしに慣なれていたはずの妻が、これほど逞たくましいことにローンは驚おどろくやら、感かん激げきするやらだ。生活も、楽ではないものの、どうにか安定してきている。

（あとは）

　ローンに残された心配事は、娘のことだ。半年前からすると環かん境きようが激げき変へんしたため、その前の生活のことなどローンには遠い出来事のようにも思えるが、娘からしてみれば、あの悪夢のごとき一日がまだ昨日きのうのように感じられているのだろう。妻ほど柔軟に適応できてはいなかった。

　そんな折、ローンは立てつづけに奇妙なことに遭そう遇ぐうした。

　子供たちがはやし立てていた『人さらい』の件だ。半月ほど前、日につ課かとなった山菜取りに出かけた帰り道、ふとまだ足を踏み入れたことのない横道に気づいた。辺りの地理にもあかるくなってきた矢先だ。好奇心が湧わいて、そちらに足を向けてみた。

　収しゆう穫かくは乏とぼしかった。新しい山菜もなく、変わったものも見当たらない。そろそろ帰るか、と踵きびすを返しかけたとき、ローンは、木にもたれかかるようにして倒れている人の姿を発見したのである。

　男はひどい傷を全身に負っていた。一応手当てらしきものはしてあったが、粗末な包帯の下に覗のぞく肌は焼けただれ、黒っぽく固まった血が顔中にこびりついている。衣服はぼろぼろになっていた。どこかの街で盗みでもしでかして、追われに追われた浮浪者のなれの果てかと思われた。

　男にはまだ息があった。一いつ瞬しゆんためらったローンだが、生まれ育った場所から追われた身となると、自分にも似かよう部分がある。男を担かつぎあげて、村へと戻った。

　少ない食しよく糧りようをわけあたえ、村でただひとり医い療りようの知ち識しきのある老人を呼んで、傷の手当をしてやった。といっても、草の絞り汁からなる薬を塗ぬって、包帯を新しいものに替えただけのことだ。

　男は息を吹き返したものの、よほど怖い目にあったのだろう、一日横になっていて、いまに至るもほとんど口を利かない。夜ごとにうなされてもいるようだ。ただ、ここ数日、少しは落ち着きを取り戻してきたようで、ローンや家族の者への警けい戒かい心しんはだいぶ和やわらぎ、食糧を持っていくと礼のような言葉をもごもごと口にするようになった。

　なんとはなしにローンも安あん堵どしていた、その矢先のことだった。

「これは」

　つい昨日きのうの朝、山道で足を止めたローンは、思わずつぶやいていた。

　男が倒れていたのと一キロも離はなれていない場所で、またもいき倒れを発見した。

　今度は女だ。それも、まだ齢よわい十四、五の少女。男ほどひどい症状ではなかったが、頭から出血し、肌の色が青ざめていた。

　さらに奇妙な点がふたつ。少女が、あきらかに飛ひ空くう艇てい乗りが着るようなつなぎを身につけていること、そして、その少女がおそらくはゼルド人でもメフィウス人でもあるまいということだ。

　いぶかしんだローンだが、今度も放っておくわけにいかず、結局は彼女をも村につれ帰ることにした。

「よく、人を拾ってくる男だ」

　村長が半ば驚おどろき、半ばあきれるようにいった。

　その少女のことが村で話題になったのは当然の流れだ。男なれば、ローンが想像したのと同じく、浮浪者か奴ど隷れいの成れの果てかとも思えるが、なにしろ年とし若わかい少女。あれこれと噂うわさが立てられた。どこかの王が妾めかけとして強引に娶めとろうとした他国人の女性が逃げ出したのだとも、あるいは沿岸諸しよ国こくの姫君を乗せた船が遭そう難なんし、流れに流れ着いてここまでやってきたのだという話もあった。

　ことに、若者たちは山で倒れていた美しい少女に興きよう味みをそそられて、なんとか家の内部を覗のぞき見みできないものか、と何度もローンの自宅を取り囲んだ。

　それを追い払いながら、また医師の世話になった。

「問題ない」

　ベッドに寝かされた少女から離はなれると、医師はひとつ頷うなずいた。

「頭の怪け我がもそうたいしたことはない。相当体力を使っていて、衰弱しているが、二、三日もゆっくり休んで、きちんと食事をとればすぐに回復するだろう」

「そうですか」

「ただ」

「ただ？」

　いや、と老人はかぶりを振って、家を出ていった。

　ローンにも医師の胸のうちは容易に推察できた。男のことはともかく、少女には謎なぞが多すぎる。なにか面めん倒どうを村に招かなければよいが、と医師は懸け念ねんを抱いたのだろう。

　折しも、村からさほど遠くないメフィウスとの国境で、軍の小こ競ぜりあいがあったとも聞く。若者たちがいつもより血けつ気きにはやっているように見えるのには、そうした理由もある。

（また時勢がきな臭くさくなりつつある）

　そんななか、ただひとりの少女とはいえ、謎めいた存在を村に留とどめてよいものか、という不安はローン自身にもあった。

　家に入ると、娘がちょうど少女を寝かしつけていた客間から出てきたところだった。

「あの子は？」

「目を覚ましていたわ。いまから母かあさんと朝食の準備をするから、父とうさんも待っていて」

（ほう）

　ローンがやや目をみはったのは、娘の様よう子すがやや変わったように見えたからだ。男を運び込んだときには恐怖と警けい戒かい心しんを解こうとしなかったが、さすがに自分より年とし下したの少女相手には憐あわれみを覚えてか、積せつ極きよく的てきに世話を焼こうとしている。

「ねえ」とエプロンをつけながらいった。「あまり、あの子を詮せん索さくしないであげてね。自分のことを話したがらない様子だったから」

「ああ」

「わたしたちも──」

　言葉を切って、娘は食事の準備をはじめた。

　ローンには、娘のいいたいこともわかっていた。

　自分たちとて秘密を抱える身だった。

　ローン・ジェイス。

　半年以上前は、帝都ソロンにあって、正規の軍人をしていた。それも、皇帝グール・メフィウスお抱えの近この衛え師し団だんである。

　娘の名はライラ。近衛兵である父の庇ひ護ごのもと、不自由ひとつなく育ち、十八になるのとほぼ同時に、同じ軍人の家系である同年代の男と結婚することとなった。

　幸福の絶頂であったはずのライラを、そしてローンの一家を破は滅めつへと導みちびいたのは、長年ローンが守り抜いてきた皇帝が実子、ギル・メフィウス。

　ギルはいまだかつてどの皇族も行使したことがないとされる『初夜権』を振りかざして、ライラとの同どう衾きんを強引に迫った。そればかりか、娘を連れ込んだ安っぽい宿の警けい護ごを、父であるローンにやれという。

　あれは、ローンにとっても悪夢のなかの出来事のようであった。

　ドアを蹴け破やぶった彼は、皇子ギルを羽は交がい締じめにしてでもこの蛮ばん行こうを止めようとした。無む論ろん、その行為が自らに破は滅めつを呼ぶものだとはわかっていた。そして、いまなお鼓こ膜まくにこびりついて離はなれない、

（銃声）

　あのただ一発の銃声が脳のう裏りに反はん響きようするたびに、ローンは身み震ぶるいする。

　もつれあった果てに、ローンは銃の引き金を引いてしまい、そして結果としてギルは──メフィウス帝朝次期帝位継けい承しよう者しやは──ものいわぬ死体となって、汚れの目立つ板張りの床ゆかに、血ち溜だまりとともに沈んだのだ。

　ローンは泣きじゃくる娘を抱きながら、死を覚悟した。家族を守るためならば、自分は八つ裂きにされようが、百人の剣けん闘とう士しと戦わされようが、竜に生きたまま喰くらわれることさえ構わないと思った。

　そこへいち早く、フェドム・オーリンという重じゆう鎮ちん貴族が駆かけつけてきたのだからなおさらだ。もはや逃げることもかなわなかった。

　が、事態は奇妙な方向に転がりはじめた。

　フェドムは、

「皇子にはまだ息がある。今度のことはメフィウス皇家にとっても不名誉なこと。他言無用だ。その代わり、あとのことはすべてこちらに任せておけば、おまえたちが案ずることはなにひとつない」

　といったのだ。

　理り不ふ尽じんかつ強引に過ぎる言葉だったが、しかし彼の言うとおりになった。ローンたち一家に城からの追手が差し向けられることもなければ、皇太子ギルの死が公表されることもなかった。そればかりか、時おかずして、死んだはずのギル・メフィウスは隣りん国ごくガーベラの王女と婚礼を迎えるため、『聖せい臨りんの谷』へと向かっている。

　ローンたちはというと、そこでギルの果たした英雄的活かつ躍やくがソロンで広まるより早い時期に、帝都を離れることになった。身の危険を感じたためである。深く考えるまでもなく、国家的陰いん謀ぼうのにおいがした。

　また、初夜権をギルが行使しようとしていたことは、婚礼に招かれた客人たちが多く知るところであり、その追及を避ける意味もあった。少し前、ライラの結婚相手の家からは、遠まわしに縁えん談だんを破棄するよう申し入れられてもいる。

　メフィウス各地を転々とし、いったんは、アプターにほど近い村に落ち着きかけた。

　が、そのアプターの守将としてギル・メフィウスがやってくるという噂うわさを耳にした。娘の耳には入れたくない名前である。さらに、その前にひと月ほど滞在していた村があったのだが、そこで親しくしていた男から手紙が来た。ソロンから、ローンの知りあいらしき男が彼を訪ねてやってきたのだが、心当たりはないかという。

（フェドムの遣つかいか）

　ローンはぞっと青ざめた。こちらを捜して、いまさらながら口封じに殺そうとしているのではあるまいかと思った。

　ローンはすぐさま荷物をまとめさせ、妻子とともに旅に出た。

　ベルガナ連山の北から、山道を通って国境をも越えた。南下すること十日。慣なれない土地での旅だ。妻子にも疲れが見えはじめた。

　そのときたまたま訪れたのがこの村だった。

　当然、ゼルド人たちの集落だったが、このときメフィウスとは友好ムードにあった。ほかならぬギル・メフィウスがタウーリアとの和わ睦ぼくを決めたためである。ローンには複雑な思いがしたが、ともかくも、村人たちは異国からの旅人を警けい戒かいもなく迎え入れてくれた。

　数日滞在して、ローンたち一家が特にいく当てがないことを知ると、村長が家と畑を提供してくれることとなった。

　娘のライラは、ソロンを発たった当初から絶望の淵ふちにあり、目を離はなした隙すきに自ら命を絶ってしまうのではないかと父が心配したほどに塞ふさぎ込んでいたが、旅を終えて、この村で生活に追われるうちに、少しずつ回復の兆候を見せはじめた。

　しかし、およそ二ヶ月前、思いもよらぬ知らせ──というべきか、遅すぎた知らせというべきか──が村に届いてきた。

『ギル皇子死去』

　の報である。

　ローン・ジェイスは不ふ可か思し議ぎな衝しよう撃げきを味わったが、どのみち、一切のことはフェドムに託し、自分はソロンから逃げてきた身である。必要以上にこのことで頭を悩ませることはなかったが、ライラはこれを耳にすると、また以前と同じく塞ぎがちになった。否いや応おうもなくあのときのことが思い返されたからか、あるいは、恨うらみを抱いた相手が突然いなくなったことで、ある種の喪そう失しつ感かんを味わったためか。

（また、長い時間が必要になるか）

　とローンが不安に思っていた矢先のことであり、そのライラが少女と自分の境きよう遇ぐうとを重ねあわせて同情的になるのも無理はなかった。

「少し、話をしてみよう」

　ローンはライラにいった。

「大丈夫、世間話をするだけのことさ」

「気をつけてね」

「これでも娘ひとりを育ててきた自負はあるよ。最低限のデリカシーはあるつもりさ」

　そうかしら、といった具合にライラがくすりと微笑ほほえんだ。




　ドアを開けると、少女は、ベッドの上から窓の外を見ていた。生け垣が見えている。先ほどは大勢の若者たちがそこから必死に顔を出そうとしていた。

「騒さわがしかったかな」

　ローンはなるべく穏おだやかに問いかけた。少女の視し線せんがこちらを向く。頭に包帯を巻いているが、ほかに目立った傷はない。改めて見るに、色白で、容よう貌ぼうのととのった少女だ。身につけているやや大きめの服は、ライラが以前に着ていた覚えのある服だ。少し不格好にも見えたが、窓からの陽ひをさんさんと浴びながらベッドにたたずんでいる姿は、ローンから見ても一幅の絵のようである。

「あなたが、ライラさんのお父とうさま」少女は涼やかな声でいった。「お助けいただいて、ありがとうございました」

「いや、たまたま通りかかったまでのことでね」

　ローンは、客間のあれこれを片づける振りをしながら、どうということはない会話をつづけた。顔にはやや疲れが見えるが、怪け我がの後こう遺い症しようらしきものは感じられない。医師のいうように、極度に消しよう耗もうしていただけなのだろう。

「なにも、お聞きになられないのですね」

「話したくなったときで構わない。のんびりした村だからね、住んでいる人間も自然と時間の歩みがゆったりしているように感じるんだ」

　少女は心持ち目を伏せ、その表情の動きひとつで謝しや意いを示したように見えた。

「あとで、娘が食事を持ってくる。あれものんびりした娘だよ。同世代の友達も少ない村だから、話し相手になってくれると助かる」

「それは、もちろん」

　少女は微笑ほほえんだ。

　部へ屋やを出たあと、ローンは、いま閉ざしたばかりの扉とびらの向こう側を透すかし見ようという風に視線を凝こらした。

（やはり、ただの娘というわけではないらしい）

　ローンとて、帝都ソロンの近この衛え兵へいをつとめていた男だ。皇帝本人はもちろん、あまたの貴族や軍人たち、学者、大商人といった、様々な種類の人物たちと面めん識しきがある。

（あの娘には、『心得』がありそうだ）

　ローンにはそう思える。見知らぬ土地で、初対面の人物と対するとき、いかなる態度で接するべきか、いかなる言葉を選ぶべきか。ローンがいうところの『心得』とはすなわち、上流社会に属する者のたしなみでもある。

（少し、様よう子すを見たほうがいいかな）

　それと、かなうならば、西方とメフィウスのあいだで起こった小こ競ぜりあいの情報を集めたいところだ。なにか関係があるかもしれない。

　ローンもでき得るならば、傷ついた男にせよ、少女にせよ、守ってやりたい気持ちはある。

　だが、もしその存在が家族を危険にさらす可能性があるというなら、

（この手で拾った命なら、この手で）

　銃声が、また脳のう裏りでこだました。




　一方──、

　ローンが去ったあとの客間で、少女は、また窓の外を見つめていた。

　白金の髪が、朝あさ陽ひを浴びてきらめいている。いうまでもない。ガーベラ第三国王女ビリーナ・アウエル。

　山道を迷った挙あげ句くに、倒れていたところをローンに拾われたのだった。

　本当なら、ローンに聞きたいことはいくらもあった。メフィウスとタウーリアの戦いくさはどうなったのか。両陣営に目立った動きはあるのか。王女である自分が行方ゆくえ知らずとなったことが知られているのかどうか──、すなわちそのことでメフィウスやガーベラが公式の発言をおこなったのかどうか。

　が、自分の素す性じようが知られれば、ローンもすぐさまアプターに知らせるだろうし、そのあとはメフィウス帝都ソロンなり、ガーベラなりに送り返されるのは目に見えている。

（それでは……）

　汚名を着る覚悟でアプターを飛び出し、タウーリアに密告までした意味がない。

　ビリーナは毛布の端を手でぎゅっと握りしめていた。

　なんとかメフィウスと西方の戦を止めたい。その一心で、クラウやホゥ・ランまで巻き込んで飛空船に乗ってきたのだ。アプターでは、皇子に仕えていた元近この衛え兵へいたちの身み柄がらも拘こう束そくされている。皇帝グール・メフィウスは西方を攻める口実として、皇子を暗殺したのがタウーリアの手の者だということにしたいらしい。となれば、オーバリー将軍の犯行だと証言した彼らの存在が邪じや魔まになる。このまま捨て置けば、ゴーウェンやホゥ・ランが西方に加担して皇子の暗殺に関かかわったとして、処刑されてしまいかねないのだ。

　そんな状況にあるなか、ひとり、安全な場所に逃げ込むような真ま似ねはしたくなかった。といって、このちっぽけなビリーナひとりになにができるというのか。現に、戦火を止めようと奔ほん走そうした挙句、こうして、手傷を負い、見知らぬ人々の優やさしさに救われている。

（王族に生まれついたところで）

　誰だれも知らぬ土地ではなんの影えい響きよう力りよくもありはしない。実際、ローンが偶ぐう然ぜん通りかからねば自分はどうなっていたか。野生の狼おおかみに「自分はガーベラ王女だ」と名乗ったところで退しりぞけられたはずはない。王族だろうとなんだろうと空腹は耐えがたい。夜の世界に投げ出された自分は、現実に抗あらがうこともできず、ひっそりと息絶えていたはずだ。

　自分の無力さ、情けなさに涙が出る思いがした。

（王族の権利、義務とは、力とは、果たしてなんなのか）

「王族は、天下国家のために尽くす義務がある」

　以前、祖父に教えられた言葉だ。そして以前、メフィウス皇太子に彼女自身がいった言葉だ。

　そのとき、実感があったかどうか。

　いまになって改めて突きつけられた命題に、ビリーナは身動きできない心境にある。

　いつしか、ビリーナの手は毛布から離はなれて、首にかけていたメダルに触れていた。

　と、そのときドアがふたたび開いて、ライラが姿を見せた。盆の上にパンや肉入りのスープを載せている。

「それ、お守りかなにか？」

　ライラが聞いてきた。明るい声と表情は父親ゆずりなのだろう、浮かべた笑え顔がおがよく似ている。盆をベッドの枕まくらもとに置きながら、

「それとも、恋人からの贈おくり物ものかしら」

「いいえ」

　ビリーナは、ことさら隠そうとすると怪あやしまれると思い、ガーベラの国旗が描かれた表面ではなく裏面をライラに見せながらいった。

「わたしからの、贈り物でした」

「えっ？　それじゃあ、突き返されたの？」

　あけすけなものいいに、ビリーナは笑った。ライラはばつの悪そうな顔になって、

「ごめんなさい、ぶしつけだったかしら」

「いいえ。でも、似たようなものかもしれません」

「あなたみたいにかわいい子から贈り物をされて、そんな真ま似ねをする男なんて、早く忘れたほうがいいわ。きっと、男が好きなのよ。バーダイン教って知ってる？　あれの信者って、そういう風習もあるんだって……」

　そこまでいってから、ライラは窓の外へと思い切り身を乗り出し、

「こらっ」

　と叫んだ。

　また生け垣の向こうに少年たちが姿を見せはじめていたのだ。わあっ、とあわてたような、あるいははしゃいだような声が聞こえる。と、

「あっ」

　ライラが奇妙にトーンの高い声をあげた。

「あの子、お隣となりのレナスだわ。前はわたしにお花をくれたのに、浮うわ気き者ものなのね」

　ビリーナは、また思わず微笑ほほえんでいた。

　スープから漂う湯気が、ほんのりとあたたかかった。










　四章　水面下
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　コチュン家は、ガーベラ王国のなかでも有力と目される貴族の一家ながら、『金貸しの家』などと陰口を叩たたかれることも多い。それはもともとの出しゆつ自じにも関係していた。

　わずか三代前には、竜骨の発掘を主な生なり業わいとするいわば山師であり、多少の財をなしていても地方の豪ごう族ぞくに抱えられるていどの家いえ柄がらでしかなかった。それが、ガーベラの北方に竜骨が山と眠る黄金郷を開拓したときからぐんと羽振りがよくなって、竜骨からなる無重量金属の精製を熱ねつ心しんにおこなっていた三代前のガーベラ国王と商業的な取り引きを直接結んでいる。

　コチュン家は王家と良好な関係をつづけながら、一定の距きよ離りを置いていたものの、先代国王ジオルグがさらなる飛空部隊の強化を願ねがったため、国王の臣下として直接召し抱えられることとなった。

　そのときの条件として、コチュン家は自らが発見、開拓した竜骨資源から得られる財の四割を提示したといわれている。

　ジオルグ・アウエルはこれを吞のんだ。

　また、ガーベラはもともと地方の豪族が寄り集まって国家の形を成していることもあり、それぞれの地方には、争いのなかで廃すたれたり、滅んでいったりした名家も多い。コチュン家は、そのなかに自分たちと同じ姓の家を発見し、家系図を高く買い取ったともいわれている。

　コチュン家は、したがって、山師の過去をガーベラ国中の人間に知られながらも、さらに過去を遡さかのぼれば、豪族として由ゆい緒しよ正しき家いえ柄がらの人間である、と公表している。

　ガーベラの誰だれよりも──ひょっとしたら国王その人よりも──金を溜ため込んでおり、その金を貴族や軍人たちに貸しつけることでさらなる利益や発言力を得ていた。

　王に近しい人間たちのあいだではこの家の存在を快く思わぬ者も多い。しかし、先代国王ジオルグが、王家から離り反はんしかけていた豪族らを斬きり伏せ、またメフィウスやエンデに奪うばわれていた土地を取り戻すその原動力となったのは、まちがいなくコチュン家の存在があればこそである。

　また、いま現在も、コチュン家からもたらされる資金と竜骨によって精強を誇る空軍力があればこそ、メフィウス、エンデと匹敵し得る国家を維持できている──というのも、誰しもが認めざるを得ない事実であった。

　そのコチュン家の息女にして、十九歳になったばかりのリノア・コチュン嬢じようは、代々の当主に似て、パーティー好きな性格で知られていた。

　なにか理由をつけては、首都フォゾンにある邸宅で盛大な宴うたげを催もよおす。リノアの一日は、主要な貴族や軍人、商人たちにパーティーの招待状を書くだけで費やされるのではないかというほどだ。

　今宵こよいも、邸宅のホールや庭を開放しての酒しゆ宴えんが開かい催さいされた。各地から取り寄せた、珍しくて高価なものも含む食べ物や飲み物が惜しげもなくふんだんに振ふる舞まわれ、ホールの一段高くなった場所では、これもガーベラの国内外から招かれた芸人たちが一流の腕前を披ひ露ろうして、拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びている。

　いまは、逆さか立だちをしながら笛を吹く少年の一団による芸がおこなわれていた。

（見事）

　だとは思ったが、ゼノン・アウエルの心は弾まない。華はなやかな場所が苦にが手てというのではないが、ここ最近もたらされた、とある知らせによって、ゼノンの心は塞ふさぎがちであった。

　先ほどから自分が注目を集めているのはわかっている。ゼノンがコチュン家のパーティーに顔を出すのはこれで二度目にしかならない。どのような風の吹きまわしだろう、と多数の視し線せんが集まるなか、ゼノンは薄うすい笑えみを浮かべ、このパーティーを心底から楽しんでいる、という顔をした。

　列席者は、貴族よりも商人たちの顔が目立つようだ。リノアの催すパーティーの目的のひとつは、こうしてガーベラ各地より商人たちを呼び集めて、情報交換をすることにある。それをコチュン家は露ろ骨こつにやる。露骨にやるから、陰でこそこそ金かね儲もうけのためにいそしんでいるというイメージがない。

　商人には商人の流りゆう儀ぎがあるようだった。

「ゼノンさま」

　後ろから声をかけられた。振り向くと、リノア・コチュンその人である。

「これは、リノア嬢じよう」

　ゼノンは笑みを深くした。

　コチュン家のパーティーに招かれた際、まず客人が頭を悩ますのは、この当主の一人ひとり娘むすめと相あい対たいしたとき、いかなる挨あい拶さつを送るべきか、ということである。

　身につけているものはもちろん豪ごう華か絢けん爛らん。黒を基き調ちようとしながらも、大人おとなびすぎず、また暗く沈まぬていどに明るい色彩をもちりばめられたドレス。ビロードの紫むらさき色いろをしたリボンを髪に飾り、両の指にはそれぞれ宝石を輝かがやかせている。

（まあ、お召し物や装飾品を褒ほめそやすほうが無ぶ難なんであろう）

　などと、口の悪い者はいう。

　リノア・コチュンといえば、ガーベラ宮廷においてはあたかも『不美人』の代名詞のように用いられることもある名だ。ふっくらとした頰ほおに紅を差し、瞳ひとみも大きい金髪の女性こそがガーベラでは『美女』だと称たたえられる。だから女性たちはこぞって目を大きく見せようと化粧に精を出すのだが、リノアはというと、細く吊つりあがった目に、瘦やせて、顎あごに向かって尖とがっているようにさえ見える細ほそ面おもて。

　実のところ、噂うわさされるほどには容よう貌ぼうがことさらに悪い、というわけでもないのだが、そうして一般的な風習にそぐわない彼女の外見や性格が、半ば親しみ、半ばやっかみを込めて、あれこれといわれるのだろう。

「よくぞいらっしゃいました。わたくし、ゼノンさま宛あての招待状をしたためながら、今回も無む駄だになってしまうのかしら、と覚悟していたのですけれど」

　主しゆ催さい者しや自らが差し出す酒しゆ盃はいを受けて、ゼノンはひと息に飲み干した。

「礼をいうのを忘れていた、と思ったものでね」

「礼？」

　ゼノンは、以前ザイムに詰めた際に、コチュン家の技術班が猛もう虎こ騎き士し団だんの船を最さい新しん鋭えいのものに仕立ててくれたことを口にした。

「ああ、そんなこともありましたわね。でもいままでだってそんなことは何度もやらせていただいていますのに、なぜ今回に限って心変わりされたのです？」

「ああ、その、わたしは、そなたの家にあまり親切ではなかったように思えてな」

「ゼノンさまは騎士道精神を尊ばれるお方。金貸しの家など、ゼノンさまの理想とするガーベラ国家にはふさわしくないと、そう思われていたのでしょう？」

　リノアは大っぴらにそんなことをいう。ゼノンは苦にがりきったが、リノアが口にすると、不ふ思し議ぎと、皮肉や嘲ちよう弄ろうを感じさせない。表情や声の明るさにも起因しているのだろう。コチュン家の人間に、根の暗い人間はひとりもいない。

「心変わりといえば、最近は、あのサウザンテス卿きようとも親しいご様よう子す」

「ほう、リノア嬢じようの耳にもそんなことが届いているか」

「届いていますとも。おふたりはいわば水と油のようなご関係だと推察していたわたしなどは、なにより驚おどろかされました」

「そこまで大げさなものではないさ。いままでは多少の誤解があったというだけのこと」

　リノアに誘われ、ゼノンは、ホールの隅すみにある椅い子すへと向かった。近くの庭で、若い男女が輪わになって踊っているのが見える。

「本当なら、そのノウェも誘おうかと思っていたのだが」

「あの方に招待状をお出ししたことは一度もありません。もちろん、殿下がご同伴されたいと申されるのならば、それをお断りすることもありませんが」きっぱりと、笑え顔がおのままリノアはいう。「あの、なにを考えているかわからない方と、差し向かいでお茶を飲んでいるところを想像するだけでわたしなどはぞっとしますのに、あのお方とおつきあいして、なにか楽しいことがひとつでもおありになりますの？」

「そなたは変わっているな」ゼノンはこの女性と相あい対たいすると、どうしても苦笑いを浮かべる場面が多くなる。「ノウェは宮廷でも女性の人気者だろう。まあそれゆえに、女性から反感を買うことも多くはなるだろうが」

「ああ、そういった意味なら、わたしは平気です。あの方のお眼鏡めがねにかなうほどの美女ではありませんからね」

「ん」

　どう応こたえようもない。真顔を取りつくろったゼノンを見て、リノアはころころと笑った。

「サウザンテス卿きようのことも、今日きようここにお顔を出していただけたこともそうですが、殿下は、やはりお変わりになられましたわね」

「そう思うか。ふむ、自分ではわからないものだ」

　ゼノンは掌てのひらを鏡かがみに見立てて、自分の顔をあれこれ角度を変えて映し出す真ま似ねをした。こういう対応ならば如じよ才さいない。が、

「口さがない者なら、ゼノンさまはエンデとの戦いで窮きゆう地ちに陥おちいられたため、騎き士し道どう精神を失い、意い気く地じなしになったと非ひ難なんする可能性もありましょう」

　とリノアはこれも笑え顔がおでいう。ゼノンは思わず咳せき込みそうになった。

「山師のなりあがりが申す戯ざれ言ごとです」

　そうへりくだりながらも、リノアはきわどいことを平気で口にする。たとえばこの後、話題を変えて、兄のラゼッタ、すなわち第一王位継けい承しよう者しやの人物を評するような真似すらした。

「あの方は、のんびり屋で、しかも毎日がお暇ひまそうで、見ていると心がほのぼのいたしますわ」

　ラゼッタ王子は、王族親しん衛えい隊たいの白しら鷺さぎ騎士団団長をつとめている。王都の警けい備びも兼ねた要よう職しよくではあるが、リノアが評することには、

「いくらでも手の抜けるお仕事」

　らしい。

　ゼノンがリノアを苦にが手てとしている理由のひとつには、まるで自分の資質が試されているような気分になる、というのもある。わざと対立を煽あおって楽しんでいるような気もした。

「兄上は真ま面じ目めな方だよ。いかなつとめも、全力で果たされようとするだろう」

「ええ、そうですわ。ラゼッタさまが悪いお人であるわけがありません。たとえば、わたくしがこうして着飾ることを知った上で、パーティーに訪れたとしたら、昨日きのうの晩からわたくしを傷つけない、それでいて噓うそにならない褒ほめ言こと葉ばを上手じようずに考えられるお方」

「なにがいいたいのだ？」

「ラゼッタさまが善人でいらっしゃるというお話です。そうでなかったかしら？」

　ふたりの会話は、会場中の人間たちがそれとなく注視している。

　リノアはそれを知っていながら、わざと耳に唇を寄せる露ろ骨こつな仕し草ぐさで、

「皆、殿下のことが気になって仕方ないご様よう子すですわね。ビリーナさまの噂うわさのせいもあるでしょうけれど」

「あれか。下らぬことだ」

　どうせこの話題が出るだろうとわかっていたから、ゼノンは表情を変えなかった。

　メフィウスがタウーリアに軍を進めたという情報はガーベラにも入っている。皇子を暗殺したタウーリアへの報復戦らしい。そのこともさることながら、ガーベラ国民にとっては無視できない噂うわさもあった。

　ビリーナ王女が、タウーリアにこのことを密告し、以来、メフィウス国内に身み柄がらを拘こう束そくされているというのである。

　この知らせが入ってきたのはわずか三日前だが、

（このことが事実だとするならば）

　ノウェ・サウザンテスは部へ屋やに招いたゼノンへこういっていた。

（グールはあえて噂としてこれを流る布ふさせることで、ガーベラの出方をうかがうとともに、たとえ王女の命に別状あろうとも、こちらの非ではないと主張しているのでしょう）

　無む論ろん、ゼノンのことだ。タウーリアに攻め入る口実ほしさに、あの皇子ギル・メフィウスの死を持ち出した皇帝グールには嫌けん悪お感かんを抱いていた。そして自分と同じく、妹もまた激はげしい怒りを抱いたことは想像にかたくない。タウーリアにこのことを知らせ、奇き襲しゆうを封じようとすることくらいはやるだろう。

（あれも、噓うそはつけぬ妹だ）

　以前のゼノンならば、剣を携たずさえ、メフィウスに乗り込んででも、妹を取り戻そうとしたかもしれない。

　いや、いまでもそれくらいの気き概がいはある。あるものの、

（ガーベラとメフィウスが剣を交えるのを、よしとする妹でもあるまい）

　そうも思える。今回、タウーリアに密告したように、それが自分の理にかなわぬとあれば、ガーベラ本国に楯たて突ついてでも戦いくさを止めようとしかねない。

「そう、下らぬことです」リノアはいった。「だけど、そうは思わぬ方もおられるでしょう。あちらの方のように」

　リノアはホールのほぼ中央にいる男を指し示した。

　視し線せんを向けて、ゼノンは一いつ瞬しゆん複雑な表情を浮かべかける。

　穴あな熊ぐま騎き士し団だん副団長サラマンド・フォーゲル。いかにも剽ひよう悍かんな体たい軀くをした男だ。

　何度か同じ戦場に立ったことがある。二十八歳とゼノンとそう歳としは変わらない。顎あごの張った、角ばったその顔つきから受ける印象を裏切らず、勇ゆう猛もう果か敢かんな男だった。ともに死地へと挑いどむ戦友としては申しぶんない男だが、この男は熱ねつ烈れつなリュカオン信奉者であった。

　王家がビリーナとギルの婚礼をもって十年戦争の幕まく引ひきをはかっている──という事実が、噂となってフォゾンに広まりはじめたとき、多くの将兵がこれに不満を抱いていた。実のところそれはゼノンも同様だったのだが、彼も王家の人間であり、また自軍の消しよう耗もう度合いも知っていたから、最終的には父の決定に同意した。

　サラマンドは当時、メフィウス軍との戦いで負傷しており、自宅療りよう養よう中だった。それだけに鬱うつ屈くつも溜たまっていたのだろう、王家の決定に対する不満も大きく、ある晩酒に酔った挙あげ句く、

「真の騎き士したるリュカオンどのにこそガーベラの王位はふさわしい」

　という意味の歌を即そつ興きようで歌ったがため、仲間の密告によって一時牢ろうに捕らわれたことすらあった。

　穴あな熊ぐま団だん団長が必死で弁べん護ごした甲か斐いもあり、なんとか牢から出されたサラマンドではあったが、その間、リュカオンの蜂ほう起きとメフィウス軍による討とう伐ばつという事件があった。

　自由になったばかりの身にもかかわらず、サラマンドは、周囲の目もはばからずに号ごう泣きゆうしたという。

「おれもリュカオンどのとともに騎士の信義を貫つらぬきたかった。ガーベラの騎士道は、リュカオンどのの死とともに潰ついえたのだ」

　その言葉を人づてに聞いたとき、ゼノンは唇を嚙かみしめたのを覚えている。

　彼自身、騎士道をすべての言動の規き範はんとしてきた。国を裏切ったリュカオンを許せぬという気持ちと、その騎士道を理想のままに追い求めて実現させようとする心との狭はざ間まで、ゼノンも揺れていた。

　リノアは耳打ちをつづけて、

「あのお方、ビリーナさまの行動こそガーベラの信義に基づくものとし、この噂うわさをだれかれ構わず広めておられるそうです。これを機きに、悪あく辣らつなるメフィウスから姫を奪だつ還かんすべしとも」

　リノアがここに自分を招待した理由が、なんとはなしにゼノンは理解できた気がした。

　そしてその想像どおり、リノアはサラマンドを手招いて、ゼノンと対面させたのである。

「ゼノン王子。エンデとの戦いくさはお見事な手腕でした」

「いや。国で噂されるほどに完かん璧ぺきな仕事ぶりだったわけでもない」

　手を握りあう。

　背せ丈たけも横幅もあり、穴熊騎士団の名にふさわしい武人ぶりだ。目を正面からあわせても視し線せんは逃げない。ゼノンは相手の顔色をひと目見てその企たくらみを読めるほど読心術に精通していたわけではなかったから、

（やはり、ノウェをつれてくるべきであったか）

　そんな益やく体たいもない思いが浮かんだ。

　ここに来てリュカオン信奉者の動きが活発になれば厄やつ介かいだ。下へ手たにメフィウスを刺し激げきすれば、ビリーナの身とていま以上に危あやうくなる恐れがある。だからゼノンは、

「わたしがエンデを退しりぞけられたのも、メフィウスの援軍あればこそだった」

　小さく突ついてみた。サラマンドは、ほう、というように角ばった顎あごを搔かいて、

「しかしそのメフィウス。いまは、大義に背そむく国になり果てましたな」

「誰だれにとっての大義やら。国それぞれ、人それぞれの大義はあろう。もちろんおまえも愛国者であり立派な騎き士しであるが、わたしとでは理想とする騎士道も国家像も異なるやもしれん。いま風にいうなら、価か値ち観かんのちがいという奴やつだ。それをただ単純に、自分と考えが異なるだけの相手を不義の人間だと決めつけるわけにもいくまい」

「ゼノン王子は、わたしを、国家に背そむく人間だと申されるか」

「ほれ。そうやって相手や自分をもいちいち追い詰めていては、理想の実現どころではない。毎日、抜き身の刃やいばを持ってうろついてまわるようなものだ」

　ゼノンはからかった。サラマンドは、表向き、宴うたげの席に似つかわしい笑え顔がおを維持しながら、

「わたしはそれでも構わぬと思っています」

「というと？」

「自分の理想を実現させるためならば、それを阻はばもうとする者との戦いで、連日、剣を血で濡ぬらしても構わぬと。そう申しました」

（苛か烈れつな男だな）

　ゼノンも柔らかな、王族特有の笑えみを持続させながら、心底では舌を巻いた。サラマンドも口だけの男ではあるまい。味方にすれば心強い人物だろうが、いまのゼノンには厄やつ介かいこの上もなかった。

　いったん、話を打ち切るかとも思ったが、

「ゼノンさまはそうではあられない？」サラマンドは喰くいさがった。「騎士道とは、相手に説くものではなく、自ら体現するもの。体現するということは、己おのれ自身に常に問いかけ、模索して、そして日々の試練のなかで勝ち取るものだとわたしは思っています。騎士の代表たる王族のゼノンさまが、わたしに同意してくださらないとは、実に嘆なげかわしい」

　いいきった。

　ある意味で、これは勝負を吹っかけてきたのだ。

（いまのガーベラ王族は、理想の騎士道を体現しておらぬ）

　といいたいのである。

　ゼノンは一いつ瞬しゆん、相手を真顔でじっと見み据すえた。

　ふと、宴えん席せきを楽しんでいた人々も、あちこちで友人の肩を叩たたいてふたりのやり取りに注目しはじめた。固かた唾ずを吞のんで見守る──というより、パーティーならではの別の楽しみを見み出いだした、というべきだろう。

　ゼノン自身、苛烈な性格の将としても知られている。

　そのゼノンが、論ろんを正面からたがわせようという男に、一歩、詰め寄った。

　手が振りあがったかと思うと、それがサラマンドの肩を大いに叩いていた。

　おお、と賞しよう賛さんとも失意ともつかないどよめきがあがるなか、

「おまえは求道者のようであるな、サラマンド」ゼノンは快活にいった。「まこと、騎士ひとりひとりがおまえのように自分に厳きびしい男であれば喜ばしい。だが」

「だが？」

「他人の言葉にも注意深く耳を傾けることだ。自分ひとりの考えに埋没すれば、人は矮わい小しよう化かする。わたし自身がそうであったようにな。だから、エンデ戦の際にも窮きゆう地ちに陥おちいってしまったのだ。自分が嫌いだと思い、敵だとすら思う人物をこそ、よく観かん察さつすることだ。それはすなわち自分を映す鏡かがみのようなものかもしれぬのだからな」

「──」

　サラマンドはなにもいわなかったが、その目は、あきらかにゼノンを侮ぶ蔑べつしていた。いかにもその場を取とり繕つくろうにふさわしい言葉を並べ立てて、自分との勝負を逃げたように思えたからだろう。

　そうした相手の感情をも機き敏びんに読み取ったゼノンだが、話はもうしまいだ、という風に背を向けて、リノアのもとに戻っていった。

「以前のゼノンさまなら」リノアは新しい杯さかずきを差し出しながら、いった。「ここでひと悶もん着ちやくあったところでしたわね」

「そなたのいうとおりさ。わたしは、意い気く地じなしになったのだ」

「そうですわね。それこそ、ゼノンさまはご自分を『意気地なし』などとは冗じよう談だんでも申されませんでした」

　非ひ難なんするような口ぶりかと思えば、リノアは、いままで以上ににこにこしている。

（これはこれで）

　底知れぬ娘だな、とまた杯さかずきの中身を飲み干しながらゼノンは思った。幼少から父について、あれこれと猛烈な商売の現場に立ちあってきたコチュン家の息女ならではだろう。

　と、リノアはやや真顔になって、

「お気をつけを。あのサラマンドという方も、実のところ、コチュン家の宴うたげに顔を出すようになったのは最近のことです」

「ほう？」

　思えば、以前のゼノンがそうであったように、あれほど騎き士し道どう騎士道と説く男だから、コチュン家にもよい感情は抱いていなかったはずだ。それが、ここ最近になって接近したということは。

（軍資金──か）

　ゼノンの表情も一いつ瞬しゆん厳しいものになった。

　それを眺めていたリノアは、杯を置いて、

「ひとつ、踊っていただけませんこと？」

　と、手を差し伸べてきた。




　　　　２




　一方、大陸中央部において、メフィウス、ガーベラと肩を並べるもうひとつの勢力──エンデ公国首都サフィア。

　宮殿は白く輝かがやいており、『千もの翼つばさ』とも称される、細い、帯状の装飾物が、地面からかかった虹にじの橋のごとく、本殿を無数に取り巻いている。

　最上階にほど近い位置にはためいているのは、古代魔ま法ほう王朝の旗である。エンデ公家の正統を示す旗だった。

　エンデはもともと、魔法王朝の始祖にして百年以上も大陸を統治したという伝説の王ゾディアス、その忠実な家臣によって治められていた土地である。とある時期よりゾディアスが大陸の支配よりも魔法の研究に血道をあげるようになったため、王の支配がおよばない西方ににらみを利かせる必要に駆られたエンデ公は、自らの治める土地をゾディアス王朝内エンデ公国と命名した。

　ゾディアスがある嵐あらしの夜、奇病によって突然みまかってから、大陸全土は長きにわたる後こう継けい者しや争いで混こん沌とんとした。もはや継ぐべき国も玉座もないというのに、数多くの将軍、諸侯が、わずかばかり残された腐肉にたかるハイエナやハゲワシのごとく「われこそは世継ぎにふさわしい」と名乗りをあげて血みどろの戦いをつづけるなか、エンデ一帯はひたすらに沈ちん黙もくを守った。

　他勢力から同盟を持ちかけられても一いつ顧こだにせず、国境を越えようとする侵略者相手にはただただ防ぼう衛えいに専心。

　事態をうかがうこと十数年、長きにわたる戦いでいよいよ周辺諸侯の力が弱まったと見て、第三代エンデ公は、軍勢を率いて全土統一に乗り出すことを決意。自らを、王朝の正統継承者とした上でエンデ皇帝を名乗った。歴史でいうところの『前エンデ皇国』時代のはじまりであったが、これはごく短い期間のみのことであった。時期を同じくして、大陸東部にアリオン王国が興おこったからである。

　アリオン初代の王として君くん臨りんしたのは、かつて王朝首都の守しゆ護ごを任じられていた将軍アーマ・ジャミル。アーマは内乱によって都が火の海と化したとき、東に逃亡していたが──そもそも、都に火をかけて、その隙すきに金銀財宝を略奪したのはアーマ自身だといわれている──、豊かな財力を背景に、かつての戦士団や浪人たちを雇い入れて、エンデと同じく時期を待って力を蓄えつづけていた。

　アーマは、百人もの女性を妻として娶めとっていたが、そのうちのひとりがゾディアス王のご落らく胤いんであると主張、夫たる自分こそが王朝の正統支配者であるとした。

　当然、エンデとアリオンの衝しよう突とつは避けられない事態となった。

　しかしアリオンからの先遣部隊がエンデの国境防衛隊と戦火を交えているうちに、各地での争いは次第次第に沈静化し、王朝とは別の支配体系による国家や勢力が次々と樹じゆ立りつしていった。

　これこそ百年王朝ミレニアムの終しゆう焉えんを示す事態であり、世はすでに、見えない王冠や玉ぎよく璽じを巡っての争いよりも、ただもう剣と大砲による土地の奪いあいという、より野蛮で、よりシンプルな乱世へと突入していたのである。

　ここにいたって、エンデとアリオンはいったん矛ほこを収めた。このときの和平交渉で、エンデ公が皇帝を名乗るのをやめた代わりに、アリオンも向こう十年はエンデ周辺に対して兵を進めないことを約束した、といわれている。

　以来、エンデとアリオンは距きよ離りを隔てながらも、同じ旗を掲げ、ともに王朝の伝統と血筋を正しく受け継ぐ国家だと主張している。

　エンデにおいては、とみに文化様式において王朝の影えい響きようを色いろ濃こく残しており、先述したような『千もの翼つばさ』の宮殿をはじめとした数多くの建築物が名を知られていて、また絵画、音楽においても、古いにしえからの流派を受け継いだ名作が数えきれぬほどに存在している。メフィウス人が自じ虐ぎやくと羨せん望ぼうを交えてやたらと「文化的」とありがたがる隣りん国ごくガーベラの芸術など、エンデの人々にいわせればたかだか十数年の歴史しかない、いわば流は行やりものの類たぐいでしかなく、相手にする価値もないと鼻で笑うほどであった。

　そのエンデ。

　住まう人々みなが世界でもっとも美しい都と自負するサフィアであったが、いまこの都においては、人間の所業としてはむしろもっとも野蛮で原始的ともいえる、骨肉の争いが懸け念ねんされていた。

　兄弟公子の対立がいよいよ表面化しつつあったのである。

　兄である第一公子ジェレミイは、普ふ段だんは穏おん健けん派はをよそおって、いかにも後こう継けい者しや争いなど興きよう味みがないという素振りを示していたが、ここに来て弟を痛つう罵ばしはじめた。

　いわく、

「ガーベラに進軍したのは弟の独断だ。父である大公があたかもそれを許したかのようにお言葉を改ざんしてまで、自らの力を示さんとまったくの私情で軍を動かした。その挙あげ句く、もたらされた結果はどうだ。メフィウスの援軍が来るのを読みきれず、ガーベラの王都に一歩たりとて詰め寄ることもできずにむざむざ逃げ帰ってきた。エンデは周辺のいい笑い者だよ。あのように頭のまわらぬ無骨な者に、歴史ある一国を背負えるものか」

　ジェレミイがこのようにいいはじめたのも、裏を返せば、弟の存在を無視できなくなったからでもある。弟エリック公子がガーベラに進軍したのとほぼ同時期に、エンデの北方ダイランの地にて野生の竜が暴あばれはじめるという事件が起こった。エリックはすぐさま軍を返すと、自らが幼少期より親しんだ土地でもあるこのダイランを守るため、迅じん速そくに、かつ勇ゆう猛もう果か敢かんに竜を狩った。

　この活かつ躍やくはダイランのみならずエンデ全土に広がることとなり、サフィアにおける力関係にも変化をもたらした。表向きはまだジェレミイを支持する貴族が多いものの、エリックのように決断が速く、行動力のある人間こそ次期大公にふさわしいのではないかという声も決して小さくない。

　ジェレミイは宮廷の機き微びを知っている男だ。それゆえに、自分にとって厄やつ介かいな空気を敏感に嗅かぎ取った。

（ここで攻勢に出なくては、ほかの貴族もずるずるとこの空気に引きずり込まれてしまう）

　そうした焦あせりもあったろう。

　一方の第二公子エリック。

　彼も無む論ろん、自分をあと押しする風が吹きはじめたのを感じ取った。エリックのほうこそ、攻勢に出るのはここをおいてほかはないと即断し、

「そもそもダイランの地にて野生の竜が確かく認にんされたことなど一度もなかった。それも、おれがダイランの地を留守にしていたのを計ったかのような時期に現れるなど、まるで何者かの意図が見え隠れするようではないか。そういえば、兄のジェレミイは魔ま道どう局きよくとなにやら親しいご様よう子す。この前も、こそこそとおひとりで魔道局に出入りしている姿を、家臣が見つけたようだ」

　声高にそういった。

　ダイランの地にて起こった騒そう動どう以来、エリックは兄の動向を監かん視ししていた。その結果暴あばかれた魔道局との個人的接触は、いわばジェレミイの醜聞スキヤンダルとなって宮廷中を駆け巡り、ただでさえ変わりつつあった『空気』は、まさに『風』と化して巻き起こった。

　そしてその『風』が果たしてどちら側に吹くものか、エンデ公国の重じゆう鎮ちんたちは懸けん命めいに見定めようとした。ある意味で、当の兄弟以上に熾し烈れつな争いともいえた。どちらに協力するかによって、彼らの今後の人生が天と地ほども左右されるのだから当然だ。

　情報戦や心理戦といった駆け引きがいたるところでくりひろげられた。兄につくと見せかけてジェレミイ側の情報を仕入れようとする者、弟エリックが軍容をととのえてサフィアに攻め入ろうとしているという虚偽の噂うわさを流る布ふさせる者、病びよう床しようにある大公の世話をする側近の取り込みに躍やつ起きになる者──。

　目には見えぬ剣、槍やり、矢がサフィアに、これも耳には聞こえぬ干かん戈かのひびきを打ち鳴らしつづけた。




「いよいよ近い」

　円形をした広間において、声は朗々とひびきわたった。

　本来灰はい色いろをしているはずの壁かべが、黄こ金がね色いろに輝かがやいている。広間の中央に、移民宇宙船をかたどっていると思おぼしき長大な柱がそびえ立っており、そのてっぺんから光が振りまかれているからだ。光は、人間の頭部ほどの大きさをした珠たまから発せられていた。

　柱は最下層のやや上あたりから八方向に細い通路を走らせており、それぞれが円形の壁に辿たどり着く直前の位置に、台座と背もたれの高い椅い子すがしつらえてある。

　そこにひとりずつの男が腰掛けており、いわば柱を取り囲む格好だ。いずれも襟えりをきつく止め、くるぶしまで届く長いローブを着用している。また深々と頭ず巾きんを被かぶっているために顔は見えない。

「どうやら、この国も新たな歴史を迎えはじめているようだ」

　ひとりがいうと、別のひとりが立ちあがって、

「多少の混乱はあろう。ジェレミイとエリック、ともに力は拮きつ抗こうしているといってよい。だが、それだけだ。われわれはあくまでも監かん視し者しやに過ぎぬ。われらにとっては、戦いも政変も、そして国の興こう亡ぼうでさえも、大海に投じられた一石、そこから生じる波紋のようなものに過ぎぬ。大海のうねりたる波はたやすくそれを吞のんで、波紋などはほどなくして消え去ろう」

　厳げん然ぜんたる調ちよう子しでそういうと、ほかの魔ま道どう士したちがいっせいに顎あごを引く。

　いま席を立って発言した男こそが、エンデ魔道局局長ヴォーダンその人である。古代王朝時代の貴族がしていたように、長い顎あご鬚ひげを編あみ込んでいた。

「そうであろう、ヘズル？」

　ヴォーダンが視し線せんを下向けた先──柱の台座となった場所に、ひとりの男がいた。こちらも頭巾つきのローブを羽は織おっていたが、衣服が薄うす汚よごれている上に、腕を後ろ手に縛しばられ、また両りよう膝ひざを地面につかされている。

　ヘズルと呼ばれた男は苦しげに顔をあげ、何事か口にしたが、声は発せられない。ヴォーダンは指を鳴らし、

「外してやれ」

　と命じた。

　ヘズルの背後に、二名の兵士が槍やりを携たずさえて直立していた。いずれも両方の瞼まぶたから唇にかけて、青白い、稲いな妻ずまの形にも似た刺青いれずみを施している。魔道局を警けい護ごする、エンデのなかでも特殊な部類の兵だ。その彼らが手を伸ばしてヘズルの首にはめられていた金属質の首くび輪わを外した。

「ヴォーダンさま」

　と、ヘズルの口から声が洩もれ出た。さらにつづけようとしたが、ひどく衰弱した様よう子すで、激はげしく咳せき込んでしまう。

　ヴォーダンは片手を挙げながら、

「よい。ひと月ものあいだ、五感を断たれておったのだ。三日はまともに声も出まい。しかし、愛する息子むすこ同然のそなたがそのような姿になったとて、やり過ぎたなどと自分を責める気にはならん。そなたはそれほどの大罪を負った。ジェレミイ公子に接近し、独断で資金援助を要よう請せいしたばかりか、あろうことか公子をそそのかして魔道器を地下より持ち出した。部下を用いて研究させていたようだが、これは厳げん罰ばつに値する」

　ヘズルは頭を垂れたまま動かない。

　魔ま道どう器きとは、古代王朝時代からエンデに伝わる数多くの遺跡物アーテイフアクトのことで、大公家の象徴ともいうべき品々である。ヘズルはそれを用いて、竜を操あやつるといういにしえの魔術をよみがえらせた。ダイラン地方にて突如猛威を振るった竜もそれと無関係ではない。つまりヘズルはエンデの政変にも深く関かかわろうとしていたことになる。元来、魔道局は国の一いち機き関かんでありながらも政治とは距きよ離りをおいてきたはずだった。

「前回の会合では、そなたを永久追放すべしという声もあった」ヴォーダンは、重みのある声でつづけた。「それこそ、あの愚か者のレイズスのようにな。だが、そのほうはまだ若い。同年代のどの魔道士より見込みもある。したがって、魔道局局長ヴォーダンの名において、ひと月の監かん獄ごく送りにさせてもろうた。これに懲こりたら……」

「し、しかし」

　と、ヘズルが声を発して遮さえぎった。弱々しいしゃがれ声だったが、そうして声を出す力が残されていたこと自体驚おどろきだったか、ヴォーダンが思わず口を閉ざした。ヘズルは何者かに強く頭を押さえつけられているかのように、首や肩のあたりを震ふるわせながら、ようよう顔をあげて、

「エリック公子の勢いも増しております。魔道に理解のない第二公子が大公の座につかれたのでは、われわれにも不利になるはず」

　ヴォーダンはそれを耳にすると、平静さを取り戻してかぶりを振った。

「局のことを思うての行動だというのか？　確たしかにジェレミイ公子は歴代の大公家の人間のなかでもとりわけ魔道に理解のある──というより、関心がおありになられる──お方だ。あの方はいままでも遺跡物の研究をしていたことがある。魔法を用いての統治にもずいぶんと興きよう味みがあられるご様よう子す。なるほど、あの方が大公になれば、われら魔道局はいままでにない力を得るかもしれん」

「それならば」

「力など無用」ヴォーダンは冷酷にいい捨てた。「国のなかでのみ発揮できる力になんの意味がある。たとえエンデが滅び去りかねない災さい厄やくに見み舞まわれようと、われわれは国を守るための協力こそすれ、いよいよ危ういとなれば簡かん単たんに見限るであろう。われわれの保持する知ち識しきと魔道に関する財産を、国ひとつと引き換えになどできぬからだ。その後、われわれはちがう場所に寄る辺となる場所を見つけ、また新たに組そ織しきをつくるだけの話だ」

「──」

「それに、局のことを思っての行動だというなら、ガーベラの件はどういい逃れする。リュカオンなる将が謀む反ほんを起こした際、ジェレミイ公子はこれをひそかに援助しようとしていた動きがある。これもそなたの入れ知恵であろう。ガーベラの内紛をいたずらに長引かせて、いかにしようとした？」

「さて」ヘズルは、薄うす汚よごれた頭ず巾きんの奥から、抑揚のない声で答えた。「公子が、三国関係を打破するにはいいきっかけだと思われたに過ぎぬのでは」

「そなたの魂胆は読めておる。ガーベラをいったん無力化した隙すきに、公子に西方へ注意を向けさせようとしたこともこちらはわかっているのだ。そなたの目的は、そう──バルバロイだな？」

　バルバロイ、という単語が出てきた途と端たん、広間内に声なきざわめきが広がっていった。いままで声もなく見守っていた七人の魔ま道どう士したちが、しきりと顔を見あわせている。その動揺の気け配はいがまだ引ききらぬうちに、

「あそこに手出ししてはならぬ」

　魔道局局長が、いままでにない強い口く調ちようで断じた。

「そもそもわれらエンデ魔道局が存在するのは、エンデの国のためでも、ただ魔道の技を後世に受け継がせるためでもない。魔法王ゾディアスの遺志を守り、かの方の編あまれたこの大地の運命──予言、未来──を監かん視しするためにほかならぬ。復唱せよ、ヘズル。ゾディアス王がかつて忠実なる魔道士たちに向けて最後に送られた言葉とはなんであったか」

「『なにをおいても、バルバロイを死守せよ』」

　ヘズルは息を乱しながらもそういった。

　ヴォーダンは首を縦たてに振ったが、ヘズルはそこで言葉を切ることなく、

「そのバルバロイにおいても、近年、動きが見られます。ガルダなる魔道士が西方にあらわれ、魔素エーテルを大きく乱したことで、眠りからいったん覚めざるを得ない状況になったのではありますまいか。畏おそれながら、ヴォーダンさまならばおわかりでしょう。ゾディアス王がバルバロイの死守を命じたのは、なにもかの地を大事に思われていたからではない。王には王の計画があった。王にほかならぬ魔法の叡えい智ちを授けたあの恐るべき存在に、他者が勝手に近づいては計画が無む駄だになると思って釘を刺したまでのこと。バルバロイがふたたび動き出そうとしているいまこそ、われらが行動を起こすべきです。竜神の爪つめを持ち出し、この世から逃げるように姿を消したゾディアス王の遺ゆい言ごんなどをかたく守り継いでなんになりましょう。局長、バルバロイをこの手中に。そして、われらエンデ魔道局こそが、新たな……」

「黙だまれ！」

　ヴォーダンは一いつ喝かつした。

「恐るべきことを口にする。見えるものも音もない空間、触れるもののない宇宙を漂うがごとく空虚な空間──、その魔道の監かん獄ごくにひと月ものあいだ閉じ込められていたとも思えぬ。その胆力には、このヴォーダン、賞しよう賛さんの声も惜しむまい。しかし、くりかえすがそなたは若い。若すぎる。ガルダのことも、バルバロイのことも、当然監視を強化せねばならぬ。だが、まだ人が介入する段階ではない。エンデ国内のことも無む論ろん。われわれはあくまでも人の世に関しては『目』でなければならぬ。運命を乱す『口』であってはならぬのだ。その意味がわからぬおまえでもあるまい」

「──」

「ヴォーダンさま」と、いままで黙もくして事態を見守っていたのみの魔ま道どう士しが口を開いた。「この男、あるいはレイズス以上に危険。いま一度監かん獄ごくに閉じ込め、改心を迫られては。あるいはこのまま処理するか」

　ヴォーダンはしばし考えたのち、

「ヘズル。一週間は猶ゆう予よを与える。身を休めよ。その後、もう一度ここに召喚する。そのときにも意思が変わらぬようなら、あるいはあの監獄へ永遠に閉じ込めることも考えねばなるまい。わかったか」

「──は」

　弱々しくヘズルは応じた。ヴォーダンの言葉に打ちのめされた、というより、いよいよ身体からだが衰弱して応こたえられなかった、というべきだろう。そもそも声を出せる状況にはないのだ。

　ヘズルはそのまま刺青いれずみをした兵たちに両りよう脇わきを支えられ、引きずられるようにして広間から連れ出された。

　長い廊下を経て、正方形をした、質素で狭い部へ屋やへと放り投げられる。

　兵たちが去ったあと、床の上で仰あお向むけになったヘズルはしばし身じろぎもせずに、低い天てん井じようを見あげていたが、

「若いだと？」

　ひび割れた唇から、囁ささやきが洩もれた。

「なるほど、若いだろうさ。数百年もの時を経た父上よりは、わたしのほうがよほどな」

　奇妙なことを口走る彼の目は、衰弱こそしていたが、しかし怒りや恐れ、苛いら立だちといった感情はない。

　むしろ口もとには不敵な笑えみが浮かんでいた。

「ここにもいささか飽いたな。エンデ秘蔵の魔ま道どう器きとやらにもさして見るべきものはなかった。見守るばかりだというなら、いっそ混こん沌とんの火を注いでやろう。大陸中央部が燃もえつきるが早いか、わたしが投じた一石があるいはこれを鎮ちん火かせしめるか」

　上半身を起こしたヘズルの頭から、頭ず巾きんが後ろへずり落ちた。

　エンデ魔道局所属のヘズル──といえば、つい先ごろ西方にて大きな乱が起こった際、ガルダなる魔道士を訪ねた男と同一人物のはずだ。

　しかしそのとき、ガルダの配下である魔女タヒーから負わされたはずの火傷やけどは、顔のどこにも見当たらない。

　それどころか、顔かたちまでも変わっている。あのときは若く、端正な顔をした青年だったはずが、いまの青白い顔はどこかのっぺりとしていて、正せい確かくな年ねん齢れいがわかりづらいほどだ。

　それは、以前、メフィウス宮廷にもあらわれたことのある顔だった。




　　　　３




　暁ぎよう光こう翼よく団だん所属のアックスは、アプター砦とりでの西せい隅ぐうに位置するとある一画を、複雑な表情で見おろした。

　崖がけに面した、砦の一階部分に当たる場所で、現在パーシルをはじめとした元近この衛え兵へいらが拘こう束そくされている。

　アックスは飛竜士官のなかでは飛び抜けて体格がいい。が、先日、剣けん闘とう大会準優ゆう勝しよう者しやであるパーシルと殴りあった際には、真っ先に殴り倒されてしまった。石のような拳こぶしを叩たたき込まれた顎あごはいまでもずきずきと痛む。それをさすりながら、しかし心中にあるのは怒りや恨うらみではなかった。

　彼は白髪しらが頭あたまの将軍ローグ・サイアンを敬愛していた。皇帝に歯向かった皇子を擁よう護ごしたために左さ遷せんさせられたが、その行動すら、いかにも「オヤジさんらしい」と思っていた。だが、その皇子の近衛兵が自分たちの同どう僚りようになると聞かされて、彼は強い反感を抱いた。

　空戦力を主とする軍団員である彼らは、陸おかの兵士たち以上に運命共同体としての絆きずなが強い。ひとりひとりが受け持つ部署にわずかでも手ちがいが生じれば、空から真まっ逆さかさまに落とされかねない環かん境きよう下か、仲間とは命をもわけあう関係なのである。

　そんななかに異分子としてやってくる連中があった。ローグ・サイアンがソロンから遠ざけられた原因ともいえる皇子の部下たちであり、おまけにパーシルはというと、一度はメフィウスに反旗を翻ひるがえそうとした大罪人だ。当然、いい気分で迎えられようはずがない。

　だから、パーシルに喧けん嘩かを売った。彼を選んだのは、もっとも屈くつ強きような存在を叩きのめして見せしめにしようとする意図もあった。

　しかし、返かえり討うちにあった。剣闘大会準優勝という肩書き、それに元剣けん奴ど隷れいという経歴は伊だ達てではないと思えた。

　そのパーシルたちがいま、西方と通じていた疑いをかけられ、拘束されている。

　確たしかに新参者としてのパーシルは気に入らなかったが、だが彼がまたしてもメフィウスに仇あだなさんとして西方に通じていた、というのはどうにも腑ふに落ちない。

　近衛兵たちは、その大半が、奴隷の身分にあったところを皇太子ギルに拾いあげられた者たちである。

　その彼らが、皇太子暗殺に関かかわったとも考えられない。西方から甘い声をかけられ、企たくらみを持ちかけられたのだとしても、あのパーシルのような男ならひと声のもとに撥はねつけると考えたほうが自然ではないか。

　タウーリアとの戦いくさが膠こう着ちやく状態にあるいま、上官であるローグの顔色は優すぐれなかった。もちろんその性格を熟じゆく知ちしているアックスだから、『オヤジさん』が今回の戦に乗り気でないのはわかっている。それどころか、あるいは感情のバランスがいったんおかしなところに傾けば、この戦いくさを止めることに全力をあげかねないのではないかというほどである。

　そうなると、

（つまらねえ戦だ）

　上官の気分が伝染して、自分も嫌いや気けが差してしまう。

　アックスはため息をついて歩き出した。と、数歩もいかぬうちに、通路の脇わきからひとりの女性に呼び止められた。アプターに仕えている使用人で、アックスも顔を見知っている。

　若く、おとなしそうな風ふう貌ぼうに似あわず、強引にアックスの手を取って砦とりで内の一室に誘い込もうとする。

「おいおい、まだ陽ひは高いぜ」

　声をかけるが、女は、まるで決死の覚悟を決めているみたいにアックスの手を放さない。

　憂うさ晴ばらしに遊ぶのも悪くないか、と考えたアックスだったが、扉とびらが開け放たれたとき、部へ屋やの寝台でもうひとりの女性が待っているのを見たときは、さすがに驚おどろいた。

　それも、色が抜けるように白い、凄せい艶えんな美女である。

　アックスの喉のどが思わず鳴った。

　胸に期待感が渦うず巻まいたが、それも、その女がひと声発するまでであった。




　半日後、アックスは、将軍ローグ・サイアンのもとへと駆かけつけていた。

「なんだ、おまえが相そう談だんごととは。珍しい」

「実は、どうしても将軍にお願ねがいしたいことがございまして」

　そう前置きしてから、アックスは、あの女使用人が自分を招いたのと同じ部屋へとローグを誘ゆう導どうした。

「飛ひ空くう艇てい隊たいの連中が、ナバール将軍の部下と揉もめごとになっているのです。ただの喧けん嘩かならいいが、連中、ナバールの部下をひとり部屋に拘こう束そくまでしやがったから、相手も剣やら銃やらを引っぱり出してきて、このままじゃ殺しあいになりかねません。将軍、連中にひとつ喝かつを入れてやってもらえませんか」

　そう伝えられるなり、ローグは年ねん齢れいに似あわない機き敏びんさで通路を駆かけた。アックス自身が起こしたパーシルとの騒さわぎもそうだったが、こうした騒そう動どうは、いわば部下をまとめきれない自分に原因がある。

　そしてドアを思いきり開けた瞬しゆん間かん、ローグは、ちょうど半日前にアックスが浮かべたのと同じ表情になった。

　ベッドの上に、ふたりの女性がいる。ひとりはアックスを招いた使用人だ。もうひとりは見知らぬ顔だった。容貌はローグでさえはっとなるほど美しい。顔色が蠟ろうのように白く、それだけに紅べにを差した唇がなまめかしく映えていた。

「将軍、お久しぶりです」
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　その美女から発せられたのは、しかし男性の声だった。

　ローグが目を剝むいた。後ろで、アックスがそっと扉とびらを閉めたからではない。その声に覚えがあったのと、そして改めて顔を見やるに、目前の男が顔見知りであったことに気づいたからだ。

「おまえは──シークか!?」

「将軍、お声が」

　美女の扮ふん装そうをしたシークが、赤い唇の前に一本、指を立てる。

　ローグはあわてて口を閉ざし、それから背後に控えたままのアックスを振り返った。巨漢の飛竜士官はばつの悪そうな表情を浮かべている。

　近この衛え兵へいであったころ、シークはこの男とわずかばかりながら声を交わしたことがある。それを覚えていたシークは、以前アプター砦とりでで親しくしていた女使用人──砦の情報を欲していたオルバに頼まれたため、親しくせざるを得なかったのだが──に頼んで、まずはアックスを誘い招き、今度は彼のほうで将軍を招いてもらったのだった。

「た、確たしか、黒くろ兜かぶと団だんとの戦いで行方ゆくえ知れずになったと聞いたぞ。生きていたのか。いままでどうしていた？　そうだ、おまえの味方はいまこのアプターで捕らわれの身になっている。ああ、それを知っているからわざわざ変装して忍び込んできたのだな？　まさか、彼らを助けるつもりか。命の危き機きを顧かえりみず、天晴あつぱれな心意気だが、しかしいまこの情勢では……」

「将軍、将軍、落ち着きになられて」

　シークは微笑ほほえんでローグの言葉を遮さえぎった。直後、激はげしく咳せき込んでしまう。ひとしきり肩と背中を震ふるわせたあと、

「彼らのことも無む論ろん心配ですが、わざわざ将軍にお越しいただいた理由はほかにあります」

「そ、そうか」

　ローグは狼ろう狽ばいしきりの自分を恥じらうように、深呼吸した。なにか、胸の底に抑おさえがたい情動がある。それがなんなのか、あえて自分では考えないようにしながら、改めてシークの姿を見やった。

「しかし見事に化けたものだ。いや、確か、ザット・クォークが謀む反ほんを起こそうとしたときも、おまえは美しい女おんな奴ど隷れいに変装していたな」

「よく覚えておいでで」

　体たい調ちようがよくないのか、時折シークは顔をしかめては、背を丸めがちになる。使用人がその都つ度ど心配そうに背中をさすっていた。

　ローグは高鳴る動どう悸きを意い識しきしながら、

「あのとき、おまえは皇太子さまの命を受けてそうしていたはずだ。今度はなんだ？　黒くろ兜かぶと団だんとの戦いで行方知れずとなったおまえが、なんの理由があって、わざわざ危険なアプターなどに舞まい戻ってきた」

　シークは無言で懐ふところから一通の書状を取り出し、それを将軍へと差しのべた。

　ローグ・サイアンは一読した。そして、

「馬ば鹿かな」

　と囁ささやくようにひと声洩もらした。それからもう一度頭に戻って読み返した。その行為が自分に重なったのがおかしかったのか、シークは笑いそうになり、そしてまた咳き込んだ。

　ローグの鼻息が次第に荒くなってきた。最後に、またすばやく文書全体に目を通してから、

「確たしかか」

　と聞いた。感情があらゆる角度からせめぎあっているゆえにか、表情はむしろ無に近い。

「そこに書かれてあることがすべてです」

（三日後か）

　声には出さず、ローグは心中でつぶやいていた。

　三日後、皇子が国境にまで赴おもむいて顔を見せるという。そう、皇子ギル・メフィウスだ。この書の内容が真実ならば、かの方は、オーバリー将軍の暗殺計画を知り、あえてその計画とタイミングをあわせて川に身を投げたのだという。

　オーバリーの計画を明るみに出し、願ねがわくは暗殺の実行部隊を捕らえるためだったが、その背後に『さらなる黒い影かげ』があるのを感じ取った皇子は、しばし自らの死を偽ぎ装そうしたまま西方へと身を隠していた。

　ローグは息を荒らげたまま、目を閉じては見開く、そんな行為をなんべんもくり返していた。

（皇子が生きておられる）

　そう考えるだけで、暗く閉ざされそうだった自らの、そしてメフィウスの未来になにがしかの光こう明みようが射さすように思えるのはなぜだろう？　皇子ギルは確たしかにここ一年足らずで名をあげてきた英えい傑けつである。だからといって、政治的な才覚があるかどうかまではわからない。

（だが、皇太子だ）

　それこそが、いまのローグにはなによりも大事なことだった。現在の皇帝を正面切って批判する、皇族の正統であるという事実がなによりも。

　シークは、青白い顔をしながら、そんなローグの葛かつ藤とう振ぶりを眺めていた。

　やや間があったのち、

「わかった」

　と老将軍はいった。

　それだけだった。この書の内容を信じるとも信じぬとも明言しなかった。自分がどう行動するつもりなのかを口にすることもない。逆に、

「おまえはこれからどうするつもりだ」

　と聞いた。

「わたし」シークは咳せき払ばらいを挟んで、「わたしは、このまま西方へと戻ります。実は、出てくる際にひと騒そう動どうあったもので、あちらの様よう子すも気がかりなのです。確かく認にんするためにも、いったん戻って……」

「ならぬ」

　とローグは断言した。

「将軍」

「どういう経けい緯いにせよ、いまわれわれはタウーリアと敵対している。それは確かだ。自軍の陣地内に来た人間を、むざむざ敵勢力に帰すわけにはいかん」

「わたしは間かん者じやには向きませんよ。目立ちすぎる」

「そこまで化けておいてよくもいう。ともかく、おまえはアプターに残っておれ。なにか理由をつけて一室を与えよう。そこで身をひそめているのだ」

「将軍」

　シークは青い顔を左右に振った。脱走同然に飛び出してきた自分が、タウーリアにそのまま帰れるとは思わない。だが、オルバの場合はもっと事情が複雑になっている恐れがある。果たして彼が書状で約束していたとおりにタウーリアを無事発たてるかどうか、それを確かく認にんする意味でも急ぐ必要があったのだが、

「将軍、わたしは──」

　立ちあがりかけたシークの、その腕をローグが強引に引いた。女使用人が悲鳴をあげるなか、シークの身体からだが前によろめく。その背中の辺あたりをローグはじっと眺めて、

「撃うたれたな」

　といった。

　女性ものの服が、そこだけ奇妙に盛りあがって見えるのは包帯を幾いく重えにも巻いているからだろう。前面のほうは、さらに詰め物をして、いかにも乳房のふくらみのように見せかけていた。

「医者には見せたか」

「弾は、貫かん通つうしているそうです」

　シークは青い顔で微笑ほほえんだが、

「いまのおまえが、アプターでまともな医者にかかれるものか。どうせその辺の路地裏で違法開業している闇やみ医師だろう」

　ローグがそう決めつけたとおりだった。

　タウーリアから出ようとしたとき、シークは網あみを張っていた兵士に後ろから撃たれた。背中から胸のやや下辺りにかけて、鋼こう鉄てつで刺さし貫つらぬかれた痛みがあった。それで落馬しなかったのは、さすがに名の知れた元剣けん闘とう士しというべきだ。

　道中、自分で簡かん単たんな手当てをしたものの、身体の内部から蝕むしばまれていくような痛みと熱ねつは抑おさえがたかった。正直、アプターを目の前にした瞬しゆん間かん、意い識しきを失ってもおかしくなかった。しかし彼は歯を喰くいしばって、かつてよく見知ったアプターの都市部に潜せん入にゆうすると、タウーリアから持ち出すことのできた全財産を支払い、闇医師にかかった。

　しかしローグのいうように、まともな治ち療りようが受けられたはずはない。化か膿のうした傷口に包帯を新たに巻いて、熱冷ましの薬を与えられただけだった。

「その咳せきは、内ない臓ぞうをやられている。放っておけば危あやうい。今日きよう笑っていた人間が、明日あしたにはころりとくたばっているのを何度も見てきた。どのみち、その身体ではタウーリアまで辿たどり着けまい」

「──」

「暁ぎよう光こう翼よく団だん所属の軍医をつけてやる。わたしの知りあいということにしてやるから、案ずるな」

　ローグはいうと、寝台のほうにシークをそっと押し返した。いまこうしているだけでも体力を使っていたシークは、抗あらがいもできずに寝台に倒れ込んだ。




　シークはその後、部へ屋やを移され、軍医の治療にかけられた。

　真っ白いベッドの上にひとり横になっている状況が、もどかしくもあり、奇妙でもあった。

　高い位置に窓があり、四角形に切り取られたその部分だけが外界との接点である。陽ひがのぼり、暮れて、闇やみが深まり、また陽が明けていく。

　眠っている時間以外は、シークは飽あきもせずにその光景を眺めていた。

（あれから二日……いや、もう三日経たったのか？）

　薬のせいでぼんやりした頭のなかで、そう思う。ということは、もう国境にオルバが近づいているころだろうか。あるいは、網あみを張られていたことからもわかるとおり、監かん視しの目が強化されてタウーリアからいまだに出られずにいるのか。

　もう、シークにできることはなにもない。あとはオルバの力と強運とに賭かけるしかなかった。

　こちらのアプターには際きわ立だった動きはないようだ。軍もまだ動いていないのだろう。

　書状を信じたローグが、あの手この手でなんとか総大将のナバールを押さえつけてくれているのかもしれない。

（しかし、それも三日）

　オルバがギル・メフィウスとして姿をあらわすことができなければ、将軍とてこれ以上はナバールを止められまい。

　そのローグが書状を読んだときの反応を思い返し、シークは力なく微笑ほほえんだ。

（きみが皇子さまのお芝しば居いをしていたのは、半年かそこらのはずだね）

（だというのに）

（面おも白しろいものだね。メフィウスの現状がこうでさえなければ、あるいは将軍もきみの生存に光を見み出いだすこともなかったかもしれない）

（そうさ）

（まるであらゆることが、痛みも苦く難なんでさえも、きみのために用意されている道筋のようじゃないか）

（個人の力量もさることながら、あるいはそうした、なにより自分を必要とされる状況こそが英雄を育てるのかもしれない）

（そう、それこそ、ぼくには欠けていたものなんだ）

　シークは貧しい家に育った。両親ともに汗水たらして働いて、それでも今日きようの糧かてを得るのに難むずかしいほどだった。

　しかし、シークの母はそんな生活を送るなかでも、息子むすこに誇りだけは失わせまいと、あれこれ手を尽くした。食事を抜いてでも書物を買って、教育させ、さらに自分の知っている礼れい儀ぎ作法やら外国の言葉やらを手ほどきした。

　母の家系は、はるか過去を辿たどれば、魔ま法ほう王朝の貴族の血筋だという。絶頂期には、順位は低いながらも帝位継けい承しよう権けんすら所持していたらしい。

　本当かどうかはわからない。ただ、少なくとも母は信じていた。あるいはカビの生はえていそうなそんな古い歴史を信じることで、泥水をすする生活のなかに、せめて精神的な光こう明みようを見出そうとしていたのかもしれない。

　が、それが幼いシークには、そして父には重荷となった。

　あるかなきかの不ふ確たしかな血筋の誇りとやらに血道をあげる母から、逃げるように父は姿を消した。それから、母はシークひとりきりに愛情を注いだ。自分の身を売ってでも日銭を稼かせいでシークにだけは教育を受けさせ、高い服を買ってやって、宮廷舞ぶ踊ようやたしなみとしての剣を習わせた。

　なにかあればシークの肩を抱いて、「おまえはエイランド家の血筋を引く者なのだから」と囁ささやきかける母の声が、揺れる眼光が、触れたその手が、いうなれば存在のすべてが、シークには重苦しかった。

（母かあさん）

　シークは相も変わらず高い位置にある窓を見あげながら、心のなかで呼びかけていた。

（ぼくは、あなたが思うような息子むすこにはなれなかった。でも、あなたがぼくのなかに見み出いだそうとしていた誇りを、ぼくは別の場所に見つけたんだ）

（だから、ぼくは）




　シークがアプター城じよう砦さいに辿たどりり着いてから二日後のこと。

　無む論ろん、ゴーウェンやパーシルは、彼がすぐそこにいることなどは知らなかった。狭い空間内で苛いら立だちを募つのらせているのみである。

　その日も彼らにとっては代わり映えもしない一日になった。

　が、夕暮れどき、遠くから聞こえてきた悲鳴が、元近この衛え兵へいらの運命を一変させることとなる。

　真っ先に悪い予感を抱いたのは元剣けん奴ど監かん督とく官かんゴーウェンだった。悲鳴が轟とどろいてきたのは、竜舎のある方角だったのである。

　ホゥ・ランは、その日も竜の世話に明け暮れていた。外に出て歩かせていた竜たちを檻おりに帰していたとき。

　最後の一頭を檻に入れ、鍵かぎをかけるかかけないかの瞬しゆん間かん、後ろから組みつかれた。

　口を塞ふさがれ、叢くさむらのなかへと引きずり込まれる。

　竜舎の掃除など、大掛かりな作業は奴隷数人が手て伝つだうが、こと竜の世話となるとホゥ・ランがひとりきりでやっていたため、辺あたりに人ひと影かげはない。

　ホゥ・ランの身体からだを、男たち数人が押さえ込んでいた。

　声を発することのできないランの眼光が、鋭するどく男たちを見つめている。対する男たちは、獣じゆう欲よくを剝むき出した視し線せんで、赤い陽ひ射ざしと、檻の投げかける影かげで斑まだら模様に染まったランの身体を無ぶ遠えん慮りよに眺めている。

　前々から彼女に野や卑ひな声を投げかけていた兵たちで、おそらくはナバールの配下だ。

「どうせ西方育ちの女だ。好きにしても、誰だれもおれたちを咎とがめることはねえだろうさ」

「ゼルド人の男じゃできないやり方でかわいがってやる」

　ランの浅黒い肌を男たちの手が這はいまわりはじめた。

　抵抗しようにも、さすがに身動きできない。塞がれた口と手のあいだから、ランの荒々しい息吹いぶきが空むなしく洩もれていた。

　ひとりがランの衣服を脱がしにかかった瞬しゆん間かん、その男に投げかけられていた夕ゆう陽ひが、ふと巨大な影かげに遮さえぎられた。

　ランの肢し体たいそのものをも黒く吞のみ込むような巨きよ影えいの主は、たったいま檻おりに入れられたばかりの中型竜バイアン。

　目は赤く血走っている。檻をも壊こわす勢いで外へと飛び出てきたのだ。

　男たちが悲鳴を迸ほとばしらせるより早く、唾だ液えきの糸を引きながら口が搔かき開いていた。

　剣にも似た牙きばが男の首筋を突き破り、あざやかなほどに赤い血が多量にしぶいた。

　悲鳴と怒ど号ごうとが炸さく裂れつし、それを竜の咆ほう哮こうがいく度となく搔き消した。

　騒さわぎを聞きつけた兵たちが、剣や銃を引っさげてやって来たときには、ランを押さえ込んでいた兵たちすべてが命を断たれていた。

「か、構えろっ」

　隊長格らしき男が号令を発すると、兵たちが膝ひざ立だちになって銃を身構えた。「撃うて」と命ずるより早く、血肉をむさぼり喰くらう竜と、銃とのあいだにさっと人影が立ちはだかった。

　返り血を浴びて赤く染まったホゥ・ランの目に、薄うすく涙が浮いている。

「わたしが鎮しずめる。銃をしまってほしい」

「そこをどけ。どかねば撃つぞ」

「この子は、彼の帰りを待っている。それまではわたしが守ってあげると約束した」

　ランはいうと、ずらりと並んだ銃口に背を向けてバイアンの首筋にすがりついた。竜が血の泡を口から吐き散らしながら吠ほえた。うるさそうに首を振ると、ランの身体からだが地面に叩たたきつけられる。バイアンは牙を剝むいて威い嚇かくした。血に猛たけっている。こうなると、たとえ長年のつきあいがある調ちよう教きよう師しでもあっさり喰い殺されてしまいかねない。

　しかしランはあきらめず、何度もバイアンに挑いどみかかった。尻尾しつぽに打うち据すえられても、牙が眼がん前ぜんに迫ろうと、ランは必死に首にすがりついて、鱗うろこを撫なで、何事かを囁ささやいていた。全身はすでに傷だらけだ。何度も跳はね飛ばされているのと、竜の硬い鱗にこすれて皮ひ膚ふが裂けているためだ。

　頰ほおの肉もごっそりめくれ、もはや返り血などではなく、自身の血に赤く染まっている。

　それでも竜の首に頰ずりするランの姿に、見守っていた兵たちはほとんど呆あつ気けに取られていた。彼らが立ちつくしているうちに、バイアンの声が次第次第におさまってきた。足を踏み鳴らすのをやめ、尻尾を振りたくるのもやめて、力なく頭を垂れるその竜に、もたれかかるような格好でランの腰がずるずると落ちていく。

　気を失ったのだ。




　この知らせを受けたナバールは、一瞬、驚おどろきとも喜びともつかない顔になった。

　ホゥ・ランひとりを軟禁から解いたのは、この西方出身の女をきっかけに騒そう動どうのひとつでも起こせば自分に都つ合ごうがいいと踏んだからだが、まさか監かん視しの兵すべてが竜に喰くい殺される事態にまでなろうとは思っていなかったのだ。

　が、ともあれ、

「ゼルド人の女め。本ほん性しようをあらわしたな」

　いかにも激げつ昂こうしたように、ナバールは席を蹴けって立ちあがっていた。

「こちらの陣を内側から崩そうという狙ねらいだったのだろう。あ奴やつらを檻おりに入れろ！　見せしめと報復のため、銃殺刑に処してくれるぞ」










　五章　獅子と少女、それぞれの墓標
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　ボーワン・テドスが、ラバン老師の自室を訪ねたのは、オルバが拘こう束そくされてより二日後のことだ。

　本来なら、耳に入った時点ですぐに問い詰めたかったのだが、なにしろ各地からの援軍が相次いでタウーリア入りしてきたので、その応対に手間取られた。そんなわけで、ラバンにはオルバのこと以外にも恨うらみ言ごとをぶつけたい思いがした。タウーリア太たい守しゆアークス・バズガンの入城を遅らせているのもラバンの意向だという話だからだ。

「弱よわ音ねを吐くようですが、わたしひとりでは手がまわりません」

「これも経けい験けん」

　ラバン・ドウは床ゆかの上に敷しき布ふを広げ、その上で腹はら這ばいになっている。煙草たばこを吹かしていた。

　本来ならば、もう立って歩けるくらいには回復しているというが、そのためには杖つえが必要になる。この、一見他人からの視し線せんになど無む頓とん着ちやくにも見える老人が、実のところプライドの塊かたまりであるのをボーワンは承知している。

　杖つえに慣なれないうちは、無ぶ様ざまな姿を見られるのが嫌いやなのだ。もっと見事に杖を用いて歩けるようになるまで、外には一歩たりとて出ないつもりだろう。そのくせ、気を許したと思えるボーワン相手には、いまのような腹はら這ばいの姿を見せもする。

「いざとなれば、他国からの部隊にも号令をかけて先頭に立たねばならぬ身。ひとりひとり、直接顔を見ておくがいい。じかに顔をあわせているのといないのとでは、今後に雲うん泥でいの差が出てくる」

「わかるつもりですが──ああ老師、それより、いまはオルバのことです」

　ボーワンは本題を切り出した。

　オルバやその仲間の動きに網あみを張っていたのは第六兵団長ナトークだ。彼に聞いたところ、アークスの命令であり、ラバンの許可も受けていたという。

（自分にはひと言も聞かされていなかった）

　恨うらみ言ごとはいうまい、と思いつつも、いまや実質的なタウーリアの最高責任者であるボーワンにしてみれば、忸じく怩じたる思いがある。

「現在、彼はどうしているね」

「軟禁状態です。メフィウスへ送った密使のことを聞いても、口を割りません。通常なら、敵国に通じていたかどで拷ごう問もんにかけるところですが……なにしろ」

　ガルダを討うった英雄である。それに、先ほどの対メフィウス戦では戦果もあげている。ボーワンとていざとなれば──すなわち国を守るためとあれば──冷れい酷こくに徹てつすることのできる人物だ。あまりにオルバの態度が頑かたくなならば、地下の拷問室に送ることも選せん択たく肢しのひとつには入れていた。

「ふむ」ラバンは口から紫し煙えんを吐いて、「しかし密書を送ったとて、その内容がどのようなものか。こちらの軍容を伝えたところで、メフィウスにしてみればやれることは数少ない。つまるところは前回と同じ戦いくさだ。ただし今度は奇き襲しゆうも通用しまい。あと考えられるとすれば、タウーリア内部でオルバやその仲間がメフィウスの攻こう撃げきに呼こ応おうして搔かきまわすことくらいだが……、これも現実的ではない。オルバとその仲間は数が少なすぎる」

　その辺あたり、オルバ隊の処しよ遇ぐうの難むずかしさにも出ていた。ナトーク隊の邪じや魔まをしたメフィウス人ギリアムは密告の片棒を担かついでいたといえなくもないが、たとえばタルコットやスタンなどは、オルバが来る以前からタウーリアの傭よう兵へいをしているし、クルンなどは他国であるヘリオの見習い兵だ。

　もちろん放置しておくわけにもいかないので、こちらもオルバと同様、広い部へ屋やに全員を押し込めている。

　つまり、このとき、アプターとタウーリア、ユノス川を隔へだてたふたつの都市で、オルバとその顔見知りたちが大勢自由を奪うばわれたことになる。

「だからこそ、オルバ自身の口から文ふみの内容を明かしてもらわねば。ラバン師、あなたが直接出向いてはいただけませんか」

「無む駄だ足あしはごめんだ」ごくあっさりとラバンはいう。「いまわしがいったとて、仮面は口を利くまいよ。そのうちに泣きついてくる。それよりタウーリアの糧りよう食しよく確かく保ほの問題だ」

　ラバンは別件を持ち出し、オルバの話題はとりあえず終了した。

　が、翌日、国境警けい備び隊たいからの定期報告を受けるため、館やかたから外に出たボーワンに、

「ボーワンどの」

　馬を寄せて声をかけてくる人物があった。堂々たる体たい軀くに、黒々とした髭ひげ、青い甲かつ冑ちゆう。噂うわさに聞く、カダインの青竜ニルギフである。

　昨日きのう遅くにタウーリアへ辿たどり着いたばかりだ。しかし、門をくぐったのは兄と彼のふたりきりである。率いてきたはずのカダイン兵たちはどうしたのかと問えば、

「遅いのでおいてきた。二、三日後には着くだろう」

　と涼しい顔であった。

　そのニルギフ、一見重そうな身体からだを苦にもせず、馬から敏びん捷しように飛び降りるなり、

「オルバのことを聞きましたぞ」

　と口にする。

「オルバ？」

「おとぼけめされるな。彼を、拘こう束そくさせておるらしいですな」

　ボーワンは鉄てつ面めん皮ぴをまとった。内心で舌打ちする。オルバを捕らえている事実は極秘のはずだ。彼は前回銃じゆう撃げきされた傷がまだ癒いえず、治ち療りように専念していることになっている。

（誰だれが洩もらした）

「彼がメフィウス人だから？」

「どういうことです」

「メフィウス出身者である彼を、見せしめのために処刑するつもりなのではないか、と、いまやタウーリアの住民までもが噂しておるのです」

「馬ば鹿かな」

「そう、馬鹿げたことです。おれはまだあの男に借りを返していない。家族を救ってくれたこともそうだが、戦いくさでの勝負も預けたままだ。勝手に処分されては困る」

「ニルギフ、礼を失しておるぞ」

　さらに赤竜モロドフまでもが姿を見せた。こちらのほうはボーワンもコルドリン丘きゆう陵りようでの戦いで遠方から見たことがある。ただしそのときは敵としてだった。

　モロドフは弟の無作法を詫わびながらも、

「彼は西方全土を救った英えい傑けつアークスどのの、もっとも強き『剣』として知られておる。ニルギフ、噂も当てにはならぬものだ。彼を処刑などしてしまえば、タウーリアが西方各地より非ひ難なんされかねないことは、ボーワンどのとてとうにご承知のはずであろう」

　ボーワンにあてこするようなことをいう。

「でしょうな」ボーワンは表情を殺したまま左右に首を振った。「オルバはわがタウーリア配下の傭よう兵へい。彼がいま、どこにいて、どのような任に就ついているのか、いかに同盟相手とはいえおいそれと口外するわけにはいきませんもので。それでは」

　ボーワンは馬を飛ばして赤竜青竜のもとから離はなれたが、無む論ろんそれで話が終わりになるわけがない。民たみのあいだでも噂うわさになっているというなら、もはやオルバのことを包み隠しているわけにもいかなくなってきた。だが、彼がメフィウスに密使を送って、そのために拘こう束そくされているのだ──などと事実を話せば、ますますタウーリアの士気は混乱する。

（ええい、扱いにくい男だ。この期ごにおよんで、どうしてメフィウスなどと）

　ボーワンは心底腹が立った。

　いざとなれば、銃じゆう撃げきの傷が悪化して死んでしまったことにしたほうがいい。あとは人知れず本当に命を奪うばってしまうか、あるいはせめてガルダを討うった功こう績せきを考こう慮りよして、仮面を外した上で放ほう逐ちくしてしまうか。

（しかし、惜しい）

　ボーワンは、自分のほうこそ『この期におよんで』そんなことを考えていた。

（惜しい男だ。どうにかならんものか）

　そう思えばこそ、ボーワンはその日の午後、多忙な合間を縫ぬって、自らがオルバの閉じ込められている部へ屋やへと足を運んだ。

「噂になっている」

　とボーワンはいった。

「民のなかから、おまえの命を救ってくれ、と懇こん願がんする声も多いそうだ。こうなることを期待して、おまえが噂を流させたか？」

　かまをかけてはみたものの、オルバはあの晩からここにいる。タウーリアの兵以外とは顔もあわせていないはずだ。

　対するオルバは無言だった。ただひとつの机と椅い子すがあるきりの、殺風景な部屋内にあって、鎖くさりをつながれた竜よろしく、じっと静かにうずくまっている。そう見せかけながら、鋭えい利りな牙きばと爪つめを研とぎ澄すまし、油断して近づいてきた人間を一撃のもとに喰くいちぎりかねない危あやうさが、仮面の向こうに光る眼まな差ざしにひそめられていた。

　あまりに無反応なので、

（その仮面を外せ）

　とボーワンはわめいて、強引に鉄仮面をもぎとりたい衝しよう動どうに駆かられた。顔を隠した相手からはどのような感情も意思もうかがえない。

　しかしそこは堪こらえた。

　ただ、最後、ボーワンが立ち去り際ぎわ、

「三日」

　とオルバが口を開いた。

「なんだ？」

「おれがここに来て、今日きようで三日め。まちがいありませんか」

「そのはずだ」

　どうでもいいことだ。てっきり、そんなどうでもいいことをきっかけに話しはじめるかと思いきや、またもオルバは口を閉ざした。

　ボーワン・テドスはしばし立ち止まっていたが、彼も今日中に済まさねばならないことが山とある。結局、その場を立ち去った。




　ボーワンが去ったあとも、オルバは椅い子すに腰かけた姿勢をずっと維持したままだった。

　それ以前もまったく同じだったかというと、時に立ったり、室内をうろつきまわったりと、落ち着きがない。あるときなどは徒手のまま、剣の素振りのような真ま似ね事ごとをしていた。

　それで、なにを考えていたかといえば、

（馬上でモロドフ、ニルギフのような敵と相あい対たいしたときどうすべきか）

　などという、メフィウスやタウーリアとは直接関かかわりのないことである。

　なにしろ待たされる時間が長すぎた。ボーワンが訪ねてきたときも、ここを逃のがせばまた長い時間を待たされるとあって、思わずこの機き会かいに飛びつきそうになった。が、ことを焦あせるとろくなことにならないのはいまのわが身が証明している。

　ひとつのことばかりを考えていては、根をあげてしまいかねない。

　だから、戦場でのことを思い出した。猛将モロドフ、ニルギフは馬上槍やりの達人だった。そのいずれとも戦ったことがあるが、明めい確かくな勝利を摑つかんだとはいいがたい。この先、彼らのごとき相手と対したとき、いかに戦うべきか。

　オルバは最初、槍と剣の二段攻こう撃げきを想定した。槍で正面から突いてもかなうまい。だから手た綱づなを口にくわえ、右手で槍を投とう擲てきしながらその勢いで左に引いた剣をつづけざまに突き刺す。

　その動きまで練習した。もちろん、軟禁の際に武器の類たぐいは取りあげられているから、実際に剣を振るって練習するわけにはいかなかったが、オルバとて若いながら実戦の経けい験けんは豊富にある。あまたの戦いの記き憶おくが、イメージトレーニングの助けとなった。

（悪くないが）

　息があがるまでくりかえしてから、オルバはさらに別の方法を模索した。両の手に武器を構えたまま馬や竜を自在に操あやつるのは難むずかしい。乱戦混戦となった場合にはなおさらだ。それに最初からふた振りの武器を持っていたのでは、こちらの意図を気け取どられやすい。

（だから、剣を腰に収めたまま、まずは槍を）

　オルバの見つめる闇やみには、馬を駆かって迫り来る赤竜モロドフの姿がある。

　遠すぎず、近すぎない距きよ離りで槍やりを放る。渾こん身しんの力である必要はない。むしろ次の動作をスムーズにさせるためにも、これも強すぎず弱すぎず。モロドフならば造ぞう作さもなくこの槍を払う。オルバは胸を張って馬を飛ばす。槍を払ったモロドフが、無手となったオルバへまっしぐらにおのが槍を突き出してくる。顔にびゅうと風が吹きつける思いがした。

（ここだ）

　瞬しゆん間かん、オルバは前のめりになって、腰から剣を抜き払う。

　馬が交差しあった。胴どうを払われたモロドフが、落馬する──。

　そこまでのイメージはできた。大事なのは、腰から剣を抜く、という動作と、相手の胴を払う、という動作がまったくの同一であるべきだということだ。

（長剣でないほうがいい）

　兄ロアンからもらったあの小剣くらいの長さがちょうどいい。

　オルバはひとり、立った姿勢から膝ひざをたわめて前まえ屈かがみになり、腰から剣を抜き払う動作をくりかえし修練した。

　汗を搔かいて、無心に身体からだを動かすことで、いっとき、焦あせりも、ある種の後こう悔かいも忘れた。現実逃とう避ひというのではなく、ともすれば心身を支配しそうになるそれら負の感情を退しりぞける意味もあった。

　そしてボーワン・テドスが去った直後、

（三日か）

　残されたオルバは、椅い子すに腰かけたまま、考えていた。

　馬を日中飛ばせば、シークはすでにソロンにいる計算だ。書状で約束したとおり、そこからさらに三日後に自分が訪れるとあれば、遅くとも明日あしたの日暮れ前にはここを発たたねばならない。

　周囲に人ひと影かげはない。恐ろしいほど物音も絶えていた。

（くだらねえ失敗をした）

　身体を動かしているときには忘れかけていた感情が、ついついよみがえってくる。強い悔かい恨こんに焼かれ、頭が煮にえ立ちそうだ。

　密書をしたためた時点で、覚悟は決めていた。シークに念を押されるまでもない。これまでも──西方でのガルダとの戦いを通じて──仮面を脱ぎ捨てるという未来を考えないでもなかったからだ。

（だが、そこにおれはなにを見ていた？）

　いつもなら、仲間でさえ苛いら立だつくらい、周到すぎるほどに準備をする彼が、今回ばかりは先を急ごうとするあまりに辺あたりの観かん察さつを怠おこたってしまった。結果、いまのような身動き取れぬ状態にある。

（なにも見ていなかった。おれは、自分が何者で、何者になろうとしていたのか、明めい確かくな答えを持たなかった）

　気がつけば、オルバは自分の仮面に手をかけていた。

（おれは、どうしたいのだ？）

　その問いかけは、この三日のあいだも、常にまとわりついて離はなれなかった。覚悟ができているということと、迷いがないということは決して同列ではない。

　ふたたびメフィウスの皇太子、その顔を取り戻したとして、

（タウーリアとの戦いくさを止める。それで、なんになる。この後も、皇太子の演技をつづけて、世にあまねくすべての戦に介入するつもりか。誰だれも悲しまない、誰も命を落とさない世のなかをつくりあげるつもりか？）

（バーダイン教徒じゃあるまいに）

（おれは──）

　英雄になりたかった。

　万の軍勢を率いて、自国を勝利に導みちびく、そんな英雄に憧あこがれていた。

　のちの歴史に豪ごう華か絢けん爛らんな挿さし絵えとともに語られるような、そんな存在に。

「むん」

　立ちあがるなり、突然オルバは鋭するどい呼こ気きを発した。

　それを頭上に置き去りにする勢いで前のめりになり、次いで、腰から目には見えぬ剣を解き放ちざま横一文字に振るう。

　眼前で風が巻き起こった。

（ふっ）

「ふふふ」

　もしこの室内で何者かが闇やみと同化し、目を凝こらしてオルバを監かん視ししていたとするならば、ついにオルバは精神のたがが外れてしまったのかと疑ったかもしれない。

　噴ふき出したオルバは、床ゆかを転がって、天てん井じようを仰あおいで笑い、そして床ゆかに拳こぶしを何度も叩たたきつけた。

　自分は何者か。

　幼少時代からそう問いかけつづけてきた。

　兄のロアンは、誰にもそんなことはわからない、といった。

　幼おさな馴な染じみのアリスは、そんなことはくだらない、といった。

　そしてガーベラからやってきた、こまっしゃくれた十四の姫君は、オルバ自身に、

（オルバ、わたしは何者か）

　と問うた。

　オルバはげらげら笑って、そしてひとしきり笑いの発ほつ作さがやむと、天井を見あげた仰向けの姿勢でぴたりと静止した。

「くだらねえ」乾いた唇からぽつりとささやきが洩もれる。「そのとおりだ、アリス。くだらねえよ、こんなことは」

　目を閉じた。

　去来するのは何者の姿であり、どこの、いつの時代の風景であったのか。

　オルバはひょいと両足を宙に放ると、それを地面に振りおろす反動で身体からだをひと息に起こした。

（やってやる）

（おれの喧けん嘩かの相手は、グール。貴様だ。民たみのことも、将来のことも、いまは知るものか）

（おれからすべてを奪うばい、いままたおれの見知った人々を燃もやそうとしているおまえだ。それでいい。それで十分だ）
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　いよいよオルバの噂うわさが広まるにつれて、ボーワン・テドスのもとには、その助命を乞こう人々があまたと押し寄せるようになった。

「根拠もない噂に振りまわされているようでは、メフィウスに情報戦をしかけられたときにどうするつもりだ」

　ボーワンは叱しつ咤たして大半は追い返したが、なかには無視できぬ声もある。

　ヘリオの騎き竜りゆう隊たい隊長ラスビウスであり、カダインの青竜赤竜である。双方とも、書状を送りつけてきた。

　彼らはこれをあくまでも『真しん偽ぎ不ふ確たしかな情報』としながらも、内容はというと嘆たん願がん書しよそのものである。いずれも正式な署名がしてある上に、ラスビウスは、

「ロージィ・ヘリオ殿下が、いずれオルバと再会できる日を楽しみにしておりますれば、いかなる事情があるにせよ、彼の処置にはご寛大なものを期待しております」

　と記しているし、カダインの双竜のほうは、

「わが主君リマ・カダイーン姫は、こたびのメフィウス侵攻に際して、あるいはメフィウス人たるオルバの身になにかよからぬことが起こるのではないかと大変危き惧ぐされていた。とんだ杞き憂ゆうであったと姫がのちのちにお笑いになられることをわれわれは確かく信しんしている」

　とある。

　ボーワンから二通の書状を見せられたラバン・ドウは笑った。あまりに笑うもので、煙草たばこの煙にむせてしまい、それが腰に響ひびいて、しばらく痛みに悶もん絶ぜつした。

「そうか」

　といったのは、書状に目を通してからだいぶ経たったころあいである。そして、

「三通目は？」

　と聞いた。

「え？」

「書状はないか。では、直接いわれたか？」

「……はい」

　不ふ承しよう不ぶ承しようボーワンは認めた。オルバの噂うわさを聞きつけて、その確かく認にんのためにボーワンを訪ねた人物がほかにもうひとりいる。

　エスメナ・バズガンその人だ。

　それらのことを聞かされたのち、軍師は改めて口を開いた。

「あの男、今度の行動があってもなくても厄やつ介かいな存在であったのはまちがいない。殿がお帰りになられるまで、体ていよく閉じ込めておくのも方法のひとつではあったが」

「密使のことは、どうお考えになられているのです」

「単にメフィウスと内通していたとしたら、あの男の行動は不可解に過ぎる。わしはこういうとき、どうするか。どうすると思う。そう、考えるのをやめてしまうのだ」

　はあ、としかボーワンには応じようがない。ラバンの目はどこかきらきら輝かがやいている風である。それが、アークスに次ぐ新たな生徒役を見み出いだして生きがいに燃もえている老人の目だとは、ボーワン自身は気づかない。

「どうせ国こつ境きよう線せん上に部隊を展開し、メフィウスへの警けい戒かいはすでにやっている。内部に関しても、ナトークが見張りを強化しておる。だから不ふ都つ合ごうはない。だから放っておいた。向こうから必ず動きがあるだろうからな。それが」

　と、二通の書状をひらひらと振って、

「別の方角から動きがあろうとはな。予想はしていたが、それよりはるかに上まわっておった」

「予想を、されていた？」

　ボーワンが問うと、この枯れ木のごとき姿をした老人は、実に恐るべきことを口にした。

「そう、オルバのことを噂として流したのは、わしだよ」

「老師！」

　ボーワンは仰ぎよう天てんした。老軍師の語るところによれば、

「自分はガルダ討とう伐ばつ戦せんにも同行せず、またその後の西方各地の情勢もこの目で見ることができずにいた。だから直接にはオルバの影えい響きよう力りよくはわかりかねた」

　ために、それをはかる意味あいもあったという。

「小さいようならば、そのまま閉じ込めておいて、邪じや魔まになったときに消す。大きいならば、使い道を熟じゆく慮りよし、そのときに決める」

　ボーワンはやるせないような気持ちになった。が、この老人に伝えねばならないことは、書状以外にもうひとつあったので、気力を振り絞った。もうひとつのことこそ、すべてこの老人の読みどおりであったことをなにより示していた。

「オルバが、老師に会いたいといっております。そのときになにもかも話すと」

「ほう、足腰の立たぬ老人を連れ出すか」

「わたしではいかんともしがたい。お力添えを願ねがいます」

　頭をさげたこのとき、ボーワンは敬愛してきた老軍師をはじめて憎みたい気持ちになった。

　それは、アークス・バズガンと同じ種類の感情だった。




　オルバの閉じ込められている部へ屋やへと、ラバン・ドウはできる限り早足で向かった。腰を曲げて、慣なれない杖つえを使いながらのぎこちない足取りだ。前後左右を武装した兵士が警けい護ごしていたが、彼らがつまずきそうになったラバンにうっかり手を差しのべようものなら、この老人はぎょろりと凄すさまじいにらみをくれた。

　屈くつ辱じよくを吞のみながら、ようやくのことで辿たどり着くなり、ラバンは人払いを命じた。扉とびらには鍵かぎを閉めさせ、その外を兵士たちに守らせる。

　卓たく子しひとつを挟んで、老軍師と、若き英雄とが向かいあった。

「こうして直接お目にかかるのははじめてか、オルバどの」

「──」

「おや。わしになにかいいたいことがあって、招いたのではなかったか。用がないのなら帰らせてもらう。老い先短いわしのこと、そうそう無む駄だな時間を費やしてはいられない」

「わたしを」

　オルバがいった。杖に体重をかけて腰をあげかけていたラバンの目を見つめながら、

「わたしを、メフィウスへと向かわせていただきたい」

「メフィウスに」

「はい」

「それで、なんとする」

「アプターに顔を見知った将がおります。その性格のほどもよく知っている。彼を取り込めれば、この戦いくさ、未み然ぜんに防ぐことができましょう」

「ほう、そなたメフィウスの剣けん闘とう士しであったな。将に知りあいがいたとして不ふ思し議ぎではないが、しかし甘い」

「甘い？」

「たかだか将ひとりの気持ちていどでは、この情勢動くまい。号令を発したのは皇帝グール・メフィウスその人であろう。聞くところによれば、今度の戦を皇太子の弔とむらい合がつ戦せんと位置づけておるらしい。大したお題目だ。それゆえ、振りあげた剣は皇帝自身の決断がなければそのまま鞘さやに戻ることなどあり得まい。そんな状況にあって、将ひとりを取り込めたところで、よくて時間稼かせぎができるていどであろう」

「グール・メフィウスは家臣を信じず、家臣もまた皇帝を信じておりません。将ひとりが義の旗を振りかざしてこれに異を唱となえれば、同どう調ちようする者も多数ありましょう」

「それも」

「甘いと？」

「そのとおり。まるでメフィウスの内情をよく知っているように抜かしおるが、根拠などそのほうにも示せまい。現に、メフィウスでは一度内乱騒さわぎが起きておるが、そのとき皇帝に反旗を翻ひるがえしたザットなる男につづこうとした者など皆かい無むだ。グールは、わしの目からすると、よく国をまとめておるよ。たとえその形が恐怖政治に近いものであれ、国を波乱なくまとめあげる手腕は確たしかだ」

「ザットに求心力はありませんでした。掲かかげるべき大義も無に等しかった」

「だというなら、そなたの知る将は、皇帝の支配を覆くつがえすほどの求心力がある人物なのか？　名をなんという」

「ローグ・サイアン。ともにアプターにいるオーダイン・ロルゴも、味方になってくれる可能性が高い」

「聞いた名だ。なるほど、いずれも勇将。されど雪崩なだれを生むきっかけとしては、いかにも小さい。やはり、時間稼かせぎにしかならぬ。まあそれも手のひとつではあるがな。敵に内うち輪わ揉もめをさせている隙すきに、こちらがちょっかいをかけることも考えられる。やらぬよりまし、といったていどであろう」

「いえ。西方にも、手出し無用にお願ねがいしたい」
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「なんという？」

「これ以上、双方ともに一兵たりとて国境を越えることを許さぬと。そう申しました」

「許さぬとな」

「はい」

「大した口を利く。では聞こう、そなたは何者だ。メフィウスの将を知り、内情にも詳しく、またタウーリアともども自制を命ずるそなたは」

　ラバンのぎょろりとした目がオルバの仮面をねめつけた。

　あたかも鉄をも見通すかのごとき眼力だったが、対するオルバは平然とした調ちよう子しで、

「そう聞かれる時点で、老師にはおわかりのはずでしょう」

「なんだと？」

「それとも、本当におわかりになられていない？　タウーリアの恐るべき軍師、ラバン・ドウともあろうお方が？」

　声には嘲ちよう弄ろうのひびきさえあった。

　この瞬しゆん間かん、オルバは老人の扱いをまちがえたというべきだ。ラバン・ドウはその視し線せんから一瞬にして力を抜くと、普ふ段だんの、飄ひよう々ひようとした表情に舞まい戻り、ゆっくりと席を立っていた。

「あたかも大人物のように振る舞いおる。だがもうよい、このラバン、小人を相手にしていられる時間はない」

　彼はぱちりと指を鳴らし、その場に兵を招き寄せた。

　鷹たかのような顔をした兵数名が、鍵かぎとともに扉とびらを開けて姿を見せる。ラバンは無言でこの扉をくぐった。

「ラバンどの」

　背中に声がかかったが、老軍師は足を止めない。兵に、扉を閉めるよう命じた。

　その扉が重々しい音を立てて閉ざされる寸前、

「軍ぐん配ぱいは、無事、戻ってきたようだな」

　と聞こえた。

　ラバンの足がぴたりと止まる。

　オルバはつづけて、

「ラスワン・バズガンの蜂ほう起きのことは聞いた。それを考えると、よいタイミングで返へん還かんできたことに、おれもほっとしている。反メフィウスを唱となえるラスワンなどに玉ぎよく座ざにつかれていては、おれも厄やつ介かいだからな」

　ラバンは手を伸ばした。扉が閉ざされる直前、わずかな空くう隙げきに身を割って入らせたのだ。

　彼は無表情で、兵たちにもう一度さがるよう命じた。

　音を立てて扉が閉められると、ラバンは大おお股またでオルバへと詰め寄った。

　息が顔にかかるほどの距きよ離りで、

「仮面を外せ」

　とラバンはいった。

　オルバは応こたえない。ただ、仮面の下で微笑ほほえみを浮かべている。ラバンはただでさえ大きな目をひん剝むいてこれを正面から見つめていたが、

「仮面を、お外しになってはいただけないか」

　と言葉を改めた。

　直後に、ラバンの顔に怒りの色が湧わいたのは、このときさらにオルバの微笑が深くなったからだ。

　が、すぐにその怒りも氷のように溶けた。




　幾ばくかのときが流れた。

「なるほど」

　と、ラバンはいった。

　卓たく子しの上には、鉄仮面が置かれてある。

　ラバンはもう一度「なるほど」と小声でいった。表情こそいつもの俗世間からはみ出した超ちよう然ぜんたる老人そのものだが、その褐かつ色しよくの手がかすかに震ふるえていた。

「……なぜ、最初にお顔を見せていただけなかった。言葉を百ほど消費しつくすよりも、そちらのほうがよほど効果的だったものを」

「いきなり素顔をさらしても、むしろ疑心を募つのらせるだけかと思ったもので」オルバは小さく肩をすくめた。「タウーリアはなにしろ、ガルダのような魔ま道どう士しとの戦いくさがあったばかりだ。魔道の仕し業わざかと勘かんぐられる恐れもあった」

「ガルダのことまでご存じか」

「老師、老師。ガルダを討うち取ったのは」

「お、おお。そうであった」

　ラバンは老ろう獪かいな軍師らしくもなく、しきりに頷うなずいた。

　それから、やや長いため息を吐ついて、

「ちらりと考えぬでもなかった。しかしあまりにも……あまりにも、馬ば鹿かげていた。わしも歳としを取った。常じよう識しきに捕らわれすぎてはならぬと自分を戒いましめておきながら、しかし肝かん心じん要かなめのところで凝こり固まっていたらしい。アプターでのときと同じだな。そなた……いや、あなたは、わしの読みを嘲あざ笑わらうかのように自軍の砦とりでを爆ばく撃げきしたのだった」

「──」

「あなたなれば、確たしかに将に号令を発し、時勢を動かすこともできるやもしれん。しかし危あやうい賭かけだ。メフィウスは内乱の火に吞のまれかねない」

「でき得る限り、火を広げぬよう努力しましょう。そのためにはタウーリアの、いや西方の協力も必要になる」

　オルバはいう。しゃべり方も、声の張りも、仮面をつけていたときとまったく同じでありながら、どこか、別人じみた雰囲気がある。

「無む論ろん」ラバン・ドウも同じく、頷うなずく仕し草ぐさひとつからして、先ほどまでとはやや態度が異なっていた。「われらとてメフィウスとの戦いくさを回かい避ひできるなら、でき得る限りの力を発はつ揮きしよう。その点については、われらの利害は一致している」

「わたしを、信じていただけるか」

「ふむ？」

　このときラバンは、きょとんと目を丸くした。飄ひよう然ぜんとした老人には似つかわしくない、どこか奇きっ怪かいでユーモラスな表情だった。

「そうさな。不可解といえばこれ以上もなく不可解で、怪あやしいと思えばいくらでも怪しむことができる。こういうとき、『皇子』、わしはどうすると思う」

「さて」

「なにも考えぬのさ」ラバンは、意外なくらい白くて健康な歯を覗のぞかせて笑った。「そしてなにより、この事態は面おも白しろい。老人の粗そ末まつな首ひとつ賭かけるていどには値しよう」

「恐れ入る」

「して、アプターへ発たたれるか」

「できれば、いますぐに」

「わかり申した」

　ラバンは首しゆ肯こうした。

　オルバがふたたび仮面をつけてから、ラバンが手を叩たたいて兵士を呼びつける。

　数分にもならない短いやり取りののち、ごくあっさりとオルバの身み柄がらは解放された。

　報告のために兵が駆かけ去って、またふたりきりになったとき、

「こちらもそう長くは待てませぬ」

　とラバンはいった。

「これまでととのえてきた段取りもある。殿下がいなくなられたあと、メフィウスにまたこちらへの侵攻の動きがあるようなら、もちろん力の限りに防ぼう衛えいし、そして隙すきあらばこちらから攻め込むことも考えられます」

「それで構わない」

「その場合、鉄仮面の英雄オルバは死したことにしてよろしいですかな」

「メフィウスに殺されたとでも、裏切りを図ったために処刑したとでも、お好きなように」

　自身のことを語っているとも思えぬ口ぶりでオルバはいい、それから、

「ただ」

「ただ？」

「エスメナ姫には、大分あとになってからでも構わぬので、真実をお伝え願ねがいたい。あの方には、世話になった」

「承知いたしました」




　軟禁から解かれたオルバが、タウーリアの東門に姿をあらわしたのは、陽ひが暮れる寸前のことだ。

　フードつきのマントを羽は織おり、目立つ仮面をフードの下に包み隠しながら、馬上の人となった。

　腰には真新しい剣と、いつもの小剣とを差している。

　ひとりきりの出しゆつ立たつではない。ラバンはナトークにオルバ隊監かん視しの命令を取りやめる代わりに、数名を選んで、彼の護ご衛えいにつけることを新たに命じていた。

「メフィウスの国こつ境きよう線せんまで同行せよ。傷ひとつつけてはならん」

　という命令に、ナトークはもちろんいぶかしんだが、彼はラバン・ドウに全幅の信頼をおいている。なにかしらの策があるのだろう、と同意した。

　さらに、これもラバンの命令により、オルバをアプターへ発たたせるのに先立って、別の一団がすでにタウーリアから土煙をあげて旅立っている。こちらは檻おりに数名の人間を入れて、それを竜に牽けん引いんさせていた。

　ともあれ、オルバの護衛についた六名の兵、いずれも馬上にある。ひとりが闇やみに染まりかけた空を見あげ、松たい明まつに火を灯ともした。オルバに近づくと、フードの下で仮面が灯あかりを反射した。

「いくか」

　どのような態度で接してよいかもわからず、ぞんざいな言こと葉ば遣づかいになる。

　英雄であり、また反逆の疑いをかけられた剣士。

　当のオルバは、

「ああ」

　と顎あごをひとつ引いたきりだ。

　それぞれ、馬に鞭むちをくれて駆かけ出した。

　頭上に、ひとつ、ふたつと星が瞬またたきはじめる。

　フードの下、そして仮面の奥から、オルバの双そう眸ぼうが前方を見み据すえた。

　向かう先はアプター。

　かつては自身がもらい受けた砦とりでである。

　そして自身が捨て去った土地である。

　ふたたびこの手に取り戻すときが来たのだった。




　　　　３




　ゼルド人行商人の一団が、街道から外れた道を進んでいた。

　姿格好もいかにもそれらしくしており、馬車で荷物を運んではいたものの、しかし見る者が見ればあるいはその目つきや物腰の鋭するどさに気づいたかもしれない。

　五十名を超える彼らのうち大半はゼルド人であったが、現在西方を住まいとはしていなかった。むしろ現在敵対関係にあるメフィウスのソロン、竜神教神殿に住まう者たちである。長老衆がいまだ国境の山岳に住んでいたころから、その身辺警けい護ごを任されていた猛も者さたちで、すなわち辺あたりの地形にも明るい。

　後ろにつき従っている二十名はメフィウス人の兵士たちだった。

　アプターから、ビリーナ探索のために遣つかわされた一隊である。メフィウス人たちの顔は緊きん張ちようしていた。ユノス川の北から国境を越えると聞かされたときは、「正気か」と思ったが、ゼルド人たちにはためらいがなかった。

　彼らは数人ごとにいくつかの組にわかれて方々に散っていたから、おそらくは同じ山岳族から情報を得たのであろう、あるときから人数をわけるのもやめて、全員が集合したあとは確かつ固こたる足取りで進むようになった。

　さらに、国こつ境きよう線せんを越える際、メフィウス人たちは屈くつ辱じよく的てきな任務に就つかされた。上半身を丸裸にさせられ、手に縄なわを打たれたのである。

　警備隊に呼び止められた際、

「戦場で逃げ散った兵を捕まえた」

　と言いい訳わけするためである。戦場奴ど隷れいとして売り飛ばすつもりであるという説明を添えて。

　いかにもゼルド人商人らしいたくましさであり、国境近辺を進む際、二、三度、タウーリア兵に足止めされたが、皆それを信じた。

　メフィウス兵たちは相手がゼルド人ということもあり、まさか自分たちを罠わなにかけるつもりなのではないかと疑念を抱いたのも一度や二度ではないが、しかしナバール将軍から命じられたことであるし、そもそも自分たちを捕らえたところで彼らにどれほどの利があるかもわからない。

　そしてユノス川に添って南下すること一週間ほど。

　ゼルド人たちが足を止めた。

　集落が見える。おだやかに起伏する地面のあちこちに、石が盛りあがるかのように家々が建ち並んでいた。

「あそこか」

　先頭に立って村を見わたしていたゼルド人──ナバールに面会した男で、名をキリルという──が、指差した。捜索隊として選ばれるにはやや歳としのいきすぎたゼルド人が頷うなずく。

　ビリーナ王女があそこにいるという意味だろう。

　キリルは点々とごまを降ったような顎あご髭ひげを搔かいて、

「のちのちに遺い恨こんを残さぬよう、絶やしたほうがよかろうか」

「絶やす、とは」メフィウス兵のひとりが聞きとがめた。「あの村をか」

「馬ば鹿かな」と別のひとりが異を唱となえる。「メフィウスから王女を迎えに来た、と伝えればよい。彼らもことさらに抵抗すまい」

「ここは敵地ですぞ」

「な、ならば、ゼルド人であるあなた方が、タウーリアからの遣つかいをよそおって迎えにいけばいい。甲かつ冑ちゆうと武具はわれらのものをお貸ししよう。いかにもタウーリア兵であるように変装すれば──」

　相手が本気らしいと気づいて、メフィウス兵があわてて提案した。

　余計な戦いなどないに越したことはない。キリルがいうように、ここは敵地なのである。騒さわぎが周辺の敵をおびき寄せないとも限らない。

　と、

「あれを」

　村に通じる一本の道を、キリルとも歳のいった男ともちがうゼルド人が指差した。

　キリルは目を凝こらして、

「そなたの提案は却下だな」

　とさびを含んだ声でいった。

　集落へ向かって、人の列が近づいてきている。武装した集団であり、その姿格好からして、まちがいなくタウーリアの兵士たちだった。




　ビリーナは、その村ですでに八日を過ごしていた。

　もうこのころには起きあがって、ジェイス一家の仕事を手て伝つだうまでには回復している。

　といっても、ビリーナが手を貸せる仕事などごく限られていた。朝、鶏にわとりに餌えさをやって、それが終わるころに山から帰ってくるローンから、馬に与える飼い葉を受け取って、今度は馬の世話に取りかかる。村人たちが共同で使う井戸から水を汲くんで、畑仕事をしているローンの妻のもとまで運ぶ。

　一度、離はなれに寝かしてあるという男のもとに食事も運んだ。ビリーナより前に、ローンに命を救われた男だというが、いつも入り口に背を向けて寝転んでおり、ビリーナのほうは見向きもしない。時折、うなされるように声を発していた。

　できることは限られているとはいえ、労働に追われているうちに時間はあっという間に過ぎ去った。よく、ガーベラの貴族たちが、

「都市部から離はなれたとある村に仕事へ赴おもむいたことがあるが、実にのんびりとしていて、このめまぐるしい宮廷とは別世界のようだ」

　などとうそぶくのを耳にしたことがあるが、あんなものは噓うそっぱちだと思った。ほとんど手て伝つだうことの限られているビリーナにして、一日とはこうも速く過ぎ去るものか、と慨がい嘆たんを覚えるほどなのだ。

　夕暮れには食事をとり、陽ひが完全に沈むまでのわずかな時間を、よくライラとともに過ごした。

　ライラはビリーナを実の妹のようにかわいがってくれた。お互い、事情を抱える身であり、ともに自分の過去を話して聞かせることはなかったが、それだけに、ビリーナのほうも、ライラがなにか心に傷を負っていることは理解できた。

　八日めの晩、

「あなたの髪は本当にきれいね、ルナ」

　後ろからビリーナの髪を梳すきながら、ライラが感心したようにいった。

　ルナ、とはビリーナが用いている偽ぎ名めいである。

　ゼルド人は上流家庭でない限り、湯を浴びるという習しゆう慣かんはない。この村でも、川が近くにあるのでそこで水浴びがてら身を清めるか、自宅の桶おけに水を張って、髪や身体からだを洗うていどだ。

　ビリーナは最初、裸で他人と向きあうのが恥ずかしくてならなかったが、他者の生活に身を寄せている以上、それに従う以外にない。こういうとき、ライラは姉のようにビリーナの世話を焼いた。

「こんな髪のきれいな人は、メフィウス人にも、悪いけれどゼルド人にもいないわ。あなたは……」

　ライラははたと押おし黙だまった。知らず、詮せん索さくしてしまったことを悔くいているのだ。こうした心こころ遣づかいのひとつひとつが、いまのビリーナにはありがたいけれど、痛みをともなうようでもある。

　ライラは、村で起こった些さ細さいな笑い話などをしてその場をごまかした。

　そうしながら、時間をかけて丹たん念ねんにビリーナの髪を清めてくれる。

　母やテレジアのことが自然と思い返された。ビリーナはふと、幾多もの光をちりばめた空を窓越しに見あげた。

（なんと遠いのだろう）

　思いもかけぬほど強い郷愁に胸が絞めつけられる思いがした。

　草原の国ガーベラ。勇ましき騎き士しと、速い飛ひ空くう艇ていによって守られた王国。ビリーナが十四になるまで過ごした宮廷や、よく散歩していた道、草花のひとつひとつにいたるまでが、いまになって鮮せん明めいに脳のう裏りによみがえってきて、ビリーナの瞼まぶたを熱あつくさせた。

　勉強から逃げ出しては、あちこちに遊びにいった。テレジアがその都つ度ど追いかけてきたが、ビリーナは宮廷のいたるところに隠れ家を持っていた。大人おとなの仕事場の一角を占拠する場合もあったが、どの料理人も、剪せん定てい師しも、鍛か冶じ屋やも、飛空船の作業員たちも、みんなビリーナの味方であり、テレジアが訪ねてきても素知らぬ顔をしてくれるのだった。

　兄のゼノンが宮廷にいるときは、よく追いかけっこや、剣のおもちゃを振りまわして決けつ闘とうごっこをした。

　そして、祖父のジオルグ。季節に一度か二度、離り宮きゆうにいる祖父のもとに遊びにいくのが楽しみでならなかった。

（お爺じいさま）

　瞼まぶたの熱あつさは耐えがたいまでになって、ビリーナは目を閉じ、流れてくる水にまぎれ込ませるようにしてそっと落らく涙るいした。

　自分が、メフィウスを裏切る形で密告したことは、母国の人のもとにも届いたろうか、と思う。祖父はどう聞いただろう。さすがはガーベラの娘、わが孫娘だと拍手したか、あるいはあの孫は一時の感情に迷って国の大事を傷つけたと嘆なげいたろうか。

　考えても、詮せんなきことだ。そんな葛かつ藤とうはとうに過ぎ去った上での決断だった。が、決断したというのと、いまだ迷いが生じるというのは決して矛む盾じゆんしない。

　そんなビリーナの思いに気づいたのだろうか、その晩、ライラは自分の部へ屋やにビリーナを招いて、灯あかりの絶えた室内、枕まくらを並べながら長いこと話をした。

　村人の若い男のなかにも、それなりの人がいる、といった。前に名前の出た、「お隣となりのレナス」もライラより年とし下しただが、純朴な少年で、自分を見つめる目に好意がある、とライラは半分恥ずかしそうに、そして残り半分は誇らしげにいった。

「でも、あなたに取られちゃいそうね？　なにしろあなたが来てから、ずっと見み惚とれちゃっているもの」

「そんなこと」

　くすぐったい気持ちになってビリーナは否定した。こうした、若い女性特有の会話にも慣なれていない彼女だ。

　ライラはくすっと笑って、

「誰だれにも気兼ねすることなんてないわ。いい人を探しちゃいなさいよ、ルナ。その代わり、見つかったらあたしにも教えるのよ」そういって、肘ひじで軽くビリーナの脇わき腹ばらを突いた。「誰だれかと結婚して、子供を産んで……そんな幸せは、きっとどこにでもあるの。文化や価か値ち観かんがちがう別の土地や国にだって、当たり前のように、きっとね」

　ライラの声は囁ささやくようだった。

（そんな人生も──）

　あるいは、あり得たのかもしれない、とビリーナは思う。宮廷に育たず、ただ市井しせいの娘として生まれていれば、幼いころはやんちゃな性格で両親を困らせながらも、大人おとなになるにつれて異性を意い識しきするようになり、同年代の少女同士でそんな話をしながら一夜を明かして、やがては誰だれかと結ばれて、自分も子を持つ親となり──。

　ライラの言葉は、つまり、

（あなたが望めば、ずっとここにいていいのよ）

　という心の声でもあった。

　そしてビリーナは、本当にそうした生活を欲してしまいそうになる自分が怖かった。きっと滞在が長引けば長引くほど、その欲求は強まる一方であろう。

（わたしは、王族として生まれた）

　どんな人生を願ねがうのであれ、それは変えがたい事実だった。

　そして王族として生まれついた以上は、義務がある。たとえ持てる力は少なかろうとも。

　先ほど思い出した祖父の顔が、ふたたびビリーナの脳のう裏りに浮かんだ。父の顔も心をかすめた。

　そしてもうひとり、尊い血筋にありながら国中の人間から軽かろんじられ、実の父に疎うとまれながらも、あらゆる苦く難なんを乗り越えてきた若者の顔が、ビリーナの胸中にはあった。

　だから、九日めの朝を迎え、日暮れまで働いたあと、夕食の席でジェイス一家に切り出そう、と考えていた。

（明日あしたには、発たちます）

　タウーリアか、アプターか。

　常に迫られていた決断だった。

　ビリーナは、ライラの優やさしさに背を向け、その背を押されるような格好で、選び取っていた。




　そして今日きようもあっという間に陽ひが暮れかけたころ、とある一団が村に迫った。

　あたかもビリーナの決断を待っていたかのように、それは、彼女の選び取った未来を具現化した姿をもってあらわれたのである。

　軽けい甲かつ冑ちゆうとやや反そりを打った剣、そして旧式の銃で武装し、馬を進めてきたのは、タウーリアから派は遣けんされてきた三十名の一隊だった。そのうち半分ほどが村の外で待たい機きし、残りが村長と面めん談だんした。

「この村に、異国出身と思おぼしき少女がいると聞いたが」

　用向きを聞かされたとき、村長は、やはりあの少女が騒そう動どうの種になるか、と思ったが、兵たちは彼女を「迎えに来た」というだけで、荒事を想像させるような雰囲気はない。

「しばし、お待ちを」

　村長はいったん自宅を出ようとした。

　なにしろ事情が摑つかめない。少女の意見も耳に入れるべきだと考えたのだが、

「おお」

　と家の周辺で兵たちがどよめきをあげるのが聞こえた。村長自身、家を一歩出た瞬しゆん間かん、その原因を目まの当あたりにした。

　ビリーナ自らが進み出てきたのである。

　あわててついてきたジェイス一家の前で、

「面めん倒どうをかけました」

　とひと声、捜索隊の隊長にビリーナは声をかけた。

「ご無事でなによりです」心底安あん堵どしたように隊長はいった。「姫のおかげで、われらは救われたようなもの。その恩人を失っては、先人にも子孫の代にも顔向けできぬというもの。はからずも、ガルダを討うちし英雄と比ひ肩けんし得る姫をお迎えすることのできる光栄に浴しました」

　村人たちは声もない。

　ビリーナは村長へ丁てい重ちように礼を述べ、それから、ジェイス一家のほうへ歩みかけて──その足を止めた。

　言葉を交わそうにも、なにをいってよいのやらわからない。ただ、ビリーナはガーベラ宮廷で貴人がするように胸に手を当て、深々と一礼した。

　ガーベラ国王女ではない自分を、ここに葬ほうむる意味をも込めて。

　ローンは妻と顔を見あわせた。ライラは啞あ然ぜんとして口を開けるのみである。




「ころあいだな」

　とこのとき口にしたのは、キリルである。

　彼は村の近くに身を伏せていた。メフィウス兵たちと、部下から数名を選んで引きつれている。残りのゼルド人たちにはちがう命令を与え、別行動を取らせていた。

　キリルたちが伏せているのは共同墓地に当たる場所らしく、こんもりと盛りあがった土の丘からは、タウーリアの一団とビリーナ王女の姿がよく見える。

「ころあい？」

「彼奴きやつらを撃うて」

　メフィウス兵が、仰ぎよう天てんしてキリルのほうを見た。

「馬ば鹿かな。ここでかかっては、王女も傷つく恐れがあるぞ。それより、ここをいち早く引いて、奴やつらの進む先に兵を伏せておくべきだ。村から十分離はなれたところで奇き襲しゆうをかけられれば……」

「いま、敵兵の数は少ない。速すみやかに襲しゆう撃げきし、王女を奪だつ還かんすればよい」

「ふざけたことを」

「やらぬなら、やらねばならぬようにしてやろう」

　妙に左右の間かん隔かくが開いた目をきらめかせるなり、キリルが手をあげた。

　銃声が鳴りひびいたのは次の瞬しゆん間かん。メフィウス人がはっと制する間もなかった。

　キリルの残してきた部下たちが、村の入り口付近で待たい機きしていたタウーリア兵に忍び寄っており、合図とともに射撃を開始したのである。一発、二発と撃ったあとはすぐさま退却を開始する。数名の犠ぎ牲せいを出したタウーリア兵は、あわてて馬上に身を投げ、これを追跡した。

「て、敵だっ」

「襲しゆう撃げきだ！」

　兵をふた手にわける罠わなである。

　村の空気も一変していた。

　村長宅前の広場に集まりかけていた人々が、口々に悲鳴をあげ、子供や女性の手を引いて家々に逃げ散りかける。

　メフィウス兵が愕がく然ぜんとしていたそのとき、もう一度キリルが手を振りあげた。

　さらに銃声。今度は近い。

　家の壁かべや地面に煙が立った。逃げ遅れたひとりの男性が腹を撃うたれて、声もなくうずくまった。キリルの部下たちは村の周囲にも展開していたのだ。

　銃だけにあらず、矢も音を立てて人々の頭上を飛んだ。

　火を先端に灯ともした矢は、家々の屋根や、藁わらを積つんだ箇所に突き刺さって、村のそこかしこで炎と煙とを立ちあげはじめる。混乱にさらなる拍車がかかった。

　赤々とした色に横顔を照らされたこの瞬しゆん間かん、キリルはやおら身を起こすなり、丘を駆かけくだりはじめた。走りながら、

「メフィウス兵だ」

　と彼は叫んだ。

「メフィウス兵に追われている。助けてくれ」

　指差した先には、確たしかに武装したメフィウス人が伏せている。

（馬ば鹿かな！）

　メフィウス兵は驚おどろくより怒るより、なにより呆あつ気けに取られた。

　銃声や炎に女子供が逃にげ惑まどうなか、タウーリア兵の数名と、血けつ気きにあふれた若い男たちが数人、手斧ちようなやら鍬くわやらを掲かかげて、メフィウス兵の伏せている場所へわらわらと駆かけてくる。

　逃げようにも距きよ離りが縮ちぢまっていた。

「ぬうっ」

　堪こらえきれずにひとりが身を起こして抜剣、先頭にいた村人に斬きりかかった。あばたの目立つ、少年といっていい年とし頃ごろの村人だった。鍬を持った手が、なかほどから断たれて宙に舞まった。

「レナス！」

　とライラが叫んだが、無む論ろん、双方の兵にとってはなんら意味をなさない名だ。

　さらなる悲鳴と怒ど号ごうとが、耳をつんざく勢いで炸さく裂れつした。

　腕を斬られてうずくまった少年めがけて走り寄ろうとするライラを、ビリーナが本能的に身を張って制した。

　このとき、もちろん泡を喰くって応戦するしかないメフィウス兵に、キリルの目もく論ろ見みなどわかろうはずがない。

　キリルたちは、メフィウス兵を餌えさにして王女にすんなりと接近した。だがもちろん、それではビリーナを村の外へ連れ出すことは困こん難なんだ。だからこそメフィウス兵には考えが読めなかったのだが、答えは単純そのもの。

　キリルは、はなから王女を連れ出すつもりなどなかった。混乱のさなかに接近して、その命を断てばよかった。さらにいうならば、自分たちが助かる必要もなかった。彼らは命じられたままに任務を遂行し、そして命じられたままに死ぬ。それだけの存在であった。

（楽しいなあ）

　ひとつ地面を蹴けるごとに、ビリーナとの距きよ離りが縮ちぢまる。キリルはいつも無感動そうにしている顔を、いまばかりは活いき活きと輝かがやかせていた。

　なるほど、メフィウス兵のいうとおり、村から離はなれたところを狙そ撃げきしたほうが、タウーリア兵を仕留めやすくなり、王女も確かく実じつに奪うばえるかもしれない。

　だが、それでは楽しくなかった。

　あまたもの死、そこから噴ふきあがる魔素エーテルの流れを顔に感じながら、彼は死にたいと切望していた。

　竜神のもとに召されるためである。ひとりでも多くの死を道づれにし、魔素をより多く捧ささげてこそ敬けい虔けんな信者なのだった。

　キリルは、いかにも背後を気にしながら逃げている振りをしながら、ビリーナの位置や距離を目測していた。懐ふところに手をやる。くの字型をした、やや小ぶりの投とう擲てき用武具──ブーメランがある。竜の骨から精製できる無重量金属を主に用いた、暗殺用の武器だった。

　それを手に取ると、下から腕を大きく振るい、宙に放った。

　空気に霞かすんで見えなくなるほどの勢いであっという間に空の一点に吸い込まれる。そこから孤こを描いて、風を切りながら舞まい戻ってきた。ビリーナの頭部に命中する計算だった。

　ビリーナを押しのけて前に出ようとしたライラが、そのとき前のめりに転倒した。はっとなったビリーナが手を差しのべようと身を屈かがめる。その頭上をブーメランが薙ないだ。髪の数本が宙に散った。

　キリルは舌打ちしたが、驚おどろいて後ろを振り向いたビリーナの姿は無防備そのもの。キリルの顔から表情が消えて、ならばとばかりに一いつ直ちよく線せんに王女めがけて走りはじめる。

　と、

「姫、こちらへ！」

　捜索隊の隊長が、ふたりの間に割って入った。まさかキリルの目もく論ろ見みに気づいたわけではなく、メフィウスの襲しゆう撃げきとあって、王女を無事な場所へ逃がそうとしたのだ。そしてそれが彼にとっては仇あだとなった。

　走り込んできたキリルとすれ違う。隊長は首から血を噴ふいて、横倒しになった。キリルの手には短刀が握られている。その切っ先からまるで赤い線を後方に引くかのように血滴を垂らしながら、ビリーナの眼前にまで迫り来た。

「何者っ」

　ビリーナは吠ほえた。しかし手もとに武器はない。キリルの突とつ撃げきをかわそうと動いた瞬しゆん間かん、足もとにうずくまっていたライラの身体からだに蹴けつまずいてしまった。

　倒れたビリーナは、そのままライラに覆おおいかぶさる格好となった。反射的に、せめてその命を救おうとしたのである。身体全体に感じるあたたかさは、この数日間、自分を守ってくれたぬくもりそのものだった。

　キリルが絶好の機き会かいを得て、刀を振りかぶった。
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　そのころ、アプターでは竜の調くん練れん場じように大勢の人間が集まっていた。

　広場には次々と太い杭くいが打ち込まれている。五十を超えるこれらの杭には、ほどなくしてそれぞれに人間が磔はりつけにされる予定になっていた。皇子の元近この衛え兵へいたちである。

　ローグ・サイアンが騒さわぎに気づいたときには、すでに準備の大半が終わっていた。自室で休んでいたオーダインもこれを聞きつけ、ともに大急ぎで駆かけつけた。ふたりは語気も強くナバールを問い詰めたが、

「これから、処刑を執りおこなうのですよ」

　涼しげな顔で現アプター最高責任者は答えた。

「おまえの独断でそんなことが許されるのか」

「全員というわけではありません。陛下も情報を欲しておられるでしょうから、数名は残してあります。あとは、士気の問題ですな。進発を長引かせられて兵たちも苛いら立だっていたところに、今回の騒さわぎです。タウーリアと通じて皇子暗殺をはかった連中を公開処刑にすれば、多少兵たちの気も晴れましょう」

　騒ぎ、とは、ホゥ・ランが竜を操あやつってナバール配下の兵を嚙かみ殺してしまったことだ。ローグは苦にがい顔になって、

「彼女本人に問うたところ、身を守るためだったと説明している。いまだ彼らがタウーリアと通じていた証拠があるわけでもない。早計に過ぎるのではないか」

「誰だれか、あの女の行為を正当化してくれる証言者はありましたか？　そう、誰もいない。わたしは部下からの報告を信じます。あなたも同じ立場なら、そうなさると思うが」

「しかし」

「それに、証拠と申されましたか。現に、皇太子さまは狙そ撃げきされて命を落とされている。近この衛え兵へいたちは当初その罪をオーバリー将軍に擦なすりつけていたが、ソロンにおいて将軍はすでに釈放され、陛下は、これをタウーリアの仕し業わざだと断言しておられる。……サイアン将軍、あまり滅めつ多たなことを申されますな。いまのお言葉、あたかも陛下に面と向かって異を唱となえておられるようでしたぞ」

　ローグの顔に血の色がのぼった。

　老将軍をやり込めながら、ナバールは終始無ぶ愛あい想そうだった。実際、心中は面おも白しろいはずもない。近衛兵の処刑は、しょせん、彼にとっては敗戦に関する言いい訳わけを増やすためのものでしかなく、大して実りがあるわけでもない。

　日もおかず、アプターには続々と十二将軍の部隊が派は遣けんされてくるはずで、そうなれば自分が総大将でいられる保証もなくなる。ナバールとしては、現在の兵力でもう一度タウーリアを攻めたい欲求が強い。

　処刑は、儀ぎ式しきのようなものだ。己おのれの敗戦をいったんここで白紙に戻し、兵たちを煽あおる意味での。

「わたしは、愛すべき兵を失っている」ナバールは目を閉じていった。「戦場で散らすならばその命に意義もあろうが、奴ど隷れい女おんななどが操る竜に嚙み殺されようとは。兵たちの帰りを待つ家族たちになんと説明すればよいのだ？　止めてくださるな、ローグどの。いまのわれわれにはこれが必要なことなのだ。夜明けとともに処刑は確かく実じつに執りおこなわねばならない」

　夜明け、と聞かされて、ローグはいったん口を閉じた。

　手紙によれば、そのときにこそ皇太子ギル・メフィウスがやってくるという。これはローグにとっても賭かけになり得た。

（あらわれてくださればよい。もし、そうでなければ）

　ナバールの前を去ったあと、

「信じておられるか」

　横を歩いていたオーダインがいった。

「なにを」

「例のものを」

　ローグ・サイアンは、シークから届けられた書状をオーダインにも見せていた。その反応はローグ本人とほぼ変わらなかった。驚おどろきはしたが、取り乱しはしない。それに関してどうするとも明言しなかった。

　肩を並べて歩きながら、オーダインは声を慎重にひそめて、

「信じておられるからこそ、いったんこの場は引きさがられたのでしょう」

「さあ」

　かがり火が無数に焚たかれている広場の周囲には、夜中だというのに民衆たちの姿も数多く見られる。処刑を見物しようというのだ。

「さあ、とは」

「わからぬ、わしにもわからぬのさ。しかし──真しん偽ぎはどうあれ、あの書状には感かん謝しやしている」

「感謝？」

　意外な言葉が出て、オーダインは目を丸くした。ローグ・サイアンは微笑ほほえみを浮かべて、

「わしに決断するきっかけをくれた」

「……」

「いまのメフィウスにあれこれと不満を持ちながらも、しかしわしは自分から行動しようとはしなかった。もう歳としを取りすぎた、あとのことは若者の仕事だ、と言いい訳わけしていたのだよ。自分でも気づかぬうちに」

　歩きながら、ローグはまぶしいものでも見つめるかのように目を細める。

「だから、あの書状がなければ、わしもナバールと同様、結局は部下を率いてタウーリアとの国境を越えていたかもしれぬ。あれのおかげで──信じる、信じぬは別に──わしはメフィウス武人として三日を待ってみようと思った。武人として、と考えた時点で、答えは出ているのだ。それに気づかされた。……オーダイン、もし夜明けになって、皇子がお姿を見せなかったときには」

「ときには？」

「処刑をやめさせる。ナバール本人を討うってでもな」

「将軍！」

　オーダインは突とつ如じよとして狙そ撃げきでもされたかのように、辺あたりへさっと注意を払った。歩ほ哨しように立った兵が数名近くにいたが、言葉は届かなかったようだ。ローグ本人は相変わらず微笑を浮かべたまま、

「わしの目の黒いうちは、メフィウスの一兵卒たりとて国境を越えさせん。陛下は当然お怒りになられるだろう。が、サイアン家は代々メフィウス武人としてこの国を支えてきた自負がある。そのサイアン家の示す最後の武ぶ威いに、陛下もなにかしら感じ取ってくだされば」

「ローグどの」

「そなたは若い。ついてくる必要はない。わしにとって、部下たちは家族も同様。彼らも心を同じくしてくれている。だが、家族以外の者を巻き込むのは本意ではない」

「わたしとて……」

　志こころざしは同じだ、といいかけて、オーダインは危あやういところで口を閉ざした。

　いかに義を欠いた皇帝に反感を覚えていたとて、ローグの行為に同どう調ちようすれば、自分のみならず、ソロンにいる家族の身が危うくなろう。ローグは「家族」とまさしく口にした。つまりはそれを犠ぎ牲せいとして支払うことも覚悟している。

　自身の迷いと、老将が胸に期した決意の大きさに、オーダインは息を吞のむ思いがした。

　ローグはそんなオーダインの思いに気づいてか、快活に笑うと、

「そなたとはいままでさほど親交があったわけではないが、ここに来て友を得られて嬉うれしく思う。が、そなたは生きよ」

　そういった。

「志同じくする者すべてが討うち死じにしてしまえば、メフィウスはいま以上の暗くら闇やみに覆おおわれよう。だから、そなたは生きるのだ。生きて、雌し伏ふくの時間を耐え抜いてほしい。そしてもし、わしの行為にわずかなりでも義を感じてくれている者がいれば、それを味方につけよ。ひとりでも多くな」

　自分の死を前提とした計画を語りつつも、ローグの顔は穏おだやかだ。いいたいことをいって、さらに晴れやかになったのか、ローグはきれいさっぱりした顔になって、オーダインの肩を叩たたいた。

「メフィウスの未来は明るいぞ。そうは思わぬか。さあ、今宵こよい、酌くみ交わすといたそう。嫌いやとはいわさぬぞ。部下たちも派は手でに騒さわいで待っている。さあ、いこう」

　ふたりの将軍が広場をあとにした。

　一度、オーダインがちらりと後ろを振り返ったとき、火に照らされた何本もの杭くいが、メフィウスそのものの墓標のようにも感じられて、ぞっと身を震ふるわせた。




　火を掲かかげながら、七つの騎き影えいが駆かけていた。

　タウーリアから進発したものだ。

　戦時下であるから、都市を離はなれてもあちこちで哨しよう戒かいに当たっている隊の姿が見られる。タウーリアのみならず、ヘリオやカダイン、チェリクの兵たちもいた。

　オルバはフードの下に顔を隠している。気づかれることはなかった。

　途中、飛ひ空くう艇ていの中継基地も兼ねた警けい備び兵へいの宿営所に立ち寄りながら、二日をかけて国境まで赴おもむく予定だ。アプターと接したユノス川である。

　一団はほとんど無口で馬を飛ばした。

　思うところは数多くあった。タウーリア兵は、オルバがなにをするつもりなのかまったく知らされていなかったし、オルバのほうは、まるで後ろから火をかけられた橋の上を走っていくかのような、もう決してあと戻りできぬ道を疾しつ駆くしているという思いが強かった。

　ただ、

（喧けん嘩かだ、喧嘩だ）

　慨がい嘆たんに暮れていたわけではない。証拠に、血は熱あつくざわめいている。

（でけえ相手だ）

　数多くの戦いをくり返してきたが、今度の敵はもっとも巨大。対しようとする自分もまた、巨大でなければならない。

　そのための手順を頭のなかでひとつひとつ確かく認にんしていた。しかし、そのどれひとつ取っても、確たしかなものがない。進む道の、わずか一歩先が落とし穴ということも考えられる。

　そんな緊きん張ちよう感かんさえ、いまのオルバには心地ここちよかった。

　すでに賽さいは投げられた。もうあれやこれやと迷っているときではない。あとは動くだけ、という段こそ、なによりオルバが活いき活きするときだった。

　前回、戦場となった場所を横目にしながら一日が過ぎた。

　宿営所で仮眠を取って、すぐさま出発。この宿営所、もちろん使用するのは男性のみだが、実は、わずか一週間ほど前に例外があった。それも他国人。が、オルバはこれを知らない。

　夕暮れからさらに馬を飛ばして、陽ひが没しようかというころ。

「おい、あれを」

　タウーリア兵のひとりが声をあげた。見ると、横あいから火の手があがっている。夕陽の射さし込んでくる方角と同じだったために目立たなかったのだが、いま燃もえるような陽射しが鳴りを潜ひそめた瞬しゆん間かん、赤々とした光が認にん識しきされたのだった。

　聞くと、あちらの方角には小さな村があるという。兵たちがざわめきはじめた。

「まさか、メフィウス軍の進しん撃げきか」

「国境を越えたなどという知らせはなかったぞ」

「奴やつら、国境沿いの部隊を騙だまし討うちにしたのではないか」

　それぞれ手た綱づなを引いて、馬を棹さお立だちにさせていく。オルバも例外ではなかった。

（村が、襲おそわれているのか）

　フードの下でオルバの表情が変わっていた。無意識のうちに、家々から火があがり、その火のあいだを逃にげ惑まどう民たみ人びとの姿が脳のう裏りにひらめいた。追いかけるのは黒ずくめの軍団だ。金切り声をあげる女子供たちが馬ば蹄ていにかかって圧死し、歯向かおうとする若者が首を刎はねられる光景が次々と浮かんでは消える。そこに、幼いころの自分自身が重なりあった。

「いかがする」

　オルバの前方で、タウーリア兵たちが相そう談だんをはじめていた。

「もしあれが本当にメフィウス軍ならば、これ以上国境に迫るのは無理だ」

「宿営所に戻ろう。あそこの飛ひ空くう艇ていで、タウーリアに知らせなければ」

「まずは、おれが様よう子すを見てこよう。残りはここで待たい機きして……」

　結果、隊を三つにわけることとなった。ふたりが偵察のため村に接近し、別のふたりが宿営所へ戻る。オルバを含む三人はここで待機することとなったのだが、

「いや」とオルバはかぶりを振った。「おれたちは国境までできる限り接近しよう」

「なに？」

　タウーリア兵は仰ぎよう天てんした。すでにオルバは馬を進めつつある。その傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに、一団のなかでもっとも若い兵が嚙かみついた。

「むざむざ敵の巣へ飛び込むようなものだ。メフィウスはすでにユノスを渡と河かしているのだぞ」

「時間がない」

「時間。時間とはなんだ。おれたちはなにも知らされていない。おまえにとってはどうでもいいことだろうが、あそこはおれたちタウーリアの村だ。それを……」

「ついてこないなら勝手にしろ。おれは先へいく」

　オルバはいい捨てて、馬に鞭むちをくれた。

　兵たちを置き去りにして、ぐんぐんと前へ進んでいく。

　縦たてに揺れるフードの下で、オルバの眼光は鋭するどい輝かがやきを放っていた。村を見捨ててはおけないという気持ちは彼とて同じだった。国こつ境きよう線せんをメフィウス軍が占拠している恐れもある。しかし、だからこそ先を急がねばならなかった。

　一方、残された兵のうち、リーダー格の男が決断を下していた。

「どのみち、国境の状況もこの目で確かく認にんせねばならん」

　村に偵察へ向かう組と、宿営所へ戻る組とにそれぞれ号令を発し、自分はもっとも若い兵を率いて、オルバのあとを追いかけようとした。

「ちいっ」

　若い兵も、大きく馬の脚あしを振りあげさせて、不ふ承しよう不ぶ承しようこれにつづこうとする。

　オルバは後ろを見ようともしていない。

　その耳に銃声が轟とどろいた。遠方──すなわち村の方角からではない。近かった。

　腰の剣に手をかける。

　進行方向の側面から、いくつかの人ひと影かげが飛び出てきたのはその直後だった。




　銃声。

　とともに、キリルが後方に跳とびのいた。

「そこを動くな」

　硝しよう煙えんを吐く銃口をしっかり固定しながら、キリルに近づこうとしているのはローン・ジェイスだ。王女やライラを挟む格好で対たい峙じしている。

「ごめんだね」

　いうなり、キリルはもう一度大きく腕を振るった。その先端から、黒い影かげがしゃっと宙に走る。思わずあとずさりかけたローンの頭上をも飛び越えた。

　それでやり過ごしたと見たローンは、怒りに任せて引き金を引こうとしたが、

「伏せて！」

　瞬しゆん間かん、ビリーナが叫んだ。

　あわや自分の命を絶ちかけた武器の習性を理解していたのだ。その声の鋭するどさに、ローンは武人としての本能をよみがえらせた。もともと皇帝直属の近この衛え兵へいに選ばれるほど腕の立つ男である。ローンが身を屈かがめたとき、キリル自身は地面を蹴けって走り出していた。

　ふたたび銃の狙ねらいを定めようとするも、遅い。

　キリルは長い脚でローンの銃を蹴り飛ばしていた。その反動で軽かる業わざ師しのごとく舞まいあがったキリルは、空中でブーメランをキャッチ。

　そのままローンの背後に着地する。元近衛兵の腰から剣の光が抜き放たれるのと、キリルが片手にした短刀を振り抜くのとはほぼ同時。ともに背後を狙っての一いち撃げきが、芸術的ともいえるタイミングで嚙かみあった。

　火花が散る。

　双方、正面へと向きなおる。互いの顔が近い。この均きん衡こうを崩そうと力を込めあった。体たい軀くでも武器でも、ローンが上まわっている。じわじわとキリルを力押しに押した。

　と、ローンの身体からだが前へとつんのめった。一気に力を落としたキリルがしゃがみ込むと、右足を軸じくに回転、足払いをかけてローンを転倒させたのだ。

「父とうさん！」

　娘の声を耳に、急いで身を転がそうとしたローンへと、追つい撃げきの刃やいばが迫る。二度、三度はかろうじてかわしたが、キリルの動きは正せい確かく無む比ひで、三度目の刃はどう動いても避けきれないところまで追い込まれた。

「お待ちなさい」

　ビリーナ。

　いつしか、ローンの手から蹴り飛ばされた銃を手に、ふたりの横手へ位置していた。

　キリルは一瞬の停滞もしなかった。そのまま剣をローンの首筋へ振りおろすかと見えたとき、

「かっ」

　化け鳥ちようのごとき声をあげてよろめいた。地面に土煙が立った。あわや、足の甲を撃うち抜かれるところだったのだ。

　一発を放ったビリーナは、さらに距きよ離りを縮ちぢめてもう一度身構えた。キリルは感かん嘆たんの色を瞳ひとみに宿して、

「やるなあ、姫」

「姫といったか。わたしを、誰だれだか知っての振ふる舞まいか」

「無む論ろん。ガーベラ国第三王女、ビリーナ・アウエルどの。この世にふたりとなき、尊き存在でございます」

　改めてその名が告げられるとローンとライラがともに息を吞のんだ。しかしビリーナに注意を向ける余裕はない。心しん臓ぞうが速い鼓動を打っている。火薬の臭においが、涙が出るほど鼻び腔こうに染みた。

　祖父のいいつけを守って、護ご身しんのために拳けん銃じゆうの訓練を欠かさなかったビリーナだが、当然、人を狙ねらい撃うちにするのははじめてだ。

　ともすれば手が震ふるえそうになるのを、必死の思いで抑おさえつけている。

「ふむん」しかし細い顎あごをそびやかして、あくまでも態度は尊大に、「わたしに用があるなら、村の人々は関かかわりがないだろう。なぜ、このようなことをする」

「目的のためには、手段を選ばぬことも必要でございます」一いつ瞬しゆん、キリルは沈痛な表情を浮かべかけたが、「というのは噓うそ。おれが、楽しいからよ」

「楽しい？」

「わざわざ遠方まで出向いて、得られる獲え物ものがタウーリアの雑ぞう兵ひようばかりではつまらぬのさ。悲鳴と血の渦うず、戦いがそこになければ、人が死の間ま際ぎわに放つという魔素エーテルも精せい錬れんされぬ。だから、おれが楽しむことに決めた。おれが楽しめば、自然、そこには恐怖と死がある」

　ビリーナの目がかっと白はく熱ねつした。視野の隅すみには、メフィウス兵に腹部を貫つらぬかれた男の死体が転がっている。腕を斬きり落とされていまだに悶もん絶ぜつしているのは、確たしかレナスという名で、ライラに花を贈おくったという若者だった。

「狼ろう藉ぜき者ものが」
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　ビリーナは切り捨てるかのような口く調ちようでいった。

「そこを動くな。命が惜しくば、武器を捨てて仲間とともに投降せよ」

「惜しくないので、抵抗させてもらう」

　キリルは邪じや悪あくな笑えみを浮かべた。ブーメランを素す早ばやい動きで放り投げる。はっとしたビリーナが左右へ視し線せんを配らせたが、そのときにはキリルが疾しつ走そうを開始していた。飛ぶようなスピードで、あっという間に距きよ離りを詰める。気づいた王女が銃を前へ突き出そうとしたときには、遅かった。キリルの拳こぶしが腹部に打ち込まれる。

　声もなく、ビリーナの両りよう膝ひざが地面に落ちた。わずか一いつ瞬しゆんで、体内すべての酸素が奪うばわれた思いがした。わななく手から、キリルは造ぞう作さもなく銃を奪い取ると、

「そこで見ていてくださるがいい。そなたのように高貴な生いけ贄にえはふたりとない。もっとその精度を高めるため、憎悪と絶望に彩いろどってくれる」

　キリルは舌なめずりした。

　ちょうどその瞬間、キリルの背後からタウーリア兵が剣を掲かかげて撃うちかかっていったのだが、先ほどキリルの投とう擲てきした凶きよう器きが、風を裂いて舞まい戻り、あと数歩の距離、というところまで迫っていたタウーリア兵の首筋に命中した。

　逆さか巻まく滝のごとく血が噴ふきあげるのに構わず、キリルはそれをひと息に引き抜いた。捨てられた人形同然に、兵士ががくりと地面に倒れる。

　返り血を浴びて血化粧を施ほどこしたキリルが、ジェイス親子のほうへ改めて目を向けた。

「来るな」

　とローンが叫んだのは、キリルに対してではない。青ざめ、走り寄りかけていた妻に対してだ。

　彼自身は剣を身構え、キリルに相あい対たいしようとする。

　ふたりの姿を、ビリーナはかろうじて視界のなかに留とどめていた。息が苦しい。瞼まぶたに黒い影かげがかかって、少しでも気を抜けば、ふたりの姿ごとその黒い波に吞のまれそうになる。そのほうが楽なのだと囁ささやきかける声を、ビリーナは歯を喰くいしばって撥はねのけた。

（ちくしょう）

　ビリーナは、ガーベラの兵士たちが時々口にするような怨えん嗟さの声を、胸中にひびかせていた。

　いまは、ただもう意い識しきを保つのに精いっぱいで、指一本自由にならない。

　口から涎よだれが、目からは涙があふれるのにも気づかず、ガーベラ国第三王女は身動きできない自分の無力さを呪のろった。

（いつも──いつも）

　こんなとき、自分が矮わい小しような存在だと思い知らされ、痛めつけられるばかりで、なにもなし得ることができない。

　ふたりの距きよ離りが狭せばまるにつれ、じわじわと、火をも放ちそうな緊きん迫ぱく感かんも増してくる。ローンが斬きりかかった。ただしそれは好こう機きを得たからではなく、その緊張に耐えられなくなってのことで、すなわちキリルに動かされた──と素人しろうとのビリーナにも見て取れた。

　果たして、彼女の思い描いた未来図どおりに、ローンの直ちよく線せん的てきな動きはたやすくかわされて、そしてキリルの右手から先が、ローンの腹部に消えた。

「ぐうっ」

　短刀で深々と刺さし貫つらぬかれたローンが、息を洩もらしながら後ろ倒しになりかかる。それを許さずと、キリルは彼の身を抱こうとした。妻子の悲鳴がこだまするなか、

「やめろ！」

　かろうじて、ビリーナの口から迸ほとばしり出た声が、誰だれよりも鋭するどくキリルの耳じ朶だを打った。

　やや驚おどろきの表情になって振り返る。その拍子に、ローンの身体からだがくずおれた。

「これは。まだ声を出せるほどの胆たん力りよくがあるとは」

　目にはまたも感かん嘆たんの色があったが、その後、キリルは奇妙なことを口にした。

「もったいない。それほど高貴な存在であれば、魔素エーテルの家か畜ちくとして飼かい慣ならせば、あるいはガルダさまの手助けができようものを。実にもったいないが、ご命令である以上、致し方ない」

「なにを……」

「まあせいぜい、血の涙をこぼし、そこで悔くやしがりながら見ているといい」

　キリルはビリーナに背を向けた。まったく関心を払われぬことが、ビリーナの怒りに火を注いだ。

　とはいえ、もう、黒い紗しや幕まくが意い識しきの半ば以上に降りかかっている。身体全体が痺しびれに見み舞まわれており、あと数秒もすれば、声すら出せなくなって、気を失うだろう。

（女とはこうも無力か。王族とは、民たみや兵の庇ひ護ごを離はなれればこうもちっぽけか）

　あの夜のことが脳のう裏りをよぎった。闇やみに怯おびえながら山道をさまよった。それをジェイス一家に救われた。王族といえども、支配する領土を離れれば、いや、自分の見知った領域から一歩でも離れればこれほどに力を失うものかと思い知らされた。

　周囲一帯、火の色に照らされているはずなのに、いつしか、あの夜に仰あおぎ見た、墨すみ一色で塗ぬりつぶされた希望のかけらもない夜闇がビリーナの頭上にのみ広がりつつあった。そのときに感じた恐怖がぶり返してくるとともに、かろうじて現世にとどまろうとする意思の力が萎なえてくる。

（わたしは、王族とは）

　夜に魂たましいごと喰くわれかけそうになりながらも、ビリーナは最後の最後まで自問した。と、

（王族とは──そう、『光』）

　はたとビリーナの意い識しきをかすめる光景があった。

　ザイム砦とりでで相あい対たいした若き勇将リュカオン。国を憂うれえるあまりに凶きよう行こうに走った男へ、ビリーナ自身は、こう口にした。

「王族そのものが国の礎いしずえなのではない。その誇りに、民たみも臣下も同じ光を見み出いだしてこその国家」

（だから）

　もっと強くありたい、と思った。王家の礎になりたいと思った。民や家臣たち、それぞれに思うところ、幸せとするものは異なれど、しかし希望なれば共有することができるかもしれない。未来なれば、近い形を夢想できるかもしれない。

　それらの指針となり得るような、『光』たる存在になりたいと、戦いが終わった直後のザイム砦で──傷ついた者の呻うめきや、ガーベラ兵のすすり泣き、そしてリュカオンを討うち取った仮面の剣士オルバの荒々しい息いき遣づかいが聞こえるなかで──ビリーナ・アウエルはそう思ったのだ。

（そう、わたし自身が、ちっぽけで、無力というなれば）

　ビリーナは、許す限り最後の力を振り絞った。肺はいに残されたわずかばかりの空気すら解き放って、これで気を失うどころか命さえ絶たれても構わぬとばかりに口を開いた。

「誰だれか」

　と叫んだ。

「誰かある。狼ろう藉ぜき者ものを討ち払い、ガーベラ王族の尊き血筋を守り抜こうとする者は。急ぎ、馳はせ参じよ」

　返ってきたのは、キリルの高笑いのみであった。

「素す晴ばらしい。王族であるあなたがひとたび命令すれば、たとえ地の果てからでも忠実なる臣下が駆かけつけてくださるというわけか？　つくづくご立派な心がけでいらっしゃる」

　ビリーナは構わずにつづけた。

「誰かある。このビリーナ・アウエルの声に応じる勇者は。この場にいる何者であろうと、わたしの目の届かぬ場所にいる見知らぬ誰かであろうと、いまは敵対せし者であろうとも、馳せ参じて剣を捧ささげるならば、そなたこそ王女ビリーナの認めし勇者である！」

　すでに視界は塞ふさがれているに等しい。ビリーナの口は閉ざされ、それとともに意識もつれさらわれかけた。

　キリルが、泣き叫ぶライラに近づく。それを防がんと、ローンの妻が駆け寄ってくるのを、「あとだ」といわんばかりに突き飛ばした。

　赤々と濡ぬれた刀身が振りあげられた。

「誰か……」

　しゃがれ声に似た声を最後に、ビリーナの瞼まぶたが閉じられようとした。

　キリルは高笑いを放ちつづける。彼にとっての『儀ぎ式しき』が最さい高こう潮ちようを迎えるとあって、キリルは自らの肌で高こう濃のう度どの魔素エーテルを感じ取れる思いがした。

　力の限りに刀身を突きおろそうとしたそのとき。

　高いいななきが聞こえた。

　ビリーナの側面を黒い風が走り抜けた。

　風はキリルのもとへと吹きつけた。ぶち当たる寸前、人馬の姿となってビリーナの瞳ひとみに映し出された。

　キリルはさすがに驚おどろいて、横っ飛びに移動して、馬上から振るわれた攻こう撃げきをかろうじて避ける。

「貴様」

　思わず叫び声が洩もれたのは、その相手が、タウーリア兵でも、もちろんメフィウス兵でもなかったからだ。

　馬上の影かげは、鉄仮面をつけていた。
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（まさか）

　と思いはしたが、疑いようもない。

　火に照らされて地面に黒々とした影を焼きつけながら倒れているのは、まちがいなくガーベラ国王女ビリーナ・アウエルその人である。

　オルバは、最初、この村を素どおりしようとした。たとえメフィウス兵が乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを働いていても、いまは先を急いでアプターに赴おもむいて、敵の進軍を止めるほうが先決だと判断したためである。

　が、村をあとにしようとしたとき、その村から逃げてきたゼルド人たちと鉢はちあわせした。最初に捜索隊へ銃撃し、敵の分断を試みたキリルの配下である。すぐにそれを追ってきたタウーリア兵もあらわれた。

　オルバの護ご衛えいを任じられていた兵たちも、これを味方と認にん識しき、ともに協力してゼルド人たちを打ち払った。

「何事だ」

　と護衛兵が問えば、

「ガーベラ国の姫を見つけた」

　と捜索隊の兵たちが答えた。オルバがわが耳を疑うあいだにも、口早に事情を説明する。

　それで、この兵たちが敵の分断作戦に乗せられた、と気づいた。

　あとのことは記き憶おくにない。

　気づけば、馬にぴったり身を伏せて駆かけていた。走るのに邪じや魔まだというのでフードつきのマントもかなぐり捨てている。

　馬ば蹄ていが地面に穴を穿うがって土砂を跳はねあげるたび、村の喧けん騒そうや火の熱ねつが近づいてきた。とともに、オルバの胸に形容しがたい感情が黒々と吹き荒れた。

　そしていま──、ビリーナが倒れている。

　一度、断ち切った縁えにしだった。

　炎のなか、仇きゆう敵てきオーバリーを打ちのめした瞬しゆん間かんから、オルバは偽いつわりの顔を捨て去ることを決めた。顔ばかりではない。捨て去った諸もろ々もろのなかに、ガーベラ王女の姿もあった。

　それが、ふたたび火ひの粉こ舞まい散る小さな村で、あいまみえた。

　オルバの心しん臓ぞうが音を立てて鼓動を刻んでいる。

　一方のキリルは、突然の来らい襲しゆうからはや立ちなおっていた。敵の注意が一瞬逸それたと見て、ブーメランを投とう擲てきした。

　われに返ったオルバが反射的に撃うち落とそうとする。が、それは剣の届く範はん囲いよりはるか高みへと舞いあがった。

　構わず、馬を進めようとした。キリルの顔に笑えみが浮かぶ。敵を誘ゆう導どうするかのように、背を向けて走りはじめた。敵が追いすがってくる。死の影かげがすぐその背後まで迫ってきていた。

（むっ）

　オルバのうなじにある産うぶ毛げが逆さか立だった。

　気け配はい。

　死を運ぶその気配は、剣けん闘とう士し時代にいくたびも感じたものであり、オルバはその都つ度ど本能に身を委ゆだねる習性を身につけていた。

　鐙あぶみから足を抜き取るなり、オルバは跳ちよう躍やくした。

　そして、眼がん下かに見た。

　唸うなりをあげた凶きよう器きが回転しざま、彼の足もとを吹き抜けると、馬の首に命中。半ばほども肉に喰くい込んだ。哀れないななきとともに馬は体勢を乱してつんのめる。

　着地したオルバは、右手にした剣で、改めてキリルに撃ちかかった。

　よもや外れるとは思わなかったキリルだが、彼もまた本能の命じるままに身をかわした。

　側転、宙返りをも交えて、二度、三度とオルバの剣に空くうを切らせる。軽かる業わざ師しのごとき体術は、オルバが相あい対たいしてきたどんな敵とも異なっていた。

　四度目の剣をかわしながらキリルが短刀で反はん撃げきを試みた。素す早ばやく身を引いたオルバだが、今度は一転、キリルの攻撃が止まらない。右へ左へと地面を蹴けりながら、猛烈な一撃を見舞ってくる。そのリズムもオルバには読みがたかった。肘ひじから下を振るうように長いリーチを活いかして攻撃するかと思えば、脇わきを絞り、矢のように短いストロークで撃ち込んでもくる。加えて、背を屈かがめたり、側転したりしながら、その信じがたい体勢からもキリルはやすやすと一撃を放ってくる。

　縦じゆう横おう無む尽じん。

　上から、下から、右から、左から、それは剣士としての常じよう識しきをも逸いつしたような動きだ。オルバは反はん撃げきの糸口もつかめず、ただただ襲おそいかかる刀から身をかわすことしかできない。

「くっ」

　短刀の切っ先が浅く入って、オルバの上衣が縦たてに切り裂かれた。

　勝利の予感にキリルの眼がん光こうが白く輝かがやいた。右に移動すると見せて、その足でひときわ強く地面を蹴けりつける。跳ちよう躍やくしざまの一撃を、しかしオルバはかろうじて弾はじいた。

「む」

　キリルがわずかに動揺の声をあげた。

（こいつ、慣なれてきた）

　面上にそのような感情の色がある。ひたすら受けに徹てつしながら、オルバは相手の体術を、すなわち独特のリズムを、身体からだに覚え込ませていた。その証拠に、徐じよ々じよにではあるがオルバも剣を返せるようになっている。

　キリルの頭上を鋼こう鉄てつの塊かたまりが薙ないだ。

「ちいっ」

　後方にとんぼを切って次の一撃をかわすと、キリルは新たなブーメランを腰から手にした。

　そうはさせじとオルバが距きよ離りを詰めようとしたが、キリルは素す早ばやく身を泳がせて距離を開ける。武器を振りあげるなり、

「貴様は狙ねらわない」

　にたりと笑った。構わず、オルバは剣を手に突進を試みたが、

「あの女の首を落とす」

　キリルがブーメランを放った。その言葉の意味するところに気づいたオルバが、はっと足を止める。とともに、身を反転させ、キリルとは逆方向に走りはじめた。

　そのオルバを、今度はキリルが追う。

　縦に揺れるオルバの視界に、ビリーナの倒れている姿が映った。上方へと目を転じると、ブーメランが回転の力を得て、凄すさまじい勢いで彼女へ迫っている。

　間にあわない。

　キリルも凄まじい脚きやく力りよくで追いすがっている。ビリーナの首が断たれるとほぼ同時に、オルバも背後からの一撃を浴びるだろう。

　そう直感するとともに、オルバは剣を肩から後ろへと引いた。

　思い切り投げる。

　わずか一いつ瞬しゆんの目測にして、その一瞬さえ及ばない速度での決断。

　長剣が夜や気きを裂いた。火ひの粉こを左右に散らした。

　鋼鉄がひびきをあげて、地面に突き刺さった。ビリーナの頭からわずかに逸それた位置であり、弾はじかれたブーメランが、彼女の身体からだを挟んでほぼ正反対の位置へと落下していた。

「やるなあ」

　という囁ささやきは、オルバの耳もとで聞こえた。

　すでに一刀の距きよ離りにまで入っていた。

　振り向いたときには、切っ先が目と鼻の先にあった。オルバは身を反転させながら、走っていた勢いを強きよう靭じんな足腰で無む理り矢や理りに殺した。疾しつ駆くをつづけていたキリルと、彼の放った刀とが彼の眼がん前ぜんを逸それた。

　が、キリルも体重移動に長たけていた。むしろ体重など最初からないも同然の動きで、すぐさまオルバの前へと舞まい戻る。

　オルバの手に長剣はない。

　短刀のきらめきが迫る。

　オルバは上体を屈かがめていた。

　キリルからすると近すぎて見えない位置で、手が腰へと伸びていた。小剣を抜き払う、その行為自体が一いち撃げきとなってキリルの腹部を見舞った。

「がはっ」

　鋼こう鉄てつを腹に吞のんで、がくりと膝ひざを折った相手めがけて、オルバの小剣が今度は宙へとひらめいて唸うねりをあげる。

　鋼はがねがおのれの首を断ち切る瞬しゆん間かん、キリルの唇に淡あわい笑えみが浮かんだように見えた。

　自らの死をも、竜神に捧ささげる供く物もつのように感じたからかもしれない。

　オルバに敵の事情などわかりはしない。

　そのころには、オルバが置き去りにしてきた護ご衛えいの兵たちも、遅ればせながら駆かけつけていた。入り乱れて戦っていたメフィウス、タウーリア両陣営の兵たちのあいだに割って入るような格好となる。

　乱戦に巻き込まれた形となったメフィウス兵に、もとより戦意はない。相手の数が増したと見るや、途と端たんに逃げ腰になって、村から散り散りになった。

「ああ、あなた。目を覚まして！」

「お願ねがいだ、目を開けてくれ。目を……」

　戦いがおさまると、あちこちに転がった遺い体たいに、男女がすがりついていた。その涙も、叫びも、オルバには馴な染じみのものである。

　やりきれぬ思いを抱いたオルバだったが、ひとり、倒れたなかにまだ息のありそうな男がいた。妻子がすがりついているのを、半ば強引に押しのけてその様よう子すを見やる。腹部からおびただしい出血をしていたので、オルバはキリルに裂かれていた上衣を脱ぎ捨て、包帯代わりに巻きつけてやった。

　上半身が裸となったオルバは、すぐさまタウーリア兵を呼ぶ。

「近くの中継基地に伝令を。飛ひ空くう艇ていで医師や薬やらを運んでこい」

　と当然のごとく命じた。逆さからう理由もなく、兵はあわててこれに従い、馬を飛ばしていった。

「あとは動かさぬよう。彼を信じて、助けを待つんだ」

　オルバは、娘らしき女性にいった。声もなく女性は頷うなずいた。

　と、

「おお」

　慨がい嘆たんらしき声が聞こえて、オルバは振り向いた。

　ひとりの男が立っている。全身に包帯を巻かれていたが、襲しゆう撃げき時じに傷を負ったにしては処置が早すぎた。以前から重傷の身にあったのだろう。顔にもひどい火傷やけどを負っていて、頭には髪の毛がほとんどなく、片方の目も塞ふさがっていたため、もとの顔が想像できぬほどだ。

　その男は、震ふるえる指でオルバを指差していた。

「烙らく印いんだ。烙印が、燃もえている」

　上半身裸となったオルバの背には、確たしかに奴ど隷れいの烙印が刻まれている。それを指差しながら、男は焼やけ爛ただれた唇をぱくぱくと開閉させて、

「この炎も、おまえが招いたのか。おお、おお、おお！　燃える、燃やされてしまうぞ。あの烙印を見た者は、すべて炎に投じられてしまうぞ」

　正気を失っているらしい。男は足もとをふらつかせながら、意味不明の言葉をわめき散らしていたが、ついにはその場に倒れ込んでしまった。オルバが介かい抱ほうした男性の娘らしき女性が、あわてたように彼のもとへと駆かけ寄っていく。

（烙印か）

　オルバは彼から目を離はなすと、それから意を決したように足を運びはじめた。

　現在、大勢の男たちが消火作業に当たっており、怒ど鳴なり声ごえをあげながら建物を壊こわしたり、水を運んでいたりしたので、喧けん騒そうはやまない。

　その村の一角に、タウーリア兵数名がかたまっていた。

　皆しゃがみ込んで、倒れた人ひと影かげに声をかけている。その人影──ビリーナはぐったりとなっていた。

　オルバは兵たちを搔かきわけて、王女の傍かたわらへとしゃがみ込んだ。

　ビリーナの背と首の後ろに手を差し入れ、上半身を軽く浮かせる。いましがた水から引きあげられたかのように、細く、白い首筋には汗が浮いて、長い髪が藻ものごとくまとわりついていた。

　生気のないその顔に、オルバの心しん臓ぞうが激はげしく脈打った。

　生まれ落ちて以来、なにものにも祈ったことのないオルバだから、そのとき胸中を占めた恐るべき感情を和やわらげる方法のひとつも知らない。

　思わず、力いっぱい揺さぶって、彼女の名前を大声で叫びかけた。

　その寸前、彼の腕のなかで、ビリーナの身体からだがびくりと波打った。途と端たんに激はげしく咳せき込みはじめる。

　あわてたオルバは、改めてその背を支えてやりながら、肺はい腑ふの底から絞り出すかのように、長い長い息をついた。

　と、王女の瞼まぶたがおびただしく震ふるえたかと思うと、うっすらと開きはじめた。

　紗しや幕まくがかかったかのように濡ぬれた瞳ひとみは、オルバの顔を真正面から映し出した。
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　知らず、オルバの喉のどが鳴った。

　ビリーナの乾いた唇が開いた。

　何事かを囁ささやいて、それからまた力を失ったかのように、がっくりと首を前に折った。はっとなって顔を近づけると、呼吸はしている。どうやら意い識しきを失ったようだ。

　オルバはもう一度ため息をついて、彼女を、怪け我が人にんたちが寝かしつけられている場所まで運んだ。

　夢見るかのように眠る少女を眼がん下かにしながら、オルバはなぜかやたらとゆっくり手をあげて、自身の顔を撫なでた。

　鉄の感触がある。

　まちがいない。

　彼はずっとこの鉄仮面をつけていたはずだ。

（だというのに）

　ビリーナは、目を開けてオルバを見つめるなり、一いつ瞬しゆんきょとんとなったが、すぐに、

「やっぱり。……あなたは、噓うそつきだ」

　そういったのだ。

　微笑ほほえみとともに、ふたたび眠りについた。

（ギル・メフィウスは噓つきだ）

　アプターで彼女と最後の時間を過ごしたとき、オルバ自身がそういったことがある。自分に多少の信頼を抱きかけた彼女を、最悪の形で裏切らねばならないやましさがいわせた台詞せりふだった。

　だが、あくまでそれはギル・メフィウスとしてだ。仮面をつけた元剣けん闘とう士しオルバとしてではない。

「──」

　意識が混こん濁だくするなかで、王女は、この仮面に、いやこの仮面の向こうに、なにを見たのだろう。

　オルバはしばし立ちつくしていたが、すぐに、残された時間があまりに少ないことを思い出した。

「王女は、いかがすべきか」

　相そう談だんをしていた兵たちのところへいくなり、

「王女はここに」

　といった。ぎょっとした顔を向ける兵たちに、

「王女に外傷はない。ほどなくして目を覚まされるだろう。そのときに言こと伝づてを願ねがいたい」

「な、なに？」

「すぐにアプターより迎えが参る、と」

「そなた、なにをいっている？」

「ラバン・ドウ老師のご命令を忘れたわけではあるまい」

　兵たちは何度も忙せわしく顔を見あわせた。任務のこともそうだが、なによりこの男のことがあまりに理解不能だった。村を放っておくかと思えば助けに飛び込み、そこにタウーリアが捜し求めていたガーベラ王女がいて、そしてその王女の迎えがアプターより来るという。

　しかし、行動の端はし々ばしに、いかにもガルダを討うった英えい傑けつらしい、常人離ばなれしたものを感じずにはいられない。

「そなた、ラバン師に、メフィウスに対してなにかを託されているようだな」

「すまないが」

「わかっている。話すわけにもいかんのだろう。ふん、こうなればとことんつきあってやろう。王女のことは、そのままで構わぬのだな？」

「頼む」

　不ふ遜そんにも思える男だが、こちらが譲じよう歩ほをすれば、相応の態度になる。オルバの護ご衛えいを申しつけられたリーダー格の男などは、

（歳としの離はなれた従弟いとこがこんな感じだな）

　と思った。ちなみに従弟は十四歳だ。

　すでに国境も近く、もう仮面を見られて騒さわがれる必要もなくなったというのに、オルバはなぜかわざわざ自分で脱ぎ捨てたフードつきのマントを捜し当てて、ふたたび身にまとっていた。

　捜索隊のひとりから馬を借り受けて、ふたたび出発。

　村から立ちのぼる黒い煙を背に、彼らは先へ先へと急いだ。

　国境まであとひと息のところまで来たとき、オルバらに先立ってタウーリアを発たっていた一団と合流した。

　竜に引かれた檻おりに、複数の男たちの姿がある。オルバたちが接近してくるのに気づくと、檻が開け放たれた。男たちは兵に監かん視しされるなか、数列に並ばされはじめる。いずれもゼルド人ではなく、オルバも顔を知らぬ者ばかりだ。

　が、そのなかに、フードつきのマントをつけて顔を覆おおい隠している男がただひとりいる。オルバと同様だ。兵も、この人物にはひどく気を遣つかっている風で、頭ごなしに命じることはしなかった。

　オルバはこの人物をひと目見るなり、仮面の下に笑えみを刻んだ。

（さすがはラバンだ、手まわしがいい）

　だが、すぐにこの笑みを顔から消し去ると、彼は、ユノス川への道のりを辿たどりはじめた。

　村を襲おそったのが何者であったかはわからない。しかし、少なくともメフィウスの本軍が国境を越えるまでにはいたっていないようだ。

　オルバの仮面が、白々とした光を反射しはじめていた。
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　そして。

　夜はいよいよ明けはじめた。

　アプターの夜は、ソロン周辺に比すと意外なくらいに涼しい。その涼気を残したまま、夜よ闇やみだけが徐じよ々じよに取り払われていく。

　今け朝さは、特に風が澄すんでいた。

（明日あしたであればよかったものを）

　ローグ・サイアンは爽さわやかな風の匂においを鼻び腔こうに感じつつ、そんなことを思った。

　空戦部隊という特質上、ローグの部下たちは大半が若い。このアプターに来てまだ日も浅いが、なかには、さっそく砦とりでの使用人やら町娘などを口く説どいて、戦場に赴おもむくまでのわずかばかりの時間を楽しもうとしている者たちも多いと聞く。

　今け朝さは、散策に出るにはいい日だ。処刑が明日あしたであれば、彼らも、今朝のこの特別な時間を恋人たちとゆったり過ごすことができたのに、とローグはそう思ったのである。

　だが、時限は迫っている。もはや決意を覆くつがえすつもりもない。

　西に見えるベルガナ連山の稜りよう線せんが白く輝かがやきはじめるのとほぼ同時に、広場に元近この衛え兵へいたちがつれてこられた。剣けん奴ど隷れい時代を思い返させるように、手足は鎖くさりでつながれている。

　彼らの姿が見えるなり、広場周辺に集まっていた民衆たちからいっせいに野や次じや怒ど号ごうが放たれた。

「よくもギルさまを裏切りやがって」

「恩知らず！」

「遺い体たいに小便かけてやるからな」

　アプターではギルが城主をつとめていた。ごく短い期間だったが、英雄的活かつ躍やくの多くがここから為なされたこともあって、市民たちの人気が高い。その死を悼いたむ気持ちは、帝都ソロンの民たみよりもむしろ彼らのほうが大きかったろう。

　だがなかには口を閉ざしたまま、杭くいに磔はりつけにされていく元近衛兵たちの姿をじっと見守る者たちとてある。皇子の人気が高いからこそ、ギルに付ふ随ずいするあらゆる逸いつ話わがアプターでは数多く語られている。大半が剣奴隷出身の彼ら近衛兵が、皇子の手となり足となり、また時には目となり耳となって、皇子を支えてきた話は、民衆たちには感情移入もしやすく、広く囁ささやかれてきたのだ。であるからこそ、彼らが皇子暗殺を企くわだてたなどという話は一部の人間には信頼されず、それどころかソロンから遠く離はなれていることもあって、

「きっと、皇帝さまが西方と戦いくさを起こしたいがためにでっちあげたのだ」

　などとおおっぴらに噂うわさされている面もある。

　そうして大勢の民が見守るなか、男たちは次々と杭に磔にされていった。少しでも抵抗しようとすれば、剣や槍やりの柄えで殴られた。

「ちくしょうっ」

「おれたちがなにをしたってんだ。離しやがれ！」

　もともとが正規兵でない上に、身に覚えのない罪を被かぶらされている。潔いさぎよく最さい期ごを迎える、というわけにはいかなかった。なおも暴あばれて、袋ふくろ叩だたきにあう者もいた。処刑前に殺されてしまうのではないかというほどだった。

　そんななか、パーシルやゴーウェンは取り乱しもしなかった。パーシルの場合、

（やはりメフィウスに殺されるのか）

　という思いがあった。一度は、そのメフィウスにせめて一いつ矢しを報むくいんとして戦う決意をかためた。そのときに捨てた命だった。ギルというおかしな存在が割り込んだこともあって、いくらか命の終しゆう焉えんが長引いた。それだけの話だった。

　一方のゴーウェンは近この衛え隊たいの元隊長である。本来ならば、罪を負わされた時点で、皇帝に直接証言せねばならぬ立場にあったが、もとより皇帝グール・メフィウスは事の真相を知りたいわけではなく、むしろ事実を詳しく知る人間は邪じや魔まになる。ナバールもそのあたりを読んで、処刑する人間のリストに、ゴーウェンの名を真っ先に挙げていた。

　ゴーウェン本人はというと、パーシルと同じく大人おとなしくしている。養女のホゥ・ランがひとまずは処刑から逃のがれているのにいくらか救いを見み出いだしていた。

　もっとも、彼女に待ち受ける運命がよきものであろうはずはないが、

（あれは、賢かしこい娘だ。あいつを軽かろんじようとする人間たちよりは、だいぶ知恵がまわる）

　ホゥ・ランならば、自分が心配するまでもなく、ほんの数日後には、飄ひよう々ひようとした顔で竜を駆かって、どこぞの地平をめざして歩いているような気がする。

　磔はりつけにされながら、ゴーウェンはにやりとした。

　彼はもともと剣けん奴ど監かん督とく官かんとしての人生に大きな不満こそ抱いてはいなかったが、同時に、潤うるおいを覚えていたわけでもない。このまま奴ど隷れいを死地へ送り出して、あとは朽くちていくだけかと思っていた。

　そんな折に皇子の影かげ武む者しやとなったオルバに仕えるようになり、養女との生活もはじめた。そんな日々が、まるで夢のようだ。だから、さほどの未練はこの世にない。

　ただ、

（あいつ。いま、どこでなにをしているやら）

　ふとオルバの姿が去来した。

　そうして、五十名もの男たちが磔にされた。

　やかましいほどだった騒そう音おんが、瞬しゆん間かん、ぴたりとやんだ。

　風の質が変わっている。

　騒乱の合間にぽっかりと空あいた空くう隙げきを埋めるかのように、銃を携たずさえた兵たちが広場にずらりと姿をあらわした。指揮をするのは、副官級のガレス。もとを辿たどれば、近衛兵たちの処刑は彼が発案したものである。

　辺あたりが静まり返るなか、早朝の陽ひを鉄てつ兜かぶとに白々と浴びながら、兵たちがそれぞれの位置につく。

　じっと見守っていたローグ・サイアンが、ひとつ嘆たん息そくした。

　いよいよだ。

　ガレスが腕を振りあげ、「撃うて」と命じたそのとき、彼の部下たちが雪な崩だれ込んで兵たちを阻そ止しする。ローグ自身は、腰の剣を抜いてナバールに挑いどみかかる。彼を盾たてにしながら、ナバールの兵を捕らえさせ、近衛兵たちを解放。あとは、ソロンからの沙さ汰たを待つ。

　自身の命運が尽きるその瞬間までは、オーダインに宣言したとおり、西方へは一兵たりとて進ませない。

　気持ちは澄すんでいた。彼はこの三日、食事も睡すい眠みんもろくにとっていない。どうせ横になっても悪夢に叩たたき起こされるだけのことだった。ローグの家族はソロンにいる。激げき怒どした皇帝が、この家族にいかなる処しよ遇ぐうを与えるのか、考えまいとしても、どうしても最悪の光景が脳のう裏りに浮かびあがってくる。

　若い妻が、そして幼い息子むすこが、それぞれものいわぬ死体となって送りつけられてくるその光景が。

（許せ）

　ローグ・サイアンは両の目を閉じ、祈った。

　そしてふたたびその目が開いたとき、兵たちの整せい列れつも終わっていた。全員の手に銃が捧ささげられている。と、息を深く吸い込んだローグの隣となりに、すっと何者かがあらわれた。

「そなた」

　オーダイン・ロルゴである。オーダインは、横目でちらりとローグを見やり、

「お供いたします」といった。「わたしの部下たちを、アプターの外にて伏せさせております。ナバールの部下が伝令を飛ばしても時間稼かせぎできるように」

「お、オーダイン」

「将軍、むざむざ死を選ばれることはない。わたしも心が決まった。ここはわれらふたり、アプターを拠点に、メフィウス皇帝と戦いましょう。ここから同胞たちに呼びかけて仲間を募つのるのです」

「ならん。いまのわれらが蜂ほう起きしたとて、誰だれがついてこよう。わしが命を懸かけてこそ……」

「もう遅い。サイアン将軍、わたしは誰の奴ど隷れいでもない。自分で考え、自分で決めます」

　ローグとオーダイン、双方の視し線せんがかちあった。

　その間にもガレスが罪人たちの前に進み出て、彼らの罪状を読みあげている。それを終えると、兵たちの後ろへと下がった。

　いよいよか、と人々が固かた唾ずを吞のむ気け配はいが伝わってくる。

　山の稜りよう線せんからのぼり出た太陽が、杭くいの影かげを長々と伸ばして、人々の姿を黒く断ち割っていた。

　ガレスの腕があがり──、

　罪人と同じ数の銃がそれぞれの肩につけられて──、

　ガレスの口が開き、

「撃うて」

　と命じようとした瞬しゆん間かんだった。

「将軍、将軍！」

　突とつ如じよとして、その場に駆かけ込んでくる姿があった。

　はっとなったのはガレスやナバールのみならず、部下たちに号令を発しようとしていたローグも同様である。

　なにか、燃もえるような期待感がこの老将の胸に湧わき起こった。

　が、

「タウーリア兵です」

　ナバールの前にひざまずいたのは、国境のユノス川を監かん視ししていた兵士であった。

「ユノス川の対岸に、タウーリア兵が姿を見せましてございます！」




　ナバールをはじめ、ローグたちが西方に突き出した崖がけの上に駆けつけてみると、なるほど対岸にタウーリア軍の兵士たちが並んでいる。ただし陣を構えている風ではない。一機きの飛ひ空くう艇ていが目を引いた。黒と白の旗が交差して掲かかげられている。使者を意味するものだ。

「砲を隠している様よう子すもないな」

　ナバールは国境監視隊から双そう眼がん鏡きようを借りて、遠方を覗のぞき込みながらいった。

　着陸の許可を出す。

　全員、緊きん迫ぱくの面おも持もちでこの飛空艇が舞まい降りるのを待った。そして艇から降り立った男──タウーリアからの使者は、ナバールらに予想外のことを伝えた。

「前回の戦いで捕ほ虜りよにしたメフィウス兵を、これより船に乗せて貴国へお返しする」

　というのである。

　ローグは、なぜこれがいまのタイミングなのかわからない。

　ナバールなどは単純に喜んだ。

「敵はわれわれを恐れているぞ。総力戦を回かい避ひしようという思おも惑わくにちがいない」

　どうあれ、断る理由はなかった。

　ナバールが許可すると、対岸に何艘そうかの船が浮かべられた。それぞれに男たちが数名乗せられている。

　無む論ろん、これがなにかの罠わなでないかと勘かんぐるだけの判断力はナバールにもあって、銃で狙ねらいを定めるのと同時に、国境監視隊に飛空艇隊を飛ばすよう命じている。注意をひきつけておいてほかから攻め込むつもりかもしれないからだ。

　最初の一艘が岸に辿たどり着いた。迎えていた兵のひとりが歓かん喜きの声をあげるのが聞こえた。顔見知りだったらしい。ということはまちがいなく捕虜にされていたメフィウス兵だ。

　すでに太陽は完全に姿をあらわし、ユノス川は真っ白に染まっている。あまりに川かわ面もがぎらついていたので、見守るローグたちは目を常に細めていた。

　と──、

　岸からあがり、崖に刻まれた道を登ってくる男たちを見て、ローグは別の意味で目を細めた。ほとんどが裸に近い格好をした捕虜たちのなかにあって、ひとり、フードを深々と下ろして顔を隠している者がある。

　その人物が、兵たちの誘ゆう導どうにも従わず、ずかずかと大おお股またで歩いてくるのだ。

　ナバールは、それを、自分の隊の人間だと思った。虜りよ囚しゆうの辱はずかしめを受けたことを詫わびようというのだろう。ここは鷹おう揚ように肩でも抱いてやろう、とナバールは笑えみを浮かべて迎えかけたが、

「あの杭くいはなんのつもりだ？」

「な、なに？」

　フードを被かぶった男は、ここからでも見える杭の列を顎あごで示しながら、

「これからなにをやらかすつもりだ、と聞いている」

（こいつ）

　ナバールの笑みはこわばり、目は怒りに吊つりあがった。どうやら部下ではないらしい。態度からして捕虜になった身ですらあるまい。ということは、タウーリアよりの使者だろうか。捕虜の返へん還かんに便乗してこちらへやってきて、会かい談だんの席を設けようというつもりか知らないが、それにしてもなんと不ふ遜そんな口の利き方か。

「話す必要などない。兵たちを帰したからとて、タウーリアが負った罪が消えるわけではないのだ。勘かんちがいするなよ」

「罪か」

　男は、白々とした朝あさ陽ひのなかにあっては、どこか非現実的にも見える杭の列をもう一度見あげてから、

「ローグ」

　と、ナバールの近くにいた老将に呼びかけた。呼び捨てである。

「そなたはどう思う」

　フード越しに視し線せんを向ける。ローグ・サイアンはこの瞬しゆん間かん、恐ろしく緊きん張ちようしたように表情をかたくした。

「どう思う、とは、な、なにを」

「タウーリアは、果たしてメフィウスに顔向けできぬほどの罪を負ったのだろうか」

「そ、それは」

　ナバールと、近くにいた兵たちは、ローグが狼ろう狽ばいしきっているのを怪け訝げんそうに見やっていた。

　すると男は答えを待たず、今度は、ナバールを挟んでローグとは反対側に立っていた将へ、

「オーダイン」

　と呼びかける。オーダイン・ロルゴもまた、電流に打たれたようになって直立した。その目は見開かれ、あたかも路地を曲がった瞬間に死んだはずの人間とばったり出くわしたかのような顔になっている。

「そなたにも問おう。ナバール将軍のいう、罪とはなんだ」

「それは」

　オーダインの声は何度か喉のどに絡んだ。大きく咳せき払ばらいしたのち、

「タウーリアが、皇太子を暗殺したという罪──であります」

　あまりに動転したせいか、言こと葉ば遣づかいも妙になっている。

　ナバールはあきれ返ったようにせせら笑った。

「タウーリアの蛮ばん族ぞくは、礼れい儀ぎを知らぬらしいな。もう用は済んだのであろう。とっととおのが土地に尻尾しつぽを巻いて帰られるがいい。もっとも、その土地が果たしていつまでそなたらのものかは……」

「皇太子暗殺か」

　フードの男はナバールを無視して、無感情にいった。ナバールの顔が怒りに赤くなるのを尻しり目めに、今度はローグ、オーダイン、双方を代わる代わる見つめながら、

「ではもう一度聞こう。貴公らは、それを信じるか。タウーリアは、メフィウス皇太子ギルを本当に暗殺したと？」

「わたし、いえ、われわれは」

　オーダインが答えかけて、口をつぐんだ。あとを継いだのはローグだ。

「その現場を見たわけではありません。あくまで、状況をお調しらべになられていた皇帝陛下がそうご判断されたというまでのこと。われわれに、それに従う以外のなにができましょう？　ここにいる将兵たち、皆が同じです」

　そのころには、岸に集まりかけていた兵たちも、何事かというふうに息を詰めて、この場を見守りはじめている。

「そう」とふたたびオーダインも口を開いた。「かつて、あるお方がわたしにいわれたことがある。おまえは誰だれかの命令に従って生きるだけの奴ど隷れいなのかと。胸を斬きりつけられた思いがしたものの、しかし国事とはそう単純なものではありますまい。メフィウス内において、物事を決定し、国を動かせる権限を有したのは皇族の方々のみなのです」

「──」

「かの方々が見通されるものがわれわれにとっては見える世界のすべてであり、かの方々のお考えのみが、国を、すなわちわれわれ凡俗の人間を動かす力であります。その世界も力も、メフィウスの未来といい換えていいでしょう。もし、それこそ命令に従うのが嫌いやだというだけの理由で、皇帝陛下がもたらそうとしている以外の未来を無理に持ち込もうとすれば、メフィウスの政治は破は綻たんしましょう。領土は二分、三分され、かろうじて保たれている民たみの平へい穏おんな暮らしすらも炎のなかへ消えてしまいます」

（なにをいっているのだ）

　ナバールはいよいよ苛いら立だって、肩をひっきりなしに揺らしていた。

　こんな茶番はさっさと終わりにして、処刑に戻らねばならない。ナバールはその後、すぐさま皇帝に直じき訴その使者を送るつもりだ。いま一度、この戦力でタウーリアを叩たたく。相手が捕ほ虜りよを返して弱腰になっているいまこそ好こう機きのはずだ。

（さあ）

　もはや耳を貸す必要もない。声を荒らげて、タウーリアの使者を送り返そうとした矢先のこと。

　そのナバールにして、使者は、聞き捨てならぬことを口にした。

「では。もし、その皇族の見通す未来が、誤っていたとしたら？」

「なにっ」

「誰だれの目にもあきらかな誤りを、皇族が強権をかさに押しつけようとしていたら？　それでも、貴公らは犬のごとく従うのか？　それこそメフィウスが破滅しかねぬ、民たみが火に投じ入れられる未来がわかっていて、なお貴公らは奴ど隷れいとなってその未来を実現せしめるために働くのか？」

「き、貴様」

　ナバールは激げき怒どするあまりに、思わずふらつきそうになった。

「誰か、この愚おろか者ものを捕らえよ！　杭くいに縛しばりつけるのだ。対岸にいるタウーリアの蛮ばん人じんどもに、この男の処刑を見せつけてやれ！」

　はっとなって動き出そうとした兵を、ローグは、静かに腕を突き出して制した。

「もしそのときは」

　と、彼はいった。

　声がかすれている。

「われわれとて、戦いましょう。古き者の見通す未来が誤りであるなら、新しき者を迎え入れて、ともに新たな未来を築きずかんががめに」

「同じく」とオーダインが顎あごを引いた。「ただし、われわれはしょせん小さき者。先ほど申しあげたとおりに。先々の未来を、千せん里り眼がんのように見通すことはできませぬ。いま、皇帝陛下の見られている未来が誤りであるのかそうでないのか、判断することも」

「皇帝は誤っている」

　男ははっきりといった。

　声にならないどよめきが、風となって一帯を吹き渡ったように思えた。

　空はうっすらと青く、雲は薄うすく、低い。

　もはや怒りを通り越して啞あ然ぜんとなるナバールの隣となりで、

「なぜ、そう思われる」

　ローグが問うた。

「なぜ、そういい切れる。いまの陛下が誤っているという、確たしかなものがそなたにあるのか。そしてそれをわれわれに証明することができるのか」

「それは──」

「ええいっ、もうよい、よいわっ」

　ナバールがついに感情の一いつ線せんを越えて叫んだ。

「いつまで下らぬことを。誰だれもやらぬというのなら、おれがやる。畏おそれ多くも陛下のお言葉を誤りなどと抜かしおる愚おろか者ものなど、おれの手で討うってやるわ」

　腰の剣に手をかけ、それを一気に引き抜こうとした。

　瞬しゆん間かん、ごうっとひときわ強い風が吹きつけてきた──、

　と、誰の目にも見えた。

　実際のところ、風は穏おだやかなままだった。

　しかし、左右から、あたかも風に導みちびかれたかのようにローグ、オーダインの腰から剣が伸びてナバールの面前で交差し、とともに、これも風にあおられたかのように男のフードが後ろへ跳はね除のけられたため、その場にいる皆が錯さつ覚かくしたのだ。

「こ、これは」

　ナバールは、喉のどもとにぴたりと寄せられたふた振りの剣を、目玉が飛び出んばかりに凝ぎよう視ししていた。

「これは、なんの真ま似ねだ。先ほどから妙なことばかり口走っているかと思えば、貴様らもタウーリアに通じていたか。皇族を裏切り、メフィウスに仇あだなそうというのか！」

「よく見られよ、ナバール将軍」

　ローグは、抑おさえがたい感情を、あたかも決死の覚悟で吞のみ下しているような形ぎよう相そうになっていた。

「なに？」

「そなたが剣を向けようとしているのが、どなたであられるか、その目でしかと見るのだ」

　ナバールは剣から目を逸そらし、正面に立つ男の姿へと視し線せんを移した。

　ユノス川のきらめきが、無数に波打ってナバールの目を射た。

　そのきらめきに縁ふち取どりされて立つ男の素顔は、最初、暗い影かげのようになってよく見えなかった。

　やがて光の乱反射にナバールの目も慣なれてきたとき、

「あっ」

　と叫び声が洩もれ出た。

　からんと音を立てて転がったのは、ナバールの剣である。

「お、皇子」

　ナバールはわななく口で、その名を発した。

「ギル・メフィウス皇太子！」




　それは、アプターにおいて命を落としたはずの皇太子が、ふたたびアプターにおいて命をよみがえらせた瞬間であり──、

　ギル・メフィウスが歴史の表おもて舞ぶ台たいに返り咲いた瞬間でもあった。










　あとがき




　烙らく印いんもこれにてシリーズ八冊目となりました。

　シリーズ第一作を書きあげたときには、

「これは……（売り上げ的に）どうなんだろう」

　と作者自身も首をひねったものですが、気がつけば八冊目ですよ。

　驚おどろきです。

　と同時に、この作品を少しでもよいものにしようとたゆまぬ努力をつづけてくださっている編へん集しゆう氏と、作品世界に奥ゆきを与えてくださっている『３』氏、そしてもちろん継けい続ぞくして買い支えてくださっている読者の皆さまに、感かん謝しやの気持ちを抱かざるを得ません。

　もう少し、オルバの英雄物語におつきあいくださいませ。




　さて。

　前巻から本作が発売されるまで、さまざまなことがありました。

　この「あとがき」も、実のところ一度書きあげていたのを、三月中旬現在、こうして手を加えているところです。

　日本全土を衝しよう撃げきが襲いました。ぼく自身やぼくの家族に被害はなかったのですが、報道で被災地の実態を知るたびに、胸を締しめつけられるような気持ちに見み舞まわれました。

　被害にあわれた方に、心よりのお見舞いを。

　そして現実とはちがうけれど、それでも現実と地つづきであるべき「物語」が、皆さまの心を潤うるおす手助けにならんことを。

　登場人物に感情移入して、いっしょに喜んだり、怒ったり、悲しんだり、先の展開を待ちわびてわくわくしたり……、それらは決して忌いむべき現実逃避ではないはず。現実とは異なる、もうひとつ（か、それ以上）の世界を心に持つことができれば、それは現実そのものに影えい響きようを及ぼす「力」になり得るのだと、ぼくはそう信じているからです。

　この作品がわずかばかりの時間でも、皆さまの心を異世界に遊ばせ、一時の憂うれいを忘れさせ、また活力を与えることができればと──、

　そう祈らずにはいられません。
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。念願の「無双３」。が、敵を捌くコツがつかめない。適当に連打して、適当に勝っている感じ。わたしが下手なのか、ゲーム性が乏しくなったのか。謎だ。エディットモードで「オルバ」とかつくってみるかな。
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イラスト／３

念願の本棚を設置してこれでスッキリと思ったら微妙に収まりきらない。もうワンサイズ大きいのにしとけば…







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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